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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１




　夕ゆう闇やみまで、あと少し。

　少年は沈しずみかけた光に背を向け、息を荒あらげていた。目もく前ぜんに拡ひろがった散さん漫まんな情じよう景けいはいつ果はてるとも知らない混こん乱らんに満ち満ちて、少年の身体を容よう赦しやなく責せめたてる。

　後ろは町。

　前は荒こう野や。

　町には住じゆう人にんたちが息を殺して隠かくれている。

　荒野には死体が散らばり落ちている。

　──それは明らかにヒトとは違ちがう貌かたちをした、異い様ような動物たちの死体だった。

　或あるいは鳥の羽根を持った蝙蝠こうもり。或いは蝸牛かたつむりの顔をした猫。或いは蛾がの触しよつ角かくを生やした亀かめ。或いは鱗うろこを光らせた猿さる。地面に落ちた死体たちも、まだ地面に落ちていない生体たちも、同じ姿すがたをしたものはどれひとつとして、いない。

　姿も種族もまったく以もつて不ふ可か解かいで不自然なそいつらを無む理り矢や理りひと括くくりにまとめ、ヒトはケモノと呼ぶ。

　少年は、そいつらを殺していた。

　少年の目前では少年以外の人間たちが、少年の相手にしているよりも遥はるかに大きく遥かに強そうなケモノたちを相手に、黙もく々もくと、爛らん々らんと戦っている。少年たちの背はい後ご、荒野にぽつんと孤こ立りつする集落に、そいつらケモノは人間たちを狙ねらってやってきている。

　つまりケモノたちから集落を守るのが、彼らの──少年たちの、仕事だった。




　　　　２




　エデンのウェポン。彼らは、そう呼こ称しようされている。

　ケモノ殲せん滅めつのために組そ織しきされた私し設せつ団体『エデン』の傭よう兵へい。彼らはすべからく、身体にヒトとは異い質しつの部位──『変へん異い』を隠かくし持もち、その変異を暴ぼう力りよくとして活用し、ケモノに相あい対たいできる存そん在ざいだった。

『エデン』というのは『はじまりの場所』或いは『楽園』を意味し、『ウェポン』というのは『力』或いは『武器』を意味している。楽園に住む人間たちの使し役えきする武器。或いははじまりの場所に在ある力。

　彼らはつまり、そういう意い図とと意味を持って、ケモノたちと戦わされている。

　力を持たない他の人間を守るために。

　しかし少年は、武器となり、力となってまだ二週間しか経たっていなかった。




　　　　３




　故ゆえに与えられた役割は、後こう方ほう支し援えん。

　大きなケモノの数はさほど多くない。しかし肉が削そげ血が吹き骨ほねが砕くだけ身体の壊こわれたそいつらのうち、幾いく匹ひきかから、小物が溢あふれ出でてくる。そいつらは飛び、這はい、集落へ侵しん入にゆうしようと行こう軍ぐんしてくる。その生まれ出た『仔こ』の殲せん滅めつが、少年に──ウェポンになったばかりの少年に与えられた役割だった。

　それぞれが散ちり散ぢりばらばらに襲おそい掛かかってくる。乱らん雑ざつに大たい挙きよして複雑に割かつ拠きよしてやってくる。だから少年は自分に寄ってくるものと集落に侵入しようとするものを──殺す。

　幾いく多たの動きを眼め全体で追った。三匹同時にやってくる。地面を這うものと地上すれすれを滑かつ空くうするものと上空から飛ひ来らいするもの。一匹目を踏ふみ付つけ頭を潰つぶし二匹目を無む造ぞう作さに掴つかむ。同時に小さなそいつは腐る。腐ふ臭しゆうさえ満足に漂ただよわせずに身体の殆ほとんどが蒸じよう発はつし風ふう化かし消える。そして三匹目を捕つかまえるために跳ちよう躍やく。斜ななめ上に手を伸ばしこれも握にぎり腐くさらせ消す。




　少年は、生き物を腐らせることができる。

　それは特とく異いで特とく殊しゆな変へん異いだった。

　ヒトの、生物の範はん疇ちゆうを越こえた、変異だった。

　故に少年は『稀すくなく存いる種』──稀き存ぞん種しゆと呼ばれ、だからこそ少年は、こうして戦っている。

　しかし。

　少年は、なったばかりだった。

　ウェポンにも。そして稀存種にも。




　四匹目、五匹目。着地した瞬しゆん間かん横に飛び走って、脇わきをすり抜けようとするそいつを半開きの拳こぶしで殴なぐり、そのままの姿し勢せいで足を伸ばして五匹目の前方にかざし挑ちよう発はつし噛かみ付つかせ、それから足をひっこめ掌てのひらを伸ばし六匹目七匹目八匹目九匹目──多い。

　舌した打うちし動きを速める。ケモノの傍そばに走り殴り腐ふ敗はいさせもう片方の掌を別の奴やつに伸ばし、

　数が更さらに、増ふえてくる。

　大口のケモノを倒たおせばそれだけ小口のケモノの数は増えていく。すべてがすべて『仔』を残して逝ゆく訳わけではないが、それでも絶対数は確実に増加していく。それは事実だった。だが。

　多おお過すぎる──。

　息があがり始めた。

　数える余よ裕ゆうもなくなり動きさえも鈍にぶらせつつある少年を見み透すかしたように、小さな一匹が後ろに抜け集落に侵入しようとする。

　──しまった、と少年は焦あせり、

　そして混こん乱らんする。混乱すると動きが振ぶれる。動きが振れると隙すきができる。隙ができると更さらに。

　何匹ものケモノたちが少年を無む視しし少年をすり抜けて集落へとまっしぐらに駆かけていく。

　それを止められない。

　そして少年は、失しつ敗ぱいする。
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　防ぼう衛えい線せんの最さい後こう尾びで戦う少年の更に後ろ──壁かべの上に立っていたウェポンのひとりが、少年の逃のがしてしまったケモノたちの群むれを見て小さく溜ため息いきを吐ついた。その男は壁の上で一いち連れんの光こう景けいを見下ろしたまま、邪じや魔ま者ものを突とつ破ぱし息いき巻まいて走るケモノたちに向かって何かを投げるような仕し種ぐさをする。指先から伸び飛ばした蜘く蛛もの糸が、少年の傍かたわらを通り過ぎたケモノたちに次々と追い付き、付ふ着ちやくし、絡からまった。

「大だい丈じよう夫ぶ？」抜き差しならない状じよう況きように慌あわてた様よう子すもなく、男はのんびりと少年に尋きいた。

　少年は返事ができない。呼吸が荒あれたまま、それが叶かなわない。

「……じゃ、ないみたいだね」男は眉まゆ根ねを上げてまた薄うすい溜息を吐き、身み構がまえる。

　両の掌てのひらを広げ腕を振ふりかぶり、十本の指先から伸ばした十条じようの糸で小さなケモノたちを捉とらえ捕とらえていく。少年が突破を許ゆるしたケモノも、少年の前にいるケモノも、次々に。

　今まで少年がやっていた仕事を引ひき継つぐように。

　或あるいは少年の失敗を埋うめ合あわせるかのように。

　蜘蛛の糸が無数のケモノを捕ほ獲かくしていく。

「少し休んでていいよ」

　気楽そうにこともなげに、それでもケモノを一匹たりとも逃すことはせず、男は笑えむ。

　少年は立ち止まる。

　そして、立たち尽つくした。
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　それから半時ばかり後──。

　戦いが終わり、太陽の沈しずみかかった空が、薄うす赤あかく染そまっていた。

　少年はその光景に慣なれていなかった。何しろウェポンになる前、少年は、陽ひの光も満足に届とどかない、空も殆ほとんど見えないスラム街で暮らす、ただの少年だったのだから。

　だから見る空の広さと沈しずむ陽の美しさは、少年に感動を与えても不ふ思し議ぎではない。

　でも。

　あがった息が整ととのい始はじめ、手足に脱だつ力りよく感かんがある。

　まるで目的のない運動をした時のように、疲つかれはただ疲ひ労ろうとしてしか脳のうに届とどかない。

　少年は無感動に、東の空を見上げている。

　口々に冗じよう談だんなどを言い合いながら、終わった戦せん闘とうと続いた生命を喜んでいる他のウェポンたちの輪わからは、ひとり外れて。




　少年の視し線せんの先、稜りよう線せんの端はしに、見える星があった。

　まだ夜が半分しかやって来ていない空に、一ひと際きわ大きく、薄うすら明あかるく浮かぶ星。

　それは円を半分だけ切り取ったような変な形をして、少年の瞳ひとみにぼんやりと映っている。




　星の名前を月といい、

　それは、

　少年と同じ名前だった。




　少年は月を臨のぞむ。

　拳こぶしを握にぎり締しめたまま、拗すねる子供みたいに。
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　──夢、をよく見るようになった。

　少年は金きん属ぞくに囲かこまれた部へ屋やの片かた隅すみに置かれた寝しん台だいの上に腰こし掛かけながら、ぼんやりと天てん井じようを見つめていた。思し考こうはまとまらず、かといって停てい止しすることを知らない。散さん漫まんに思いながら、緩かん慢まんに考える。

　この部屋が与えられて、二週間近く経たつ。

　さして広くもない部屋ではあった。それでも部屋の中心に立てば、両手を伸ばしてくるくる回れるくらいの幅はばはある。天井に取り付けられた発光金属は室内を白い光で照らしていて、昏くらさなど微み塵じんも感じられない。壁かべも天井も明るい鈍にび色いろで、滑なめらかに光を反はん射しやしている。そして部屋の中にある空気は快かい適てきな温度と湿しつ度どを持って、同時に埃ほこりなど殆ほとんど混まじっていない。

　何もかもが、二週間前までの生活環かん境きようとは正反対だった。

　或あるいは、そんな空間で寝ね起おきしているから夢を見るのだろうか。

　──夢、を毎晩のように見る。

　内容は漠ばく然ぜんと茫ぼう漠ばくとしていて、定さだかではない。夢自体の内容は、目め覚ざめると同時に、或いは目覚めて数分も経たないうちに記き憶おくから消えてしまう。一昨々日さきおとといも一昨日おとといも昨日きのうも夢を見たことは確かなのに、どんな夢を見たのかはまったく覚えていなかった。

　ただ覚えているのは、それがどうしようもない悪あく夢むだったことだけ。

　どうしてだろうと考える。

　落ち着かない空間で、熟じゆく睡すいできずにいるからだろうか。それとも急に変わった環境に、脳のうが対たい応おうできていないからだろうか。

　──そうではない。

　少し前。

　少年は家族を失くした。友人を失くした。知人を失くした。

　それは逆さからい難がたい、大きな流れの中で起きたことだった。あまりに唐とう突とつに巻まき起おこった濁だく流りゆう。彼らが死ぬとわかっていたのなら手の打ちようもあったかもしれない。だけど未来はどうしようもなく不確定で、同時に不自然で、更さらには不安定だ。

　そしてすべては中ちゆう途と半はん端ぱに途と切ぎれる。憎にくんでいた父親も、慕したっていた姉も、知り合ったばかりの友人も、全員、死んだ。いつか父親を殺してやろう、そう思っていた。姉が自分に向ける愛情は無む限げんだ、そう思い込んでいた。あんなことがなければ友人とはもっと仲良くなれたかもしれない、そう思いたかった。それなのに。

　あったはずの未来が、あってしかるべきだった、あって欲しかった未来が、その日、死んだ。




　少年は思う。

　夢は多た分ぶん、なし得えなかったそれら未来の、分ぶん断だんされた残のこり香がなのだろう、と。

　それは凶きよう悪あくで、同時に善良で、そうして、もう間に合わない感情の断だん片ぺん。

　過去に引っ張られているという訳わけではない。

　未来が消えて、失くなってしまっても、他の未来を選ぶ選せん択たく肢しはそれこそ、無む限げんにあった。その時見えるかどうかはともかく──どんな時だって、選択肢は無限にある。

　その中のひとつを、選ばされるか、選ぶしかなくなるのか、選ぶべきだと思い込むのか、それとも自分で選ぶか。

　少年は自分で選んだ。そうして、今、ここにいる。

　そのことに後こう悔かいも自じ棄きもない。選ぶ、というのはつまりそういうことだ。

　だけど、それでも──。

　寝しん台だいから立ち上がり、服を着替える。

　かつて日常的に着ていた襤ぼ褸ろではなかった。原材料不明の素そ材ざいで作られた、汚よごれのない衣い服ふく。灰はい色いろの肌はだ着ぎに、暗く薄うすい白を基き調ちようとした、前合わせの重ね。羽は織おる上着は鈍にぶい光こう沢たくのある青白い布地で、光の加か減げんによって銀にも青にも見える。全体的に薄い青で統とう一いつされたそれらは、少年のためだけに作られた衣服だった。

　やけに豪ごう奢しやで、妙みように華か美びで、人目を引く。

　それは、今の少年にとっては少しだけ鬱うつ陶とうしく、それ以上に惨みじめだ。

　そこで、はたと気付いた。

　──だから夢を見始めたのか、と。

　たとえば華美な服。それを着ていることによって集まる周しゆう囲いの視し線せん。

　たとえば日々の仕事。それを充じゆう分ぶんになし得ないことによって集まる周囲の憐れん憫びん。

　それらはつまり──現状への不満だった。

　未来への不安でもなく、過去への憧しよう憬けいでもなく、同時にその両方を孕はらんだ揺ゆらぎ。

　少年は苦く笑しようした。

　──甘ったれるな。

　もう、新しい世界は始まっているのだ。それに集中しなければ、意い志しを持って生きなければ──また流される。同じことを繰くり返かえす。それだけはしてはならない。

「しっかりしろ……ルナ」

　少年は部へ屋やの隅すみでぽつり誰にともなしに、他ならない自分の名前を呟つぶやくと、唇くちびるを噛かんで部屋の扉とびらへと向かった。




　　　　２




　横たわったままでいる時間は酷ひどくゆっくりと流れる、そんな気がする。そしてその時間は確実に、筋きん肉にくを少しずつ削そぎ落おとしていく。

　少女は灯あかりの眩まぶしい部へ屋やに置かれた寝しん台だいの上で、歯は咬がみしながら寝ね返がえりをうった。途と端たん、鈍どん痛つうが脇わき腹ばらに走る。思わず顔をしかめ、それからまた悔くやしさに歯咬みする。

　枕の上に広がった灰はい色いろの毛もう髪はつに、苛いら立だたしげに触ふれた。

　少女がここに運ばれてから、二週間ほど経たつ。

　少し前。

　少女は戦った。

　世界に数多あまた蠢うごめく異い形ぎようの生命体『ケモノ』を殺すために組そ織しきされた団体『エデン』。少女はエデンの戦せん闘とう部隊『ウェポン』の一員だった。しかし、二週間前に戦った大型のケモノに不ふ覚かくをとり傷を負おった。その傷がまだ癒いえずに、今もこうして動けずにいる。

　肝かん臓ぞう、脾ひ臓ぞうの損そん傷しようと、肋ろつ骨こつ五本の骨こつ折せつ。言葉にすれば簡かん単たんだが、治ち癒ゆは遅おそい。最大限手を尽つくしても全ぜん治ち三週間、そう医い療りよう員いんは言った。

　少女の腹部は、固体とも液えき体たいともつかない透とう明めいでぬらぬらした物質が塗ぬられ、その上から濁にごった白の包ほう帯たいで巻まかれている。その薬にどんな効こう果かがあるのか、またその行こう為いにどんな意味があるのか少女は知らないし興きよう味みもない。問題はいつ動けるように、戦えるようになるのか、それだけだった。──そしてそれは思いのほか、遅かった。

「シオン＝エシュ、あまり動いては駄だ目めですよ」

　声がする。寝返りをうった気け配はいを察さつしたのだろう、医療員のひとりがカーテンの向こうで呼び掛けてきた。

　シオンは答えない。返事をする代わりに、尋きいた。

「復ふつ帰きはもっと早くならないんですか」

「……あなたが安あん静せいにしていれば少しは早くなるかもしれません」

　呆あきれたような溜ため息いきと共に、カーテンが開く。

　年ねん齢れいの判はん別べつしにくい中年の女──医療員がこっちを見ている。

「わかっているんですか？　あなたがあのままもう少し戦っていたら……処しよ置ちがもっと遅かったら……」「はい」

『死ぬところだったんですよ』。何度も聞かされた言葉を遮さえぎって、シオンは返事をした。

　そんなことはわかりきっている。誰だれに言われなくても、誰かに気付かされなくても、誰がどう言おうと、そんなことは承しよう知ちし過すぎるほど承知している。

　──自分の力が足りなかった、と。

「……それなら、いいです」怒おこったような傷付いたような微び妙みような表情で医い療りよう員いんはカーテンを閉めた。シオンは腹部に走る鈍どん痛つうを疎うとましく思いながら、また髪に触ふれた。

　──復ふつ帰きまで、あと一週間。それから落ちた筋きん肉にくを鍛きたえるための訓くん練れんが一週間。気の長い話だった。待ちきれない。時間の長さは、苛いら立だたしさと自身への嫌けん悪おとなって蓄ちく積せきされていく。

　階位も下がってしまった。報ほう酬しゆうの変化に興きよう味みはなかったが、どうしようもない雑ざ魚こを相手にする戦せん闘とうの回数はまた増ふえる。

　ケモノを殺すのに大きいも小さいもないが、腕が鈍にぶるのが恐こわい。

　──いつになったら。

　不ふ意いに恐きよう怖ふを覚おぼえて、シオンは思う。

　いつになったら、終わるのか。果はたして自分が生きている間に終わるのか。終わらないことが一番恐い。終わらせたい。終わらせてみせる。終わらせなければならない。

　──足あし踏ぶみをしている暇ひまはないのに。
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　床さえも金きん属ぞくでできているから、足音は堅かたく鋭するどく響ひびく。ルナは心しん中ちゆうで苦く笑しようしながら窓のない廊ろう下かを一歩ずつ進む。なるべく音をたてないように、足音を聞かないようにしながら、それでも歩数を数えて。

　目的地の、扉とびらの前に立つ。塔とうの様よう相そうを呈ていした機械都市『バベル』の、円えん筒とう形けい──外がい周しゆうに沿そってゆっくりと彎わん曲きよくする廊下に貼り付いた扉は、どの部へ屋やに繋つながるものも似たような形をしていて、最初は見分けがつかなかった。部屋を見分けるためには扉の上部プレートに記き載さいされた文字と、扉そのものの色で判はん別べつすればいい。しかしその程度の概がい念ねんすら、馴な染じみのないものだったから尚なお更さらだった。

　文字はまだ、あまり読めない。だからルナは自分の部屋を基き準じゆんに、方向と距きよ離りと扉の色を頼たよりにエデンの中を歩いていた。自分の部屋の前に取り付けられたプレートに記しるされた文字──それは自分の名前を意味しているらしかった──は覚えていたし、行く場所は限られていたから、それでどうにかなっている。

　目的地はルナの部屋から左に出て大体五十歩。淡あわい緑色の扉。

　第四集会室、という名前らしい。

　扉を開けるとルナの部屋よりも少しだけ広い空間がある。両手で抱かかえる程度の大きさをした円形の机がひとつと、椅い子すがふたつ、そこに収まっている。

　椅子のひとつに座った男が、ルナを見て仄ほのかに笑えんだ。

「──よく眠れたかい？」

　幾いく度どか出動したケモノとの戦いの中、幾度となく少年に助けの手を差し伸べた男性──指先に蜘く蛛もの糸という変へん異いを持ったウェポン。短く切きり揃そろえた髪に人なつこそうな双そう眸ぼう、口元はいつも僅わずかに歪ゆがんでいるが皮ひ肉にくげな感じではなく、むしろ悪意のなさが伝わってくる表情。

　男──ウィム＝クラウトの問い掛けには応こたえずに、ルナは向かいの椅い子すに腰こし掛かけた。

　彼は新しくエデンに加入したルナの教育係だった。以い来らい二週間近く、戦せん闘とうでもそれ以外でもルナに付きっきりで何かと世せ話わを焼いている。

「いつも不ふ機き嫌げんそうだね、君は」

　ウィムはルナの瞳ひとみを覗のぞき込こむと、さも楽しそうに笑った。

「あんたは……いつも能のう天てん気きそうだな」

　ルナは混まぜ返かえしながら、自分の顔が強こわ張ばっているのを感じる。
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　──八つ当たりだ。そう思いながら。

「別にそんなつもりでもないけどなあ」

「悩なやみとか、ないのか？　あんたは」

「あるよ。今、新人の教育係を任まかされているんだけどね。……その新人がなかなか心を開いてくれない」

「……悪かったな」言いながらルナの顔が自じ嘲ちように満ちる。

「冗じよう談だんだよ。……悪くはないさ。気にすることはない」

　ウィムはあっけらかんと、笑えんだ。

　今のところ、ほぼ毎日、この男と一日の半分を過ごしていた。

　戦せん闘とうでも同じだが、それ以外では椅い子すに座り、雑ざつ談だんを交まじえながらの講こう義ぎ。内容は主にウェポンとしての心こころ構がまえやエデンの組そ織しき体たい系けいといった、ここで暮らすのに必ひつ要ような、それでいてここ以外で生きていくのに必要のない知ち識しきの吸きゆう収しゆう。

「……僕は教えがいがないだろう？」

　戦闘では与えられた任にん務むを満足にこなせず、また講義ではそれが気になって集中できない。そんな自分に飽あきもせず付き合ってくれるウィムに、ルナは微かすかな罪ざい悪あく感かんを覚おぼえている。

「……なるほど、理由はそれか」ウィムは神しん妙みような顔つきをして、それから頭をがりがし掻かいた。

「気にすることはないよ」

　そう言われると気にしてしまう。

「君は入ったばかりで、まだ第五階位だ。皆そんなものだよ」

「──階位、か」

　──個々のウェポンにはそれぞれ『階位』というものが与えられるという。

　異い形ぎようの敵てきを倒たおすために構こう築ちくされた組織の戦闘部隊──ケモノを殺す、エデンのウェポン。彼らは統とう制せいされた傭よう兵へいの集団であり、規き律りつと戦術を以もつて、人間以上の力を持った存そん在ざいであるケモノを殲せん滅めつし、殺さつ戮りくするのが仕事だ。

　ウェポンは、すべて変へん異い種しゆで構こう成せいされている。変異種──文字通り身体に変異を持った存在。純じゆん血けつの人間からは疎うとまれ蔑さげすまれ憎にくまれ嫌きらわれ貶おとしめられている彼らの中には、時とき折おり、戦闘にうってつけな変異を持っている者たちが存在する。ウェポンはそういう者たち──人間でありながら人間以上の力を持つ存在──で構成されていた。

　彼らを更さらに、組織し束たばね同時に運用し、より強きよう固こに効こう率りつ的てきに、ケモノへの暴ぼう力りよくを行こう使しする。それがエデンの、ケモノへの抗あらがい方かただった。その方法からは自然、個々のウェポンにも役割分ぶん担たんが与えられる。それが、『階位』だった。

　階位は第一から第五まで。位数が少なくなるほど戦闘における仕事の重要度も増まし、報ほう酬しゆうも増ふえる。上位のウェポンには総そう轄かつや副総轄など戦闘を取り仕切る役割が与えられ、自然、要よう求きゆうされることも多くなる。一般に階位は戦闘能力と統制能力、双そう方ほうを加か味みした上で決まる、ということだった。

「第五階位のうちから戦闘の役に立つようなやつはいないよ」

　ウィムは短く刈った髪の毛を弄いじりながら、微び笑しようを浮かべてルナを見る。

「実じつ際さい、君がどうあろうが、組織的にはまだ何も任まかせられないんだ。勿もち論ろん階位が上がれば上がるほど、大事な仕事が任せられるようになるけど」

　まぁ君は稀き存ぞん種しゆだから階位が上がるのも早いよ、とウィムは付け加えた。その言葉には皮ひ肉にくも何も感じられない。だから心配をすることはない、そう言われた気がした。どこか安心するような感かん覚かくをルナは覚える。

　だけど、それが故ゆえに、気は重くなる。

　その肩書きに込められた期き待たいと羨せん望ぼう。ここに来てからずっと、ルナにのしかかっていた。

　稀き存ぞん種しゆ──。

　前時代の遺い産さん──『過か学がく』によってしか為なし得えないような結けつ果かを引き起こす変へん異いを有し、その変異は交こう雑ざつによる生せい殖しよくを経へてもまったく変わらずに維い持じされる。更さらには異い常じような再さい生せい能力を持ち、物理的原因による身体への瑕か疵しは瞬またたく間まに塞ふさがってしまう。

　およそヒトの範はん疇ちゆうを越えた変異種。それが、稀存種だった。

　そしてそのひとりであるルナには、階位とは別に『特位』と呼ばれる階級が無む条じよう件けんで与えられているらしい。それはつまり実じつ質しつ的てきに、ルナが着ているこの衣い服ふくのことでもある。

　他のウェポンがすべからく地じ味みな青あお鈍にび色いろの上着を羽は織おっているのに対して、ルナの、稀存種のそれは意い匠しようも色も他のウェポンとは違ちがうものだった。ウェポンの象しよう徴ちようとなり筆ひつ頭とうとなるように定さだめられた存そん在ざい。

　ルナはつまり──唯ゆい一いつの変異を持つが故に唯一の存在にならなければならない。

　エデンに来た時から、それは決定されている。

　それなのに──。

　母と、父と同じ道を辿たどってみたくて、ここに来た。

　母親のことは知らない。記き憶おくにない。しかし母は自分と同じ存在『稀存種』で、その力を使いウェポンとして戦っていたという。顔も知らない母が、どんな顔で、どんなふうに、ウェポンとして存在していたのか、そのことに興きよう味みがあった。

　ウェポンである父親のことは知らない。それはルナが生まれる前のことだ。しかし自分が憎にくんでいた、今でも憎んでいる父が、どんな過去を持って、どんな顔で、どんなふうに、ウェポンとして存在していたのか、そのことに執しゆう着ちやくがあった。

　そして──。

　灰色の髪をした少女のことを、ルナは思う。

　その少女と出会わなければ、ルナはここにいなかっただろう。あの時、何も持たずに何かを失って途と方ほうに暮れていたルナに、少女は道を示した。

　だからこそ、ここに来た。

　少女は今、怪け我がで療りよう養よう中ちゆうだというが、いずれは戦列に復ふつ帰きして、やがては一いつ緒しよに戦う日も来る。その時少女は、何の役にも立たない自分を見てどう思うだろう？

　今のままでは、届とどかない。

　かつてここにいたらしい母にも。

　かつてここにいた父にも。

　そして、今ここにいる少女にも。

　ルナは深い息を吐はいた。

　ウィムはそれをじっと、神しん妙みような顔で眺ながめている。

「焦あせることはないよ」

　言葉はそれでも、ルナにとって重く。

　だからこそ、少女を思う。

　二週間前、少年は少女と肩を並ならべて戦った。ウェポンである少女と一いつ緒しよに戦える、そのことは密ひそかな自信にもなっていた──自分はエデンでやっていける、と。

　しかし、現実は夢む想そうを砕くだくに充じゆう分ぶんな程度には残ざん酷こくだ。いつだってそうだった。それは理解していたと思っていた。それなのに。

　ルナは椅い子すに腰こし掛かけたまま、じっと拳こぶしを握にぎり締しめている。

　──足あし踏ぶみをしている暇ひまはないのに。




　　　　４




　怪け我がや病気で療りよう養ようできる期間は限られていて、それは更さらに完かん治ちの見通しが立っていることが前ぜん提ていとなる。完治の見通しが立たなかったり完治までの期間が階位に比して長なが過すぎたりした時、傭よう兵へいたるウェポンは、容よう赦しやなくエデンから切り捨てられる。

　階位が高かったのは、だから結果的に、シオンにとって幸運だった。

　負ふ傷しようするまで第二階位にいた。第二階位は二ヶ月まで療養期間を認められるということだった。シオンは階位自体に興きよう味みも関心も執しゆう着ちやくもなかったが、結果的にはウェポンの管かん理り体制に助けられた形になっている。

　もっとも、その階位も、療養期間──つまりは戦せん闘とうに出ない期間──に応おうじて刻こく々こくと下がる。怪我が治なおりもう一度戦えるようになってからまたすぐに負ふ傷しようするようなことがあれば、間ま違ちがいなくシオンはエデンから放ほう逐ちくされてしまうだろう。シオンはウェポンでいることに興味も関心もなかったが、多少の執着はあった。

　だから気にならない、と言えば嘘うそになる。

　しかし寝しん台だいに寝ね転ころがりながら、シオンは思う。

　こうして治る怪我で寝ているだけ、ましかもしれない、と。

　──あの子は、もう治らない傷を負おってケモノの上に横たわっていた。

　そっと、胸むな元もとに手を遣やる。

　そこには──服の襟えりには──木製の髪かみ留どめがあった。

　血が染しみ込こんだそれは、薄うす汚よごれて奇き怪かいな色をしている。湿しめったような柔やわらかく堅かたい、蛋たん白ぱく質しつと木の感かん触しよくがする。その髪留めの本来の持ち主、シュシュ＝ケイトのことをシオンはよく知らない。よく知ったウェポンなどシオンにはいなかったからそれは当然だったが。

　勿もち論ろん、覚おぼえていることは幾いくつかある。知っていることも幾つかある。

　自分を慕したっていたらしいということ。

　まだ幼おさなさの残る年齢だったということ。

　その割に大人びた声をしていたということ。

　ただしそれらにもう、意味はない。彼女は、死んだ。

　死人に対する感かん傷しようなどに意味はない。死人は喜ばない。怒おこらない。哀かなしまない。楽しまない。泣かない。笑わない。憎にくまない。愛さない。疎うとまない。親しまない。喋しやべらない。そして黙だまらない。だから死人に対して喜んでも怒っても哀しんでも楽しんでも泣いても笑っても憎んでも愛しても喋っても黙っても、その感情はどこにも行かないが故ゆえに意味はなく、自分の中にだけ延えん々えんと蓄ちく積せきされていく。

　仮にそこから何かが生まれても──そしてその『何か』がどんな方向に進もうとも──結けつ局きよくそれは高こう貴きなものでも何でもなく、寧むしろ一種の低てい俗ぞくな侮ぶ辱じよくでしかない。

　自分に対しての、そして死者に対しての。

　シオンはそう考えている。

　でも。

　シオンは、だからこそ、侮辱を選ぶ。

　結局のところ、忘ぼう却きやくしてしまうのが一番いい方法ではあるのだろう。忘却を以もつて死者は完全に死者になるのだから。しかし忘却してしまうのは、時として堪たえ難がたい。だったら消しよう滅めつよりは貶おとしめてしまえばいい。そうすれば少なくとも、何かを生み出すことはできるかもしれない。

　どちらにしても、死者は文もん句くを言わないのだから。

　そう思い、髪かみ留どめは貰もらうことにした。それを持っていなければならない気がしていた。少女の身体に、少女だった身体に、死体に左腕を突き立てたその時から。いや、おそらく少女が──シュシュ＝ケイトが──シオンに憧あこがれの視し線せんで話し掛けてきたあの時から。

　感かん慨がいはない。感傷もない。ただ罪ざい悪あく感かんが少しだけある。

　だけどそれにもおそらく、意味などないのだろう。

　復ふつ帰きは一週間後以い降こうになる。怪け我がが治なおったらこの髪留めを捨てよう、そう思う。

　──あとは行動すればいい。

　自分のために。自分の目的のために。

　髪留めに触ふれた指に、罪悪感と共に苛いら立だたしさが残る。あとは静せい寂じやく。医い療りよう員いんは部へ屋やを出ているらしい。ウェポン管かん理り部ぶに所しよ属ぞくしているひとりの女性──レイン＝リィンを除のぞいては面めん会かいに来る者などいない。そのレインも日に一度しか来ず、時刻も決まっている。そしてもう今日のその時間は終わり、シオンはただ、ひとり──今は考えることが多くなる時間だった。

　と。

　病室の扉とびらの開くかん高い気け配はいと共に、足音がした。

「入るわよ」そして、聞きき慣なれない女の声。

　シオンは返事をしなかった。それでも足音は近付いて、カーテンの向こうに人ひと影かげが映る。

「『灰はい被かぶり魔ま女じよ』、話があるの」

　カーテンを開けないまま、女の声は言葉を発する。布越しとはいえ面と向かって渾あだ名なで呼ばれ、シオンは心しん中ちゆうで苦く笑しようした。シオンの前でシオンに向かってその名を呼ぶ者はまったくと言っていいほどいない。

「誰だれですか？」

　だから一いち応おう、聞いた。

「名前を言ってもあんたはどうせあたしのことなんか知らないし、この先覚おぼえもしないくせに」

　皮ひ肉にくげながらも当を得えた発言とともに、カーテンが開く。

　女の姿すがたがシオンの網もう膜まくに映った。

　中ちゆう肉にく中ちゆう背ぜい。髪は赤茶けて、長い。二は十た歳ち前後だろうか。やや大きめの眼め。そして青あお鈍にび色いろの服。右腕は長なが袖そでで左腕が半袖だった。──シオンの、普ふ段だん着ているそれと対たい照しよう的てきに。
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「ほら、あたしのこと知ってる？」

「いいえ」シオンは仰あお向むけのまま、視し線せんだけで否定した。

「だから言ったじゃない」女は快かい活かつに笑う。

「──何の用？」シオンはしかし警けい戒かいしたまま質問する。

「怪け我がの調ちよう子しはどう？」女はそれを質問で返す。

「──何の用ですか？」シオンは再さい度ど、同じ質問をした。

「全ぜん治ち三週間、って話よね。死にはしないけどなかなか治なおらない、ってやつ。大変ね。まぁ第二階位のあなたはその程度じゃ罷ひ免めんされはしないでしょうけど。あ、今は第四階位だっけ？　どっちにしても怪我なんてするもんじゃないわね。階位は下がるわ痛いたいわで碌ろくなもんじゃない」

　しかし回答は帰ってこない。その代わりと言わんばかりにべらべらとよく喋しやべる。シオンは三度めの質問を諦あきらめて女の話すに任まかせることにした。

「階位が下がって残念？」

　……不ふ意いに、女は質問をする。

「いいえ」

「え？　本当に？」

「特に興きよう味みないわ」

「……へぇ」興味深そうに女は肩すくを竦すくめ、「それはびっくり」

　す、と寝しん台だいの傍かたわらに座る。挑ちよう戦せん的てきな態たい度どながら、視線はそうでもない。

　シオンはそこでようやく、女の顔を見たことがあることに気付いた。

　思い出した、と言った方が正しいのかもしれないが。

「第三階位、セール＝ルウジュよ」

　名前は──名前も、聞いたことがある。

「『下』の出身」

　それはシオンにとって何の意味もない情じよう報ほうだった。

「知らなかったでしょうね？」

「ええ」だから、首しゆ肯こうする。

　女──セールはまた肩を竦すくめ、

「じゃあ、シュシュ＝ケイトは覚おぼえてる？」

　快かい活かつな笑え顔がおから一いつ転てん、表情を変えた。

　シオンの眉まゆ根ねが意い識しきせずにほんの少し、強こわ張ばった。

「……覚えてるわ」

　シオンは、ややあって、答える。

「そう。よかった」

　寝しん台だいの傍そばに置かれた、面会用の小さな粗そ末まつな造りの椅い子すに腰こし掛かけ、わざわざシオンと目線の高さを近付けながら、セールは笑う。

「覚えてない、なんて言ったら、あたし、あんたを殺さなくちゃいけないところだった」

　その笑顔は、さっきまでとは明らかに違ちがう。シオンの表情も気け配はいもすべてを無む視しした笑顔。

「あの子ね」そして。

「あの子、あたしにとっちゃあ妹みたいなもんだった。同じ場所の出身でしょ？　『下』にいた頃ころはお互たがい面めん識しきもなかったけど、でもこっちに来てからは仲よくなってね。あたしは『下』の元娼しよう婦ふで、あの子の姉さんも同じで、だからあたしも何かと気になってたし、あの子もあたしに懐なついてくれてたのよ」

　さっきまでと同じく喋しやべり続つづける。しかし。

「だからね」一いつ瞬しゆん、言葉が途と切ぎれ、

「だから……」セール＝ルウジュは、俯うつむく。

　シオンはその様よう子すを眼めだけで追っていた。

「だからあんたに聞きたい。聞かなきゃいけない」顔を上げた。

　表情が険けわしくなっている。

「経けい緯いは知ってる……あの子にケモノの卵が埋うめられちゃったこと。それが孵ふ化かしたのが二週間前の第一種非ひ常じよう事じ態たいの時。あんたはそのケモノと戦った。この前入った新入りの子と一いつ緒しよに。そしてケモノを倒たおした。あんたも……仇かたき、とってくれたことに、なるのかしらね？」

「ならない」シオンは即そく答とうする。そうとしか、言えなかった。

「……でもね」対するセールはシオンの返答を無む視しし、はっきりと、シオンを睨にらみ、

「あんた、あの子を助けられたんじゃないの!?」

　突とつ然ぜん、激げつ昂こうした。

　半ば叫びながら、シオンの寝ている寝しん台だいを拳こぶしで叩たたく。溜ためていた怒いかりを一気に吐き出すように、事実その通りに、シオンに怒りの視し線せんを向ける。

「あんた……あの子にケモノの卵が産うみつけられた時の戦せん闘とうで副ふく総そう轄かつやってた、違ちがう!?」

「……いいえ」

「副総轄、ってのは何のためにいるの？　戦闘の作戦立りつ案あん並ならびに総そう指し揮きが総轄の役やく務む。それなら副総轄の仕事は何？」

　副総轄の役目──それは、

「戦闘時における総轄の役務支し援えん。そして各戦闘員への配慮よ！」シオンが言う前に、セールは早口で自分の質問に答え、「あんたはいつもそう！　あの時でもそうだったんでしょ！　勝手にケモノの群むれの中に飛び込んで好すき勝かつ手て暴あばれ回まわる。確かにあんたは凄すごいよ。強い。力だけで言えば第一階位の奴やつもかなわない。だけど副総轄って仕事を与えられて、それで戦闘員の様よう子すさえ考こう慮りよせず、自分の好きな時に好きなように好きにケモノを殺して殺して殺しまくって！　敵てきのことも味み方かたのことも作戦のことも無視して暴れて暴れて暴れまくって！　それで何が副総轄よ！」息を荒あらげる。

「……あんたが！　あんたがちゃんと仕事をしていれば、あの子はケモノに卵を産みつけられなかった！　いいえそれだけじゃないわあんたが！　あんたがあの子を戦闘後ここへ……医い務む室しつへ連れていってればあの子は助かったかもしれない！」

　まるで、シオンを殺すように。

　シオンは一いつ瞬しゆんだけ眼めを伏ふせて──思った。

　──そうか。

　つまり彼女は──セール＝ルウジュは──責せめに来た、のだ。シュシュ＝ケイトの命の責任をシオンに求めて、来た。そうして悲しみ哀かなしみ更さらに憾うらみ怨うらみ恨うらみをシオンにぶつけ。

　セール＝ルウジュは、無む言ごんでシオンの回答を待っている。

　だから。

　シオンは、答えた。

「そうね」

　セールの表情が変わる。──呆あつ気けにとられたように。

「…………『そうね』だって？」

「間ま違ちがってはいないわ」

「……なに……何なのその言いい種ぐさは」セールは見る間まに顔を紅こう潮ちようさせ、怒ど鳴なった。

「あんた……何なの!?　自じ覚かくしてるの？　あたしはね、悔くやんでるの。あの子が死んで、あたしはそれを全然知らなくて、結けつ局きよく何もできなくて！」

　シオンは何も言わない。セールは唇くちびるを戦慄わななかせる。

「……今のでわかったわ。あたしは何もできなかった。でも、あんたは何もしなかった──何も、しなかった！　そうでしょう？　副ふく総そう轄かつの仕事も、あの子を思おもい遣やることも！

　確かにあんたは強いよ。だけどね。あたしはそれを認めないよ！　誰だれも守れない、誰かのために何もできない、あの子ひとり守れない、そんなものをあたしは強さとは言わない！」

　そこまで捲まくし立たててから言葉を切り、じっとシオンを睨にらんでいる。

　さっきまでは僅わずかに混まざっていた哀しみが、完全に怒いかりで染そまったまま、

「……あんたよ」

　やがてセールは、沈ちん黙もくの中で呟つぶやいた。




「シュシュを殺したのは、あんた」




　シオンは、痛いたみを伴ともなって突つき刺ささる視し線せんを無む視しして、眼を閉じた。

　感情が、あった。

　沢たく山さんの感情。

　副総轄の役やく務む。

　誰かを守る？

　誰かに守られなければならないような存そん在ざいが、何な故ぜケモノと戦える？

　シュシュ＝ケイトは言った。

　──私もいつか、シオンさんみたいに強くなりたいと思ってます。

　守る？　誰だれかのために？

　シュシュ＝ケイトはそれを望んでいたのかどうか。

『あたしは何もできなかった』

『あんたは何もしなかった』

　そのことの違ちがいは何だろう。

　そのことの違いは、意い志し。

　それを為なす意志があったかどうか。

　だけど、それは──。

　意志というのは、何かを為した時にのみ、意志となる。

　思うだけで何もしないのは──『できなかった』と言うだけでは、

　それは意志ではない。意思だ。

　でも。

　そんな考えはすべて、言いい訳わけに過すぎない。

　やろうという意思があればそれは確かに意志となり行動となり──。

　要するに、そういうことなのだろう。

　シオンは、眼めを開く。

　結けつ局きよく──口にしたのはただ一言だけ、だった。




「そうよ」

　決まっている。

　そんなことは目の前のこの女に言われなくてもわかっていた。

　あの時、シオンは突き立てた。

　左腕を、突き立てたのだ。

「シュシュ＝ケイトは私が殺した」

　──シュシュ＝ケイトの、止まった心臓に。

　確かにシオンの行動如何いかんによっては、あんなことにはならなかったのかもしれない。いや、おそらくならなかったのだろう。だけど、だからこそ、ケモノに殺された、そう思うくらいなら自分が殺した、そう思った方が──。

　自分の力となる。

　強い。強さ。『そんなものを強さとは言わない』？　では『強さ』とは何だ？　シオンも自じ覚かくしている。それは──強さ、とは決して、暴ぼう力りよくの程度を示す基き準じゆんではない。

　強さ、というのはつまり、あらゆる意味で何ものにも負けない、ということだ。

　そして──。




　セール＝ルウジュは絶ぜつ句くしている。

　シオンは腹ふく部ぶに力を入れた。

　疼とう痛つうが激げき痛つうに変わる。それにも構かまわずに、半身を起こす。

　椅い子すに座ったセールと、目線の高さを合わせ、

　鋭するどい双そう眸ぼうに刃物の視し線せんを宿らせながら、

　もう一度、言う。

「あの子は私が殺した」

　もう一度。

「私が、殺したの」
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「ゆっくり休むことだ。それが君には必ひつ要ようだよ」

　ウィム＝クラウトにそう言われたが、落ち着かない。自分の部へ屋やに横たわって寝ていても、思し考こうだけが拡かく散さんしてやりきれなくなる。それに眠ってもまた夢を見るに違ちがいない。

　ルナはだから講こう義ぎが終わるとすぐに、第三区画へと足を運んだ。

　第三区く画かく──訓くん練れん区く、と呼ばれる。

　そこにはウェポンたちの訓練用に、捕ほ獲かくされたケモノが飼かわれており、戦うための部屋が用意されている。好きな時間に好きなように、好きにケモノを殺せる場所だった。

　充じゆう分ぶんに飛とび跳はねることができる広さの、立方体の空間。床にはケモノの血と肉を捨てるための排はい水すい溝こう。天てん井じようにはケモノの血と肉を洗い流すための水道口。一方の壁かべには扉とびらと監かん視し用ようの窓があり、残る三方の壁にはケモノを部屋に放はなつための細長い長方形の穴がある。

　監視員に訓練の旨むねを告つげ、ルナは中に入る。

　金きん属ぞく臭しゆうに血の香かおりが微かすか入いり混まじった空気がそこにある。その匂においは、ルナがかつて住んでいたスラムによく似ていた。

「出入り口を施せ錠じようします」

　監視員の声が部屋に流れる。どういう原げん理りか知らないが、部屋の外の声は妙みように大きな音量で部屋の中に響ひびく。

「了りよう解かい」ルナは短く、小さく答えた。

　その声もまた、別の場所にある監視室に届とどいているのだろうか。

「ケモノ排はい出しゆつします。中型一体」

「了解」

　ルナの立った前方の壁かべ、床近くに設せつ置ちされた、横に細長い穴が音もなく開いた。

　そこからゆっくりと這はい出でてくるのは鷲わしの頭を持った蟻あり。大きさはルナよりもひと回り小さい程度。

　ケモノはふしゅうううう、と鳴ないた。だからゆっくりと深呼吸をする。

　ルナは右みぎ掌てのひらに、変へん異いを浮かべた。

　それは小さな球形。蒼あおに黒い影かげをまぶしたような、空に浮かぶ月に似たような。

　月──それは『凶まが玉たま』という名前らしい。

　月によく似た、球形。

　故ゆえに第四稀き存ぞん種しゆ──ルナは『月』と、そう呼ばれる。この力を持っているが故に名付けられた呼こ称しよう。体内で有ゆう機き物ぶつを腐ふ敗はいさせる瘴しよう気きを生せい成せいし、それを結けつ晶しよう化かして体外に発はつ現げんさせる力。

　ケモノが飛び掛かる。僅わずかに身を捩よじって躱かわし、すれ違ちがいざまに掌でケモノの頭を殴なぐる。

　衝しよう撃げきで月は破は裂れつする。途と端たんに高こう濃のう度どの瘴気がケモノとルナの間に立たち籠こめる。

　鷲の頭が腐くさって溶とけた。

　どう、と地面に倒たおれ込こむ音。

「次」こともなげに呟つぶやく。

「小型二体」

　今度は左右の壁から、蝶ちようと芋いも虫むしと甲かぶと虫むしをごちゃ混まぜにしたようなやつと、魚と馬をかけ合わせたようなやつ。どちらもさっきのケモノより小さい。

　別々に飛び掛かってくるそいつらに対たい峙じする。片方を蹴けり飛とばし、そのまま身を翻ひるがえしてもう一方を掴つかむ。ぐぢい、と厭いやな感かん触しよくがして肉の堅かたさが液えき体たいの柔やわらかさに変わった。放り出し、蹴り飛ばしたもう一方のケモノが起き上がる前に飛び掛かり、もたげた首を押さえ込むようにまた凶玉を宿した手を押し付ける。

　血と金きん属ぞくの匂においよりも、腐ふ臭しゆうが酷ひどくなる。

「次」

「中型二体」

　ルナの声に応おうじて、淡たん々たんと返される制せい御ぎよ室しつの声。

　そしてそれに呼こ応おうして現れる、異い形ぎようで異い様ような生物たち。

　殺されるためだけに飼かわれたケモノ。

　殺すためだけに動くルナ。

　ケモノの牙きばや爪つめや尻尾しつぽを躱かわし或あるいは瘴気を纏まとった掌で受け止め走り跳はね飛とび回まわりながら、ただの映えい像ぞうだけがルナの眼めに映る。

　ケモノ。そして壁かべ。天てん井じよう。窓。扉とびら。

「……次」

「中型三体」

　スラムでもそうだった。

　動いている間は何も考えずに済すむ。

　殺意に身を任まかせている間は、余よ計けいなことを考えずに済む。

　そしてここでは──訓くん練れん区くでは、命令されなくて済む。

　後こう方ほう支し援えんだとか、哨しよう戒かいだとか、相そう互ご援えん助じよだとか、そんな命令を受けないでいいから楽だった。無む秩ちつ序じよにやってくるケモノたちを集落に侵しん入にゆうさせないように戦う必ひつ要ようもないし、ましてや他の誰だれかと近きん接せつ戦せん闘とうすることで瘴しよう気きの発はつ散さんに気を遣つかう必ひつ要ようもない。

「……次！」

「中型二体」

　淡たん々たんと黙もく々もくと続けられる。

　延えん々えんと煌こう々こうとケモノは現れる。

　──いつもこうなら楽なのに。そうルナは思う。

　ひとりで。たったひとりで。

　誰にも邪じや魔まされることなく、誰にも命令されることなく。

「次っ!!」

「小型六体」

　だけど──。

　ルナは心のどこかで、微かすかに感じていた。

　小さな虫たちを捻ひねり潰つぶして得えられるものが、果はたしてどれだけ自分を満たすのか。

　これだって、ウィムにひねた態たい度どで接せつしているのと同じ、ただの八つ当たりと同じだ。

　戦いながら、母のことを思った。

　母はどんなふうに戦っていたのだろう。ルナと同じ力を持っていたという母は、自分と同じ命令を受けて、どう上う手まくやっていたのだろう。そのことを思うと、いつだって悔くやしくなる。

　そうして、父のことを思った。

　父はどんなふうに戦っていたのだろう。もう死んだ父親は、ルナの知っている父親は、誰も寄せつけないような鋭するどい眼めをして、息子であるルナさえも威い圧あつしているように見えていた。そんな父も、たとえば他の誰かと一いつ緒しよに協力して戦うことがあったのだろうか。

「次……」

「中型四体」

　それから、シオン＝エシュ。

　彼女はどんなふうに戦うのだろう。話だけは他のウェポンから聞いていた。シオン＝エシュ──『灰はい被かぶり魔ま女じよ』は、命令も何もかもを無む視しして誰よりも先にケモノの群むれに飛び込み、誰よりも激しく動き戦い、誰よりも多くケモノを殺す、という。それこそ命令違い反はんなど問題にならないくらいに。

　もし、それが本当だとしたら。

　きっと今の自分は、それについてはいけないだろう。邪じや魔まにしかならないに違ちがいない。

　いや、二週間前だってシオン＝エシュは言ったのだ。

　あなたを庇かばいながら戦う気はない、と。

　だから。

　それならば、今の自分は──。

「……次は？」

　と。

「え？」

　そこまで思し考こうを巡めぐらせて、ルナはいつの間まにか自分が立ち止まっていることに気付く。

「終了するのなら終了、と」監かん視し員いんの声が無む機き質しつに響ひびいた。

　脇わきには累るい々るいと、腐ふ蝕しよくを重ねたケモノの死体。

　そうしてそこで、戦っていてもなお余よ計けいな思考を巡らせてしまっている自分に、気付いた。

　──駄だ目めじゃないか。

　僅わずかに荒あれた呼吸を整ととのえながら、ルナは片手を挙あげる。
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　捨すて台詞ぜりふは、小さかった。

　しかしシオンにとってその言葉は、現実味がなく同時に致ち命めい的てきだった。

「あんたを許ゆるさないからね」

　セール＝ルウジュは、少しの間絶ぜつ句くした後、表情を失った顔に僅かな嘲あざけりとそれ以上の憎にくしみを込めて、そう吐き捨てた。

　言葉自体に現実味はない。許さないからどうなのか、許さなかったらどうするのか、それを具ぐ体たい的てきに言わないということは、少なくともセールは、シオンに対して直接の危き害がいを加えない、そう宣せん言げんしたのも同じだろう──今のところは、だが。

　だけど、選んだ言葉が、よりによって。

「……『ゆるさない』……？」

　シオンは、セール＝ルウジュのいなくなった虚こ空くうに向かって、鸚鵡おうむ返がえしに呟つぶやく。

　他人のために感情を動かすことをやめてしまってから久しい。感かん覚かくでは理解できる。だけど感情では、理解できない。

　昔は、あった。

　紛まぎれもなく『他人のために』と意い識しきして感情を動かしたことがあった。しかし、それは多た分ぶん、ずっと幼い頃ころだったような気がする。今ではもう思い出せない。

　いつしか、意識してそういう考えを持つのをやめてしまったからだった。

　その感情は本当に誰だれかのためのものなのか、それとも本当は自分のためのものなのか。『誰かのため』という上うわっ面つらを乗せて誤ご魔ま化かした自分のためのものなのではないか。そういう疑問を持つ時は、決まって暴ぼう力りよくを振るう時だったから、そのことを考える時、いつも頭が痛いたくなった。いつかを境さかいに──それがいつなのかは忘わすれてしまったけれど──シオンは、考えるのをやめた。

　多分──セール＝ルウジュは、そんなことを考えてはない。素す直なおに、何の疑いも持たず、シュシュ＝ケイトのために、怒おこっている。それは思い込みなのかもしれない。しかし純じゆん粋すいであることには変わりない。死者を侮ぶ辱じよくすることではある。しかし紛れもなく、誇ほこれることでもあるだろう──。

　そのことが醜みにくいとか、美しいとか、そういう問題でもない。それはただ、シオンにはなくてセールにはあることだ。同時にシオンにはあってセールにはないことだ。

　それだけ、だ。

　しかし、それでも。

　シオンは心しん中ちゆうでほぞを咬かむ。

　空むなしくはない。悲しくもない。嬉うれしくもない。どうでもいい。それについて考えはしても、さして興きよう味みはない。どうせ頭が痛くなるだけだ。だから、セール＝ルウジュが一いつ体たい誰のためにあんな言葉を口にしたのか、その動どう機きと目的はどうだっていいし、そもそも他人の感情に興味などない。

　問題は──。

『あんたを許ゆるさないからね』

　その言葉が耳について離はなれなかった。苛いら立だたしかった。一いつ瞬しゆんだが、セール＝ルウジュに対して、殺意さえ湧わいた。

　声こわ色いろが重なる。さっき聞いたセールの、少し低い声と、昔聞いた、細くて緩ゆるやかな声。

　自分はあの頃のままだ。

　まだ、何も変わってはいない。

　そして──。

　周まわりも、まだ、何も、変わらないのだろう。

　シオンは無む性しように、今すぐに外に出て片かた端はしからケモノを殴なぐり削けずり潰つぶし引ひき裂さいて殺し殺し殺し殺し尽つくしたい衝しよう動どうに駆かられる。

　また腹部が痛む。

　冷れい静せいと激げき情じようの間で唇くちびるが震ふるえる。

『あんたを許ゆるさないからね』──。

　それはかつてシオン＝エシュの母親が最後に口にした言葉と、一いち言ごん一いつ句く、同じだった。
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　ルナ＝イルに次の出動命令が下おりたのは、その翌よく日じつだった。

　場所はバベル南西およそ八キロ地点にある雑ざつ居きよ区く域いき。

　いつもと変わらない、いつもと同じ、

　上う手まくいかないことがわかりきった、出動。
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　所しよ詮せん、戦せん闘とう訓くん練れんで戦うケモノは、エデンが捕ほ獲かく或あるいは養よう殖しよくした小型のもので、従したがって管かん理りできる程度の強さしか持たない。実じつ際さいの戦闘で役に立つことなど殆ほとんどないことは自じ明めいだった。

　それに、ルナが連日のように行っている『訓練』は──単に逃とう避ひでしか、ない。

　廊ろう下かを歩きながら、すれ違ちがうたびに向けられる視し線せんを感じる。

　或いは同情。

　或いは軽けい蔑べつ。

　或いは叱しつ咤た。

　或いは期き待たい。

　次こそは、と思う者もいれば、次もか、と思う者もいる。次くらいは、と思う者もいれば、次なら、と思う者もいる。

　言葉をかけてくる者はいない。顔を見たことのない者も、顔は見たことのある者も、何度か話をしたことがある者も、そして名前を知っている者も。

　この二週間で、ルナに話し掛けてくる者は殆どいなくなっていた。

　心しん中ちゆうに、既き視し感かんがあった。

　──まるでスラムの通りを歩いている時のような感かん覚かく。

　廊下で出会うごとに視線を向けられ、食事に行けばその場にいた全員がルナを見る。

　それは何も変わらない。自分自身が異い分ぶん子しだということを強制的に理解させられるような感覚。周しゆう囲いとの齟そ齬ご。視線の痛いたみ。

　だからルナは苛いら立だたしげに廊下を歩く。時とき折おりすれ違ちがうウェポンがルナを見て、口々に何ごとかを話しているが、そんなものは知ったことではない。笑えみを浮かべる彼らを殺してやろうかとすら思う。

　本当は、ルナにだってわかっていた。

　スラムと同じ視し線せんを向けられる、それは、エデンとスラムとが同じだという意味ではない。

　それは要するに──ルナ自身がここに来ても、何も変わっていないということだ。

　出発は一五時の予定で、それが憂ゆう鬱うつだった。

　現在は一四時。十五分前には待たい機き完かん了りようしていなければならないから、残る時間は四十五分。

　自然、足が早まる。

　緩ゆるやかに彎わん曲きよくする金きん属ぞくの廊ろう下かを進み、赤色の扉とびらを目指す。方向は正しい。聞くところによれば赤色の扉はたったひとつしかなく、間ま違ちがいようもないだろう。

　プレートに記き載さいされた文字は読めなかったが、辿たどり着つく先のそこにある文字は『第二医い務む室しつ』という意味を持っているはずだった。

　軽い怪け我がの応おう急きゆう措そ置ち、そして負ふ傷しよう者しやの静せい養ようのために用意された部へ屋や。

　それはすぐに見つかり、部屋の前に立つ。

　扉の横に備そなえ付つけられたスイッチに手を触ふれる。

　細く、高い、きぃん、という音と共に扉は静かに、素す早ばやく、開く。

「入る」短く中に告つげ、足を踏ふみ入いれた。

　部屋は奇き妙みような匂においがした。

　鼻に刺ささるような、しかし僅わずかな刺し激げき臭しゆう。何の匂いかはわからない。不ふ可か解かいで微かすかに不ふ愉ゆ快かいだが、かといってそれほど不ふ快かいでもない。

　そして、やや広い空間。ルナの部屋のざっと二倍程度だろうか。天てん井じようにある発はつ光こう金属から注そそがれる光は白っぽく柔やわらかかった。部屋の壁かべの一面には高い棚たなが貼はり付ついており、そこには何やら小さな容よう器きが幾いくつも並ならべられている。反対側のもう一面は複雑で煩はん雑ざつにしか見えない形けい状じようをした金属の塊かたまり──機械群。その奥は白い布で仕切られており、微かな影かげしか見えない。

「あら、何の用ですか？」

　布の向こうから声がした。ぱたぱたと足音をたて、カーテンが僅かに開く。清せい潔けつそうな白い服を着た中年の女がそこから姿すがたを現す。

　そして、ルナを見て一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくする。

「怪我でもしたの？」と口にして直後、慌あわてた様よう子すになる。

「あ、いや、そんなことはないはずですよね……すいません。もしかして体調がすぐれませんか？　それならここでなく研究部に行ってもらった方が……」

　中年の女はやけに慌てた様子でルナの顔色を伺うかがうように話す。それとも、緊きん張ちようしているのか。無む理りもないだろう。怪我人を寝かせておく部屋に稀き存ぞん種しゆが来るはずがない。

　──何しろ、治ち療りようする前に治なおってしまうのだから。

　おそらくそれも、稀存種を特別視する理由のひとつではあるのだろう。

　それは尋じん常じようなことではない。怪我があっという間まに塞ふさがってしまう。千ち切ぎれた手足でさえ、元通り繋つながるのだ。

　あたふたする医い療りよう班はんの女に、しかしルナは何だか笑われているような気がしてしまう。

　だから無表情を装よそおう。

「面会」

「え？　面会？　でもここには……」

「シオン＝エシュに。いるんだろう？」

「え？　あの子に？」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる女。ルナは構かまわず黙だまって頷うなずく。

　ここに来て二週間。ルナは何となく承しよう知ちしていた。

　シオン＝エシュは、他のウェポンの殆ほとんどに、快こころよく思われてはいない、ということを。『灰はい被かぶり魔ま女じよ』なんていうあまり有あり難がたくもない渾あだ名なまで与えられているのが、その証しよう拠こだ。

　命令を無む視しして戦うウェポンに対する感情としては確かに自然だが──気分は悪い。

「面会できるのか？　できないのか？」口く調ちようが自然、険けわしくなる。

　医療員はひ、と微かすかに声をあげ、それからぶんぶんと首を縦たてに振った。

「できますできます」かん高い声で言う。

　ルナは溜ため息いきを吐つく。そうして構わず、カーテンの奥に向かって歩き始める。

　カーテンを潜くぐった先はルナの部屋の三倍程度。そこに寝しん台だいが五つ隣りん接せつして並ならべられていた。目で確認する。一番手前のひとつに人が寝ている。他に負ふ傷しよう者しやはいないようだった。

「シオン？」近付きながら声をかけた。寝台に寝ていた人物はそれに反はん応のうしてこちらに顔を向ける──灰色の髪。灰色の目。二週間ぶりだったが、間ま違ちがいなかった。

「シオン」

　出動前に一度会っておきたい。何な故ぜかそう思った。だから、ここに来た。

「……ルナ」

　シオンは驚おどろいたような何でもないような、そんな瞳ひとみで、嬉うれしいのか嬉しくないのかわからないそんな声で、ルナの名を、呼んだ。
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　シオンの寝た寝台の傍かたわらに置かれた椅い子すに座り、怖おず怖おずと口を開いた。

「ここに来るのは初めてだけど……」

「そうね」シオンは短く返事をする。

　誰だれかと話をしたかった。しかしかつてスラムにいた時からの知り合いなど誰もいない。すべて、スラムに置いてきた。だからエデンに来る前からの知り合い──無む理りにでもそう呼べるのは、シオンひとりだった。

　何せ、シオン＝エシュは、ルナが初めて自分の名前を名乗った相手だったのだから。

　しかし。

　いざ来てみると、言葉に詰つまっている自分がいる。

　何を話せばいいのかわからなかった。ここに来たかったし、シオンと話をしたいと思っている。だけど言葉が、出て来ない。

「その……特に用があった訳わけじゃないんだけど……」

　シオンから視し線せんを逸そらしながら、俯うつむいて床を眺ながめながら、ルナは言葉を探さがす。

　シオンに対しては、色んな感情を持っている。

　初めて自分の名前を教えた相手。意い志しというものを示してくれた存そん在ざい。そして何より二週間前、シオンと一いつ緒しよに戦った経けい験けんは、ルナがエデンに行くことを決意した直接の切きっ掛かけだ。

　だけど、だからこそ。

　ルナは口を開きかけては閉じ、閉じかけてはまた開く。言葉は、声は、出てこない。

　シオンと会ったのは二週間ぶりで、そもそも二週間前だって──言葉を交かわした記き憶おくは殆ほとんどない。世せ間けん話ばなしをするにも気き兼がねするし、じゃあ世間話以外の話なんて、戦場でもなければできる訳がない。

　助けを求めるように、ルナは顔を上げる。

　シオンに表情はなかった。

　その顔は笑ってもいない。怒おこってもいない。苦しんでもいない。楽しんでもいない。ルナの言葉など聞いていない、というように視線だけをこちらに向けていた。──いや、視線さえもこちらを見ているのかどうか──半ばルナから視線を逸らしているかのように、シオンの目はルナと医い務む室しつの天てん井じようと、その中間辺あたりを見ているようだった。

「あ……」ますます困こん惑わくした。

　しかしシオンは動かない。

「その……」

「用件は？」

「え？」

「……用件は？」

　──用件？

「あ……ええと、何だっけ」

　ルナは一いつ瞬しゆんだけ必ひつ死しで言葉を探し、

「怪け我が……そうだ、怪我の調ちよう子しは？」取って付けたようなことを言ってしまう。

「──特には」故ゆえに、返事は短い。

「……いつ、治なおるって？」それでも、その話題を切っ掛けにしようかと試こころみるが、

「一週間」会話になどならない。

「ああ……じゃあ、治ったらまた戦せん闘とうに？」こんな会話をしても仕し様ようがない。それなのに。

「ええ」

　ルナは気まずくなって、眼めを伏ふせる。

　シオンは動かない。

「階位、下がったって聞いた……けど」

「ええ」

「下がったりすると、その、何か待たい遇ぐうに変化があるとかって……聞いたけど」

「興きよう味みないわ」

「でも……やっぱり色々と不ふ都つ合ごうなことがあるんじゃないか……な」

「興味ないわ」

　そこで、ルナは気付く。

　何を話し掛けても、どんなに必ひつ死しで言葉を探さがし話題を振っても、一言の返事しか帰ってこない。ルナが話し掛けるのをやめれば、途と端たんに沈ちん黙もくが流れるだろう。カーテンの向こうで医い療りよう員いんがかたかつと薬品の瓶びんを弄いじっている音が気き味み悪わるく聞こえる。ルナはじっと、シオンを見た。シオンは何も言わない。その空間と時間が痛いたい。視し線せんさえ定さだかではない。

　床を見た。何をしているんだろう、そう思う。言葉が浮かばない。靄もや々もやする。落ち着かない。こんなはずじゃなかったのに──。

「……は？」

「え？」

　不ふ意いに、シオンの声で沈黙が破れた。

「今……何て？」

　少しだけ光こう明みようが射さした気がして、ルナは顔を上げた。

　しかし。

　シオンは表情のないまま、




「用件は？」ただ、言い放った。




「……あ……」

　──用件？　頭が真っ白になる。

　用件とは何だ？　何な故ぜここに来た？

　──満足に戦えもしないのに何故ここに来ている？

　──大した戦せん果かもあげられないのに何故ここに来る？

　まるで、そう問とい詰つめられたかのように、ルナは呆ぼう然ぜんとなり、そして。

　深く溜ため息いきを吐ついた。

　気分が重かった。仕し方かたない。そう思う。そして気付く。

　──どうして彼女に、今の自分が会える？

　──大した業ぎよう績せきも残せていない自分が、どうしてこの少女の前に立てる？

「ああ……そう……か」小さな声でひとりごちながら、ルナは思い知った。

　──今の自分に、この少女と話をする資し格かくなどないのだ、と。

「……いや……いいんだ」

　やっとそれだけを言い、ルナは席を立つ。

　シオンがその様よう子すを眼めで追ったかどうかはわからない──見なかった。見られなかった。

「行く前に一度……会っていけたらと……思っただけだから」

　踵きびすを返しながらも、言いい訳わけがましくシオンに呟つぶやく。情けない、そう思う。

　──今の僕じゃ、駄だ目めだ。

「すまない」挨あい拶さつの代わりに謝しや罪ざいして、ルナは踵きびすを返した。

　カーテンを潜くぐり、医い務む室しつを出る。出発は一五時の予定で、集合時間まであと何分なんだろう。早めに集合していても、構かまいやしない。そう思いながら。

　ルナは、白い病室を後にする。

　背はい後ごで小さく、シオンが「あ……」と小声をあげたのには、気付かないままに。
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　それとほぼ、同時刻。

　バベル、第十三階かい層そう、エデン本部。第十三区く画かく、直ちよつ轄かつ区く、大会議室。

　──そこは、エデンの中ちゆう枢すうだった。

　ウェポンたちも、純じゆん血けつの非ひ戦せん闘とう員いんすら立ち入りを許きよ可かされていない部へ屋や。

　広さは相当なものだったが明かりはそれに比して酷ひどく薄うすく、部屋の中心に据すえられた巨大な円形の卓たくだけが、ぼんやりと闇やみに浮かんでいるかのように見える。

　そこには十三人の人間が、厳げん粛しゆくに、剣けん呑のんに座っている。年齢も性別もばらばらな彼らはしかし、すべからく純血種で、そして──エデンを実質的に動かしている者たちだった。

「……で」そのうちのひとりが口を開く。小さくはあるが毅き然ぜんとした、年ねん輩ぱいの男らしき声。

「使えそうなのかい？」

「現在のところはまったくもって」

「……じゃあうちに預あずけるか？　無む理りにウェポンである必ひつ要ようはないんだから」

「それは少し待って欲しい。成せい果かが出るまでにはまだ時間があるだろう」

「じゃあさぁ、うちが育ててもいいのよ？」どこか酔よっぱらったような色気のある、しかし一方で不ふ快かいな喋しやべり方かたの女が割って入る。

「……黙だまれ。それじゃ約束が違ちがう」

「あら？　そうだった？」

「次に稀き存ぞん種しゆが発見されることがあればウェポン専せん属ぞくで。……そう決めたはずだが」

「うちとしては人材不足なのよねぇ。きっと上う手まく育てられると思うけど？」

「……第二稀存種のように、か？」

「さあ？」不ふ快かいな返事をする女は、薄うす闇やみで暑そうに髪を掻かき上あげる。

「それだって前ぜん任にんの仕事だ。君の手て柄がらじゃない」

「誰だれの手柄とかはどうでもいいのよ。それに、忘わすれた？　私はまさしくその前任から今の地位を認められたんだけど？」

「色目でも使ったんだろうさ」

「あら、色目ってのは立りつ派ぱな洗せん脳のうの一手しゆ段だんよ」

　悪びれるふうもなく、わざとらしく唇くちびるを舐なめる女。

「とにかく我々ウェポン司令部としては、『彼』を譲ゆずる訳わけにはいかない」

「管かん理り部ぶとしても同様だ」

　強く言い放った男に味み方かたするように、その隣となりにいた老人が言葉を続けた。

「『ルナ』の息子……戻って来たのは奇き蹟せきだ。あれはうちが責任を持って『羽う化か』させる」

「それは十五年前に失敗したことの辻つじ褄つま合わせ？　それとも感かん傷しようかしら？」

「貴き様さま……！」

　激げつ昂こうしたように男が立ち上がりかけた。しかし。

「戦せん闘とう局きよくだけで話を進めてもらっては困るわ」冷れい徹てつな声こわ音ね、中年の女がそれを押し止める。

「そちらで結果が出ないのなら、こちらに任まかせてもらっても構かまわないんだよ……人じん為い的てきに稀存種を羽化させる、か。考えただけで楽しそうだわ」そしてくつくつと嗤わらう。

「楽しみだけで進められる訳にはいかないよ、研究部」

　呆あきれたように溜ため息いきを吐ついたのは、まだ幼さの残る子供の声だった。

「稀存種を前面に出していく、というのは言ってみればエデンの本質なんだ。勿もち論ろん彼に育ってもらわないと困るけど……だからといってウェポンであるべきだ、というのに賛成しているのも経営部も同様だよ」

「煩うるさいわね、子供のくせに」

「子供だろうと何だろうと僕はここにいる。そのことを決めたのは本ほん総そう轄かつだ。文もん句くがあるのかい？」幼さの残る声──少年らしき矮わい躯くは大おお袈げ裟さに手を広げ、三つ右みぎ隣どなりの人ひと影かげを見み遣やった。

　その人影はひとりじっと、座ざしたまま動かない。

　研究部部長はその人影と少年──経営部部長の顔を交こう互ごに見遣った後、悔くやしそうに口を噤つぐむ。

「とにかく」また他の誰かが言った。「このまま戦力にもならないようでは困る。力そのものの問題ではない。性格や性質を含ふくめた上での話だ」

「母親は従じゆう順じゆんだったのにねぇ」

「見て来たようなことを言うな」

「はいはい。……でもさ、管かん理り部ぶ部長さん、あんた何か手しゆ段だんはあるの？」

　途と端たん、場が静まった。

　女はその沈ちん黙もくに上じよう気きしたように、ひとりで言葉を続ける。

「確かにね、私はあれの母親を見たことないわ。でもね。……だからこそ、あんたたちの執しゆう着ちやくにも何の興きよう味みはない。一度逃げた小鳥が戻って来たのなら逃げる前より大事にしたいと思う、それは理解できなくもないわ。だけどね。……あのガキに関かかわらず、稀き存ぞん種しゆってのは手て放ばなしちゃいけない存そん在ざいであり、成長させなければいけない存在であり、そして研究しなければいけない存在でしょう？　性格に問題あり、更さらに能のう力りよくも今のところ母親とは比ひ較かくにならないほど低い、よって戦せん闘とうでは足あし手で纏まとい。そんな稀存種はウェポンじゃあない。稀存種に存在以上の価か値ちを持たせるのが、あんたたちの役割なんじゃないの？」

「……手段はある。今回の出動ではそのひとつを試ためす」

　男──ウェポン司令部部長が、饒じよう舌ぜつな女の嫌いや味みを受けて、苦にが々にがしげに呟つぶやいた。

「いずれにせよまだ二週間だ。結論を急ぐ時ではない。まだ五番目も見付かっていないんだ。……目め処どは立っていないのだろう？」それでも、冷れい静せいな態たい度どを崩くずさずに。

「差さし迫せまって急ぐ必ひつ要ようもない。羽う化かはなるほど時間の問題だ。しかしそれは戦闘を続けることによっていずれ必かならず解決する。……ならば問題は性格の矯きよう正せいだけだ。兵器として役に立つようになれば、それでいいのではないのか？」

　何人かが頷うなずく気け配はいがする。

「……とにかく」それを見み計はからって、老人──ウェポン管理部部長が声を一いち段だん低く落とし、話を引ひき継つぐ。

「一度逃げたものを捕つかまえるのは、一度も見付かっていないものを探さがすよりも遥はるかに難むずかしい。……それなのに、それができた。もう一度手に入ったのだ。だから、だからこそ、今度こそ失敗は許ゆるされない。奇き蹟せきは活いかさなければならない。『ルナ』は、もう逃がさない。

　──同じ轍てつを踏ふむ訳わけにいかないことは重じゆう々じゆう承しよう知ちしている」

　ウェポン司令部も、老人に同どう調ちようする。

「今回の戦闘では第二稀存種を同行させる。その次は第一稀存種。……それで駄だ目めなら他の手段を考えればいい。あれは今不安定だ。それを落ち着かせる必要もあるだろう。制せい御ぎよできるかどうかはともかく、制御するためには手段を選ばない。もう少し待って欲しい」

「ま、駄目なようなら仕し方かたないよ。おじさんの進しん退たいも含ふくめて議題に上ることになる」

　少年の皮ひ肉にくに、壮そう年ねんの男は顔を強こわ張ばらせ、

「お前に言われなくても承知している」

　歯は軋ぎしりをしながら、苦くるし紛まぎれに言った。
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　ルナ＝イルの後うしろ姿すがたがカーテンの向こうに消えて白い翳かげりになり、シオンは溜ため息いきを吐ついた。

　──明らかに、失しつ望ぼうした様よう子すだった。

　しかし、シオンにはどうしようもない。正直なところ、ルナと何を話していいのかさえわからなかったからだ。二週間前、同じケモノと一いつ緒しよに戦った、彼とはそれだけ。

　そして、シオンは寝ていて、ルナは出動する。

　自分の傷きずだけが癒いえていない。

　稀き存ぞん種しゆ、という存そん在ざいの特とく異いさを改めて思い知った。

　それはつまり何より強い変へん異いと、負ふ傷しようしてもあっという間まに治なおる恢かい復ふく力りよく。

　その存在は明らかに──ケモノを倒たおす、という一点において──シオンより上に位い置ちしていた。訓くん練れんを殆ほとんど積つんでいないにも関かかわらず、シオンより上手じようずにケモノを殺せているのだろう。

　それが、悔くやしい。

　嫉しつ妬とや羨せん望ぼうとは少し違ちがった。ああなりたい、という欲よく望ぼうではない。ただ自分の力がそうでないことで、自分の力が足りないと思うのが厭いやだった。だから、そんなルナに、自分よりも上位に存在するルナに、何を言っていいのか、何を言えばいいのか、どんな顔をすればいいのかわからなかった。大体において他人と話をするのは苦にが手てで、いつだってシオンは他人と向かい合った時、どんな顔でどんな言葉を発すればいいのかがわからない。生まれたその時から周まわりの世界に拒きよ絶ぜつされてきたシオンは、その術すべを知らなかった。笑っても怒おこっても泣いても恐おそれても憎にくんでも愛しても、周りの反はん応のうは変わらなかった。どんな顔をしても、どんな声をあげても同じだった。拒絶され続けた。

　だから、エデンに来てから──シオンは、こちらの表情で相手が感情を変える、という当たり前であるはずの反応に戸と惑まどう羽は目めになった。三年近く経たつが、未いまだに慣なれない。

　それに。

　自分の感情を相手に吐と露ろすることで何か得とくがあるとも思えない。自分の感情は自分のものだ。自分だけのものだ。だからそれを他人に話しても何が変わる訳わけでもない。

　そういった思いたちが絡からまり溶とけ混まじり合あってシオンを苛いら立だたせ、

　結果、ルナは去った。

　そのことがどうという訳ではなかった。ただ、少し、少しだけ──。

　重く淀よどみ濁にごって硬かたい、何か妙みような感情が胸に残る。

　シオンはだから、ルナが去る直前、小さく声をあげた。

　あ……、と。

　声をあげたことに、自分自身気付いていなかった。

　シオンはまた胸に手を遣やり、シュシュ＝ケイトのものだった髪かみ留どめを撫なでる。
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　それはあらゆる意味で生きていないが故ゆえに、シオンの感情をただ、黙だまって受け止める。

　いつもそうだ。生きている存そん在ざいに、手を伸ばせない。

　シュシュ＝ケイトが生きている時にはできなかった。肩を叩たたき、にこやかに笑えんで、言葉をかけることができなかった。

　──だから、セール＝ルウジュの言ったことを否ひ定ていできなかった。したくなかった。それは自分でも充じゆう分ぶんに理解していたことなのだから。

　考えたくはない。だけど考えてしまう。ひとりでいる時間が長い。自分の身体が正せい常じようなら、今すぐ訓くん練れん区くに行って身体を動かすのに──頭が、痛いたい。

「あら、まだ寝てた？」

「……あ」

　と、そこでようやく、声に気付く。

　レイン＝リィンがいつの間まにか、寝しん台だいの傍かたわらに立っていた。

　シオンは安あん堵どを覚おぼえる。ふと時計を見ると、いつもの時間だった。

「調ちよう子しはどう？」

「……はい」シオンは身体を起こさずに、視し線せんだけをレインに向ける。

　整ととのった顔に冷たい眼めを持ったこの女性は、外がい見けんと真しん逆ぎやくの性格をしている。レインは椅い子すに腰こし掛かけ、普ふ段だんの顔からは想そう像ぞうできない子供じみた、悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべ、シオンを見み遣やった。

「……何か、あった？」

　そんなことを聞く。──何な故ぜ。

　ルナ＝イルに、或あるいはセール＝ルウジュに会ったのだろうか。

「特には」シオンは嘘うそで答える。

「そう」レインは短く呟つぶやく。

「特に何も、ありません」いつだって、誰だれにだって、そう答えている。

「ねえ、シオン」だけど。

　レイン＝リィンには、それが通用しない──。

　シオンは微かすかに驚おどろき、横を向く。

「……はい？」

「これから言うのは、わたしの独ひとり言ごと」

　シオンは無む言ごんのまま、レインの表情を見る。

　レインは、子供のように笑っている。

「人はね。人間を二種類に区別するの」視し線せんを天てん井じように向けながら、言った。

「つまり、自分と、他人。どんな人間だってそう。親だろうが兄弟だろうが恋人だろうが子供だろうが、それは、つまり、他人。自分ではない存そん在ざい」

　シオンはその表情を見て、思う。

　──ああ、やっぱり──。

「いくら他人に感かん情じよう移い入にゆうしたってその人にはなれない。近付こうとしても、近付いても、同一にはなれない。なれたと思ってもそれは錯さつ覚かく。だから、人は自分の中にあるものでしか他人を定てい義ぎできない。自分の中にないもので、他人を理解できない。だからねシオン。

　あなたのそのやり方は、誰にも否ひ定ていできないわ」

「……何を、言っているんです？」シオンの声は緊きん張ちようする。

　通用しないとわかっていても、しらをきってしまう自分に呆あきれながら。

「独り言を言ってるのよ」レインは相変わらず、天井に視線を向けたまま、

「……セールと、会ったわ」付け加える。

　──やっぱり、そうか。

「色々言ってたわよ」

「そうですか」

　聞かれて困るようなことは話していなかった。しかし、それでも。

　シオンは些いささか憮ぶ然ぜんとした口く調ちようになる。

「ま、価か値ち観かんの違ちがいと言ってしまえばそれまでだけど……」

　シオンは答えなかった。

　セール＝ルウジュが何を言い、何を言わなかったのか、それは知らない。大おお方かた、あの女はとんでもない、というような主しゆ旨しの愚ぐ痴ちを、レインに零こぼしたのだろう。

「ごめんなさいね。セールのあれは、悪わる気ぎがあるわけじゃないの」

　レインのその言葉は、シオンの味み方かたをしてくれているようにも聞こえる。

「……はい」だからシオンも無む下げにはできない。実じつ際さいその言葉は、シオンを理解してくれていなければ出てこない。

「でもね」──しかし。

　レインはそっと、シオンを慮おもんぱかるように、寝しん台だいに手を載のせて、

「あなたのやり方は誰だれにも否定できない。だけどね」

　俄にわかに、怒おこったような声を出す。

　眼めは笑っていたが、シオンにはそれがわかる。

　──その程度には、レイン＝リィンという人間を知っている。

　レインの声は厳きびしい。

「私も、否ひ定ていはしない。だけどね」

　怒っている。シオンは身を強こわ張ばらせる。

「だけど、賛成も、しないわ」

　それは──。

　シオンは思わずレインから眼を背そむけた。

　いつだって、そうだった。初めて会った時からそうだ。

　冷たい眼をしているくせに、限りなく優やさしい。そして限りなく優しいくせに、だからこそ。

　時とき折おり、容よう姿し通りに冷れい徹てつだ。

　そしてレイン＝リィンは、シオンの眼を真まつ直すぐに捉とらえ、

　冷たく言いい放はなった。

「いい加減に甘えるのはよしなさい、シオン＝エシュ」
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　バベル第十三階かい層そう、『エデン』本部。第六区く画かく、作戦会議室。

　一四時二五分。

　扉とびらを開いたその先は、だだっ広い空間、だった。

　床と壁かべと天てん井じよう以外は何も見当たらない。入口の扉とびらとは反対側に別の扉がいくつか見えるだけの四角い部へ屋や。発光金きん属ぞくの明かりは青っぽく、眩まぶしいほどに室内を照らす。作戦会議室、という名で呼ばれているそこは、実じつ質しつウェポンが出動前に集合する場所であるから、少なくともウェポン全員──総員で百人程度──が入れる広さを有している。無む機き質しつでいて無感動でそして無ぶ遠えん慮りよな部へ屋やだった。

　ルナ＝イルはその部屋に、足を踏ふみ入いれる。

　中心には青あお鈍にび色いろの服を着た男女が数人。

「お、早いね」

　ルナよりも早く集合していた数人の男女のうちひとりが、扉とびらの開いた気け配はいに振り返り、ルナの姿すがたを認めて声を掛けた。

「ウィム……一いつ緒しよなのか」またか、と言いかけて、慌あわてて口を噤つぐむ。

　ウィムが嫌きらいな訳わけではない。いつもウィムに気を回させる自分が厭いやなだけだ。

　──八つ当たりはもう、やめよう。

「一いち応おう君の教育係を仰おおせつかっているからね。志し願がんさせてもらってるんだよ」

　余よ計けいなお世せ話わだと少しだけ思うが、そんなことを思ってしまう自分にますます腹が立つ。

「さて」

　そんなルナに、ウィムが歩み寄る。

「相変わらず不ふ機き嫌げんそうだけど……まぁ早めに来てくれたことだし、予習しようか」

「ああ……頼たのむ」

　さっきまでウィムと一緒にいたウェポンたちがこっちを見ている。何を思って、何を考えて自分たちを見ているのかはわからない。

　ただ、少しだけ──スラムにいた時と同じように、殺意が湧わいた。

「部隊構こう成せいは？」と、ウィムはルナの思し考こうを止める。

　ルナはウィムに向き合う。助かった、少しだけそう思う。

　──こういうことを考えていた方が、感情は動かない。

「……確か、第三種。総そう勢ぜい十五人」

「そう。じゃ、そこから予よ想そうされるケモノの数は？」

「比ひ較かく的てき多い。混こん戦せんが予想される」

「よし。じゃ、依い頼らいのあった集落は？」

「……『雑ざつ居きよ区く』」

　よしよし、とウィムは首しゆ肯こうする。

「実じつ践せんじゃ役に立たない知ち識しきかもしれない。だけど知っておいても損そんはないよ」

「役に立たないのは僕だろう？」

　役に立たない、という言葉に反はん応のうして、思わず呟つぶやく。ウィムはそんなルナを見み遣やり肩を竦すくめながら、ルナの言葉を無む視しして続けた。

「ま、あんま気き負おう必要もないよ。今回は総そう轄かつが優ゆう秀しゆうだし。君のことだって、或あるいは僕より理解してくれていると思う。……学ぶといい」

「……優秀？」

「ああ」

　怪け訝げんな顔をするルナに向かって、ウィムが補ほ足そくするように、ゆっくりと言った。

「今回の総そう轄かつは……君と同じ、稀き存ぞん種しゆ、だよ」

　ルナの思し考こうが、その単語で突とつ然ぜん、固まる。

「……稀存種？」

「ああ。そうだ」

　──稀存種。

　思い出す。

　エデンに入って、真っ先に紹しよう介かいされた女性。ルナと同じ、稀存種だという女性。第一稀存種『天使』の呼こ称しようをされる、金色の女性。髪も瞳ひとみも眼めが痛いたくなるように鮮あざやかで、スラムで『黒い髪が気き味み悪わるい』と陰かげ口ぐちを叩たたかれていたルナは、この綺き麗れいな人が本当に自分と同じ稀存種なのだろうかと何だか惨みじめな思いをした記き憶おくがある。

　その女性は、ルナの顔を見て、ゆっくりと優ゆう雅がに笑えんで言った。

　──待っていましたよ、ルナさん、と。

　その言葉の意味は理解できなかった。面会の時間は短かったし、その後顔は会わせていない。ただ、不ふ思し議ぎな人だ、と思った。初しよ対たい面めんなのに懐なつかしさを含ふくんだ眼でルナを見ていた。

　そしてルナも、その表情にどこか懐かしさを覚おぼえた。──死んだ姉のような、すべてを許ゆるしてくれそうな笑え顔がお。

「稀存種……確か、フィオナ……レスファ、とかって」その名を思い出しながら、呟つぶやいた。

　──あの人が一いつ緒しよ、なのか。

　フィオナ＝レスファがどんな力を持っているのかは知らない。しかし彼女の気け配はいは、雰ふん囲い気きは、どこか自信に満ちた、揺ゆるぎないものだった。姉に似ていると思いはしたが、それはやはりルナの錯さつ覚かくに過すぎないのだろうとも思う。

　でも、それならば。

「じゃあ……僕は……」

　──余よ計けい惨めになるだけじゃないのか？

「いや」ウィムはしかし、手をひらひらとさせる。「彼女は……『天使』は違ちがうよ」

「え？」

「彼女は昨日から別の地区に出動中。もうひとり、いるんだ」

　それは──。

「一昨日おとといまで長期出張中だったらしいから、会うのは初めてだろうと思うけど」

　──もう、ひとり？

「誰だれ……だ？」

「彼は……恐こわい人だよ。穏おだやかではあるけど、ね」

「『彼』？」稀き存ぞん種しゆが、

　──まだ、いるのか？

「じゃあ……」

「今回の戦せん闘とう総そう轄かつは……『第二稀存種』……カロマイン＝セク。第一階位。

　エデン最高戦力の一人だ」

　カロマイン＝セク。

　それはルナが初めて聞く名だった。
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　自室の寝しん台だいに寝ね転ころがったまま、セール＝ルウジュは小さな溜ため息いきを吐ついた。

　息は天てん井じように溶とけ、そのまま拡かく散さんする。遣やる瀬せないというのはこういう感じなのだろうな、と思いながらも、どうしようもない気分で寝返りをうつ。

　つい昨日、自分が口にした台詞せりふを、早くも後こう悔かいし始めていた。

『シュシュを殺したのは、あんた』──。

『あんたを許ゆるさないからね』──。

　恨うらみと怨うらみと憾うらみに任まかせて口にしたその言葉はしかし、真実の気持ちでもあり嘘うそっぱちでもある。少なくともそういうことを思っても実じつ際さいに口に出すのを遠えん慮りよするくらいの分ふん別べつは持っているつもりだった。

　それなのに。

　──あの娘こが死んだことの責任なんて、本当はどこにもないのに。

　確かに『灰はい被かぶり魔ま女じよ』について思うところは多々あった。しかしそれは、許すとか許さないとかそういう感情ではない。それは多た分ぶん──恐おそれであり、苛いら立だちだった。

　シオン＝エシュはいつだって何を考えているのかわからなくて、自分はたったひとりで戦っているんだと言わんばかりに、他人を深く拒きよ絶ぜつしている。破は格かくの勢いきおいで第二階位まで昇のぼり詰つめながらも人望のなさから第一階位への昇しよう格かくは絶ぜつ望ぼう視しされている少女。他人にも、報ほう酬しゆうにも、階位にすら何の興きよう味みも示さずに黙もく々もくとケモノを狩かるが故ゆえに『魔女』と呼ばれる少女。幼さの残っていた三年前と比べて、身体つきも顔つきも随ずい分ぶんと大人びてきてはいたが、どこか自分の成長を否ひ定ていしているかのように、態たい度どだけはまったく変わらない。

　それが、セールには不ふ快かいだった。

　シュシュ＝ケイトの死に対しても何を考えているのか判はん然ぜんとしない。無表情で不ぶ愛あい想そで無む神しん経けいで、哀かなしむ様よう子すさえ見せない。少なくともシュシュは、シオンを慕したっていたというのに。

　シュシュが死ぬほんの少し前、セールはシュシュからそれを聞いていた。あの人みたいになりたいんですと上じよう気きした顔で笑うシュシュに、セールはやめておきなさいと説せつ教きようした憶おぼえがある。あんな冷れい血けつ女おんなみたいになったって何もいいことないよ、と。

　シュシュはその言葉を聞いて、剥むくれた。シオンさんはそんな人じゃありませんよ、と、可か愛わいらしく反はん抗こうした。

　そしてそれが、セールの持っている、シュシュ＝ケイトに関しての最後の記き憶おくだった。

　だから多た分ぶん──シオン＝エシュへの苛いら立だちは、嫉しつ妬とだ。

　シュシュに自分を頼たよって欲しかったのだろう。『シオンさんみたいになりたい』ではなくて『セールさんみたいになりたい』と言って欲しかったのだろう。自じ意い識しき過か剰じようと言ってしまえばそれまでだが、正直なところ──それくらいの身み勝がつ手てさは、自分の中にある。

「嫉妬、ねぇ……」苦く笑しよう混まじりにひとりごちて、セールはまた寝返りをうつ。

　──そうだとしたらとんだ莫ば迦か女おんなだ。

　確かにシオン＝エシュのことは気に入らない。誰だれに対しても無関心なのはともかく、シュシュにはもっと優やさしくしてやって欲しかったというのが正直なところだ。シオンが二週間前の戦せん闘とうの時に副ふく総そう轄かつとしての役目を忠ちゆう実じつに全まつとうしていたら或あるいは、という気持ちだってある。

　だけどその感情と自分の嫉妬とをごっちゃにして怒おこるなど、愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

『シュシュを殺したのは、あんた』──。

『あんたを許ゆるさないからね』──。

　自分の言葉が自身の胸に突つき刺ささっている。シオン＝エシュがどんな奴やつであろうと、たとえシオンがシュシュの死に対して何の感かん慨がいも抱いだいていないとしても。

「言いい過すぎだ、あたし……」

　自分はそんな女じゃない、そう思いたかった。そんな女になりたくはない、そう思っている。

　ちぇ、と舌した打うちすると、跳はね起おきた。

　部へ屋やでうじうじ悩なやんでいるのは性しように合わないし、そんな少女みたいなことをしていても仕し方かたがない。セールの少女時代はもう、とうに終わっている。

　レイン＝リィンはシオンのところに行っているだろうか。だとしたら、少し急がなくては。

「行きますか」

　だから乱れた髪を手て櫛ぐしでぞんざいに整ととのえると、部屋の扉とびらに向かって歩き出した。
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　そして、時間は過ぎ。

　一四時四五分。定てい刻こく。続々と集まってきたウェポンが十三人。二列縦じゆう隊たいに整列し、じっと静かに佇たたずんでいる。

　ルナはその最さい後こう尾びにいた。傍かたわらではウィム＝クラウトが、ルナの保ほ護ご者しやのようにじっと立っている。鬱うつ陶とうしいと思いながらも少しだけ心強く、そんな複雑な感情がますますルナの気を滅め入いらせていた。

　そんな時間と空間に、扉とびらが開く。

　作戦会議室の入口とは対とい面めん、更さらに奥へと続くそこから出てきたのは、濃のう緑りよく色しよくの制服を纏まとった純じゆん血けつの人間。その後ろに、青あお鈍にび色いろの上着を羽は織おった女。顔も名前も知らないが、司令部の人間と、今回の戦せん闘とう副ふく総そう轄かつだろう。

　しかし、そんなふたりの印いん象しようなど吹き飛ばしてしまうかのように、

　ふたりに続き最後に現れた姿すがたは、異い様ようだった。

　優ゆう雅がにゆっくりと、奇き妙みようにのんびりと。

　そのくせ、足音もたてずに緩ゆるやかに。

　そいつが姿を見せ、ルナはそれに息を呑のむ。

　──一いつ見けんして、白と黒と赤。

　鈍にぶい艶つやのある黒く黒い、外がい套とうのようなものが身体まるごと、首から下を包んでいる。手足は見えない。その上に浮かんだ顔はまるで生せい気きを失ったかのように白い──ただ伸ばしたまま切きり揃そろえただけのようなざんばら髪も同様だった。

　瞳ひとみと唇くちびるだけが赤い。人間のものではないのではと思われるほど、無む機き質しつな色しき彩さいで。

　実じつ際さい、それは人間を模もした何かの貌かたちのように見える。でき過ぎていた。その存そん在ざい、容よう姿し、立たち居い姿すがた、すべてが。

　白はく髪はつ。色のない肌はだ。血ち色いろの瞳と口。黒い外套。




　作り物の生なま首くびが空中に浮ふ遊ゆうしているかのような足取りで、そいつは部へ屋やへと入ってくる。




　──これが。

　ルナは──その存在に圧あつ倒とうされ、魅みせられる。

　第二稀き存ぞん種しゆ、カロマイン＝セク。

　そいつは、ゆっくりと口を開いた。

「わたしが今回の戦闘総轄を務つとめる」高さと低さが入いり混まじった、無機質でしかし、穏おだやかな声。表情はあまり動かない。赤い唇だけが声に合わせて、艶なまめかしく動いた。

　短い言葉には感情があまり感じられない。まるで与えられた言葉を棒ぼう読よみしているかのようだった。事実、それを最後にそいつは黙だまり込こみ、ただ存在感と緊きん張ちようだけを残して声を、表情を、気け配はいを喪そう失しつさせる。どこか遠くから響ひびいてきただけのようだったその声は最も早はや、目の前の男が発したかどうかすらわからなくなり、ただ鼓こ膜まくにおどろおどろしく残る。

　誰だれもが一いち様ように畏い怖ふを感じ、空気が張はり詰つめている。文字通り、それが肌で感じられる。カロマイン＝セクに引き込まれ、その姿を凝ぎよう視ししていた。

　ルナは、完全に圧倒される。

　──こいつは、何だ？

　ルナと同じ存そん在ざい。稀き存ぞん種しゆ。そう聞いているし、実じつ際さいそうなのは間ま違ちがいないのだろう。だがこの人間離ばなれした容よう姿しと雰ふん囲い気きを持つ男は──ルナと同じ存在には、どうしても見えない。フィオナ＝レスファと会った時にも思った。この人は本当に自分と同じ存在なのだろうか、と。フィオナと会った時にはその美しさに。そして今度は、その異い様ようさに──。

　唯ゆい一いつの血。

　稀存種。

　稀存種とはつまり、変へん異い種しゆの、別べつ種しゆ。ルナはそう、聞いている。

　しかし。

　それでは、自分は。フィオナは。

　何より、この男は。

　稀存種とは──何だ？

　濃のう緑りよく色しよくの制服を着た純じゆん血けつの局員が、カロマインに続き、何ごとかを言っていた。

　ルナの耳には届とどかなかった。聞こえてはいたが、聴きいてはいなかった。カロマイン＝セクへの姿すがただけがルナの感情の、感かん覚かくの、脳の処しよ理り速そく度どを支し配はいしていた。

　黒い服。外がい套とうのような。青あお鈍にび色いろではない、ウェポンのそれとは、意い匠しようも完全に異ことなる衣い服ふく。『他と違ちがう』という意味ではルナの着ているものと同じだが、ふたつを比べた場合、それは色も形も素そ材ざいも決して同じではない。同どう義ぎだが同様ではなく、同種ではあるが同列にはいない。

　それが、ルナとカロマイン＝セクの、稀存種と稀存種の関係をそのまま示し唆さしている。

　カロマインは、こっちを見ない。どこを見ているのか、何を考えているのか定かではない。

　純血の局員はさらに何ごとかを居い丈たけ高だかな口く調ちようで話していた。それに相あい槌づちを打つかのように副ふく総そう轄かつのウェポンも時とき折おり口を開いていた。しかし依い頼らい内容を聞きき逃のがすことへの不安感よりも、そこにいる異い質しつなものの存在感の方が遥はるかに大きい。

　ルナはただ、じっと、視し点てんと感情をその白い髪に向けていた。
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「私は……」頭が真っ白になっていくのどこかで冷れい静せいに感じながら、

「私は甘えてなんかいません」シオンはシーツを思いきり握にぎり締しめ、答えた。

「自分でわからないの？」

　レイン＝リィンはもう、笑っていない。

「じゃあ、気付いてないのね。気付きたくないのか……。あなたは甘えている。甘えてるのよ。『私が殺した』……？　莫ば迦かを言ってんじゃあないわよ」

　酷こく薄はくそうに僅わずか、唇くちびるの端はしを歪ゆがめている。しかしそれは──その表情は、

「誰だれがあなたにシュシュ＝ケイトの命の責任を取れって言ったの？　確かにそう思うのは結けつ構こうだしあなたの勝かつ手てよ」

　冷たくて、痛いたい。

「だけどあなたは……その問題を自分の中で完かん結けつさせて、ひとりじめしてるのよ。シュシュ＝ケイトを、誰にも渡わたさずに、独どく占せんしてる。そうしないと、自分が耐たえられそうにないから」

　シオンはたまらず、レインを睨にらみ付つけた。

　レインは動じない。

　ふたり睨み合ったまま、幾いく許ばくか沈ちん黙もくして──、

　シオンは眼めを伏ふせる。

　認めたくない。そう思う。

　そして。

「それが……どうした」

「開き直るの？」

「あの子は……あの子が死んだのは私のせいです。セール＝ルウジュもそう言った。

　……だけど、それがどうした？

　私のせいであの子は死んだ。死人にはもう、届とどかない。だから……私が……私が喰くったんだ。あの子の命を！」

　口く調ちようが昔に戻っていることにも気付かずに、シオンは激げつ昂こうする。レインはじっと、それでも、シオンの瞳ひとみを覗のぞき込こんでいる。

「私があの子の命を喰った。あの子は私の糧かてになった！　それだけだ！　それの何が悪い!?　そうすることで私は力を貯たくわえる。そうすることで私が強くなる。だからそれでいい、そう思ったんだ!!」

　ひとしきり叫ぶと、脇わき腹ばらが痛い。しかし──。

　それは、シュシュ＝ケイトの痛みだ。シオンが喰らったシュシュの痛みだ。

　シオンの感情を侵しん食しよくし肉体へと到とう達たつして突つき刺ささっている、痛みだ。

「……そう」しかし、レインは息を荒あらげるシオンをじっと見つめて。

「それが、甘えなのよ」薄うすい息を吐はく。

「……え？」

　シオンは唖あ然ぜんとする。

　──それが、甘え？

「他人をまともに見られないから、全部を自分のせいにする。自分の中で問題を抱だき込こんで、それで満足？　自分ひとりの世界を作って、それで満足？　確かにあなたの生き方はあなたのものだから、あなた以外の誰にも否ひ定ていはできないわ。

　でもね……だからこそ。

　あなたの世界は、あなたの殻からは──あなたにしか破れないのよ」

「何を……」言っているのか、理解できない。

　シオンは呆ぼう然ぜんとしたままレインを見る。レインはそのまま、黙だまっている。自分の言った言葉の意味を考えろ、とでも言うように。何も続けてはくれない。視し線せんは酷ひどく真ま面じ目めで、酷く冷たく見える。だけど。

　酷く優やさしくも、見える。

　沈ちん黙もくだけが、その場に沈しずんでいく。

「私……」その静せい寂じやくの中、ぽつりと呟つぶやく。

「私は……」

「『私は』──何？」レインの声は鋭するどい。

「私は……」

　シオンの独どく白はくに、レインは答えない。

　シオン＝エシュは、言葉に詰つまった。

　そんなシオンの顔をじっと見つめたまま、レインは追おい討うちをかける。

「あなたは何な故ぜ、ケモノと戦っているの？」

　それは。

「私は知ってるわ。あなたも知ってる。あなたがケモノと戦う理由、それは……」

　それだけは。

「い……や」

　──やめて。

「ケモノをこの世から消し去るため」

　──もう──。

「あ……」

　──それ以上は。

　シオンの呼吸が詰つまる。動どう悸きが激しい。空気が冷たい。耳を塞ふさいだ。脇わき腹ばらに痛いたみがある。

　レインは声を止めてくれない。

「でも、ケモノを殺ころし尽つくす本当の理由は……」

　──やめて。やめて。やめて。

　シオンは思う。両手で耳を塞ぎ駄だ々だっ子このように頭を強く振りながら、いやいやをしながら、レインに、レインの声に思う。

　もう聞きたくない。それ以上聞きたくない。わかっていた。本当は理解していた。手しゆ段だんがいつの間まにか目的に変わりつつあったことに。近付けば近付くほど目的が遠ざかっていたことに。

　ケモノの子と言われた。

　お前はケモノに似ていると言われた。

　だからケモノを殺そうと思った。

　ケモノを殺せば、誰だれもそんなことは言わないと思った。

　ケモノを殺せば、誰もが自分を見てくれると思った。

　でも──。

　殺せば殺すほど。

　必ひつ死しにあがけばあがくほど。

　遠ざかっていく自分を感じている。

「あなたは、それでいいの？」

　それを自分は、どこかで理解している。

「そのままでいいなんて、思っていないんでしょう？」

　思っていない。だけど思いたい。

　理解していた。だけど理解したくない。

　理解していても。

　それでも。

　シオンの身体に、シオンの心に、そしてシオンの左腕に染しみ付ついた条じよう件けん反はん射しやは、

　ケモノへの憎にくしみを駆かり立たてる。

　逃とう避ひだとわかっていても、その方が楽だから尚なお更さら。

　止まらない。止まらない。戻れない。

　私はケモノを憎む。

　そしてケモノを殺す。

『あいつらがいるからいけないんだ』。

『私は悪くない』。

『私のせいじゃない』。

『私が皆を殺したのは、私のせいじゃない』。

『皆が私を殺そうとしたのも、私のせいじゃない』。

『あいつらがいるから』──。

　ケモノとシオンの螺ら旋せんには、終わりがない。

　殺せばいい。殺さつ意いに身を任まかせてしまえばいい。そうしていれば何も考えずに済すむ。

　殺せば。殺して殺して殺ころし尽つくせば。

　殺して殺して殺して殺して殴なぐって潰つぶして切きり裂さいて引き裂いて引き裂いて引き裂いて壊こわして。

　強くなって誰にも何も言われないくらいに強くなって心を動かさず心を奪うばわれず感情を隠かくし。

　レインの声が聞こえない。ただ口を開いたり閉じたりしている光こう景けいだけが見える。

　シオンは思う。耳を塞ふさぎ、思う。

　そうすれば、私は──

　私は誰だれに見てもらえる？

　そうすれば、私は──

　──私は人間に──

　なれる？
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　出動した先の集落はバベル南西八キロ地点にある雑ざつ居きよ区く域いき。

　そこは四方を壁かべで覆おおわれた、ごく小さな、ありふれた集落だった。

　走れば数分しかかからない程度の、円形にかたどられた敷しき地ち。その中で純じゆん血けつ種しゆは集落の中心部、金きん属ぞくと煉れん瓦がでできた建たて物ものに住み、そして変へん異い種しゆは集落の外れ、瓦が礫れきと植物でできた建物に住んでいる。何度かケモノに襲おそわれているということだったが、被ひ害がいは殆ほとんどが変異種たちの建物に集中していた。壁は壊こわれ穴が開き、建物は崩くずれ荒こう廃はいしている。

　そして純血種の視し線せんは軽けい蔑べつと冷れい笑しように満ち、変異種の視線は卑ひ屈くつで矮わい小しようだ。

　いつもと変わらない──出動するたびに見る景色けしきが、そこにあった。

　ルナはその様よう子すに、違い和わ感かんと嫌けん悪おを覚おぼえる。

　初めての出動の時から、それは続いていた。変異種が純血種に抱いだいている劣れつ等とう感かんと、純血種が変異種に抱いている優ゆう越えつ感かん。選せん民みん思し想そうという感情だけを言うなら、純血種しか住んでいない集落──『聖せい域いき』よりも、こういう雑居区域の方が浮うき彫ぼりになっている。

　二週間ほどしか経たっていなかったが、ルナはスラムとは明らかに違ちがうその様よう相そうを、厭いやというほど思い知っていた。

　しかし。

「……繰くり返かえし襲おそわれている。もう限げん界かいだ。兵隊の数も減へった。防ぼう壁へきもぼろぼろだ。だから、あんたたちに頼たのむしかなかった……」

　集落の長おさだという純血の、忌いま々いましげで憎にく々にくしげな口く調ちようを聞き流しながら、ルナの思し考こうは別のことに支し配はいされる。

　ルナたちが整せい列れつするその前方に立った白く黒い影かげ。

『第二稀き存ぞん種しゆ』、カロマイン＝セク。

『揺ゆり籠かご』まで移動し乗り込んでいる最中も、そして集落に着いてからもずっと、ルナはカロマインから眼めを離はなせずにいた。

　思考は巡めぐり、それでいて不ふ可か解かいだ。

　異い様ような容よう姿しと、奇き妙みような雰ふん囲い気き。それはルナが一度だけ話をした第一稀存種──フィオナ＝レスファの清せい楚そで神こう々ごうしいそれとは明らかに違う。

　それは何か無ぶ気き味みで、どこか掴つかみ所どころがない。

　エデンに来てから、自分の容よう姿しを『鏡』というもので見たことがある。だけどそれは──自分の顔は、姿すがたは、少し華きや奢しやでそれ以上に弱々しげで、その上何か頼たよりない、そう思った。

　そういう意味では、フィオナもカロマインも、『稀き存ぞん種しゆ』と呼ばれるのに相応ふさわしい非ひ凡ぼんさを持ち合わせている。

「ケモノは殲せん滅めつします」集落の長おさと話をしているのは、副ふく総そう轄かつの女だった。

　カロマインの後ろ姿は、微び動どうだにしない。

「そいつらが来ればすぐにでも、戦せん闘とうを開始します。戦闘は防ぼう護ご壁へきの外側で行いますが、住人の皆さんは念ねんのため全員屋おく内ないに退たい避ひしていて頂いただけますか」

　副総轄の声が響ひびく中、置き物のように佇たたずんでいる。

　わかった、と長が短く返事をすると、副総轄はルナたちの方に向き直った。カロマインはそれでも動かない。まるで生きていないのではないか、と思わせるほどに。

「各自、そのように。現在のところは哨しよう戒かいを兼かねて待たい機き」

　了りよう解かい、と揃そろう声。そして副総轄の女が個別に指示を出し始める。それを受けた先から、散ちり散ぢりに場を離はなれるウェポンたち。ルナもその一員となり、副総轄の前に進んだ。

「ルナ＝イルか……」

　その姿を見るや、副総轄はあからさまに溜ため息いきを吐つく。女にしては低い声だった。

「どうするかな。……お前の力は、集団戦には危き険けん。しかし個別戦闘できるほどに功こう績せきはなし。その上後こう方ほう支し援えんでも失敗続き……」

　そして遠えん慮りよもなしに、そうずけずけと言う。

　ルナは拳こぶしを握にぎり締しめ、俯うつむいた。

「まぁ、それは仕し方かたないじゃないか。……何しろまだ二週間しか経たっていない」

　ルナの横にいたウィム＝クラウトが副総轄に口を挟はさむ。

「しかし、事実だろう？」

「事実だとしてもだよ。そもそもそんなに早く戦闘に慣なれるウェポンはいないよ」

「だが、稀き存ぞん種しゆだ」

「関係ないでしょうに」

　強い口く調ちようの女と軽い口調の男との会話は、どこかちぐはぐで滑こつ稽けいだったが、ルナにはそれを可お笑かしいと思う余よ裕ゆうすらない。

「僕は……」思わず言いかけ、そして半はん端ぱにやめる。

「まあいい。ルナ＝イル、お前は取とり敢あえず哨しよう戒かい。襲おそってきたケモノの傾けい向こうによって役割を与える。ウィム＝クラウトはいつもどおりやってもらうぞ。お前の変へん異いは有用だからな」

　副総轄の女はそれだけ言うと踵きびすを返す。

「あ、ちょっと……」ウィムの呼び掛けを無む視しして、彼女はもう次のウェポンに指示を出し始めていた。

「仕し方かたないね」ウィムは肩を竦すくめ、

「まぁ今回は戦せん闘とう総そう轄かつが優ゆう秀しゆうだから、君もやり易やすいと思うけど」ルナに笑った。

「……そうだといいな」ルナはそれにも、どこか不ふ機き嫌げんに返すことしかできない。

「無む理りをする必ひつ要ようはないよ」ウィムはそれでも、ルナを見捨てない。

　申もうし訳わけないと思いながらも、放ほうっておいてくれとも思う。複雑な心情は、ウィムに見抜かれているのだろうか。

　気まずさを誤ご魔ま化かすように、ルナはふと、カロマイン＝セクの姿すがたを探さがしてみる。

　しかし彼はもう、見当たらない。気け配はいもなしに、どこかへと去ってしまっていた。
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　セール＝ルウジュは金きん属ぞくの廊ろう下かを足早に歩いていた。一度決めたら迷まよいはない。気が重くはあるが、だからといって足取りを緩ゆるめたくはなかった。

　病室を目め指ざしながら、考える。

　──何と言えばいいのだろう。何を言えばいいのだろう。

　昨日は悪かった。言いい過すぎた。だけどあんたのことを認めた訳わけじゃない。あんたはもっと、あたしたちと話をしなければならない──。

「何か、違ちがうかな……」口の中で呟つぶやきながら、廊下ですれ違う知人たちに軽く手を振る。現在第三階位に所しよ属ぞくするセールは、その実力と人望から第二階位目前と言われていた。『灰はい被かぶり魔ま女じよ』の降こう格かくによって不足した人員を埋うめるのは間ま違ちがいなくセールだ、というのがウェポン内での勝かつ手てな評ひよう価かだった。そのことがどうこうという訳わけではないし、セール自身、上じよう昇しよう指し向こうはあまり強くない。ただ、自分が誰だれかを守れるのならそれでいいとだけ思う。そしてそれは、上の階位になればなるだけやり易やすくなる。

　そんなセールを慕したう者は多かった。廊下で出会うウェポンたちは皆、笑え顔がおでセールに声を掛けていく。総そう勢ぜい百人ほどもいるウェポン全員と知り合いである訳ではなかったが、それでもセールの顔を知っている者の数は多い方と言えた。

　また視し線せんの端はしに人ひと影かげが映る。知った顔だったので声を掛けようと片手を挙あげ、笑顔を向けようとした。しかし。

「……イーノ？」セールは思わず、その人影の名を呼んだ。

　ウェポンのひとり。イーノ＝ユア。セールよりも少しだけ年上の女性。

　彼女は俯うつむき、何か思おもい詰つめた表情で歩いていた。

　名を呼ばれて初めてセールに気付いたように顔を上げる。

「ああ……ルウジュさん」

「どしたの？　何か顔色悪いよ？」セールは尋きく。尋きながらお節せつ介かいだなと自分でも思いつつ。

「……何でもないの。ちょっと疲つかれてるだけ」イーノ＝ユアは微ほほ笑えむ。眼めの下に隈くまができている。私はこの頃ごろ碌ろくに眠れないのですと言わんばかりの表情だった。

　セールは気になって、頭の中からイーノに関しての情報を引き出す。三ヶ月ばかり前にエデン入りしたこの女性は、それほどセールとは親しくない。確か純じゆん血けつ種しゆの男性との間に子供がいて、現在その子供と同どう居きよ中ちゆう、と誰だれかから聞いた憶おぼえがある。ウェポンが家族としてエデン内に連れてくることが許ゆるされているのは一親等以内の血族だけだったから、夫とは──本人の意い志しはどうあれ──別べつ居きよ中ちゆうなのだろう。それが原因かどうかは判はん然ぜんとしなかったが、半年という時間は確かに色々な意味で変化した環かん境きように対して憂ゆう鬱うつになる時じ期きではある。

「ホントに疲れてるだけ？」セールは余よ計けいなことだなと自分で思いつつも訊たずねてしまう。

「ええ。ごめんなさい」イーノは薄うすく微笑み、頭を下げる。やや乱みだれた長い髪が眼めにかかり、それが顔に刻きざまれた疲ひ労ろうを助じよ長ちようする。

「大だい丈じよう夫ぶですから」おいおい大丈夫じゃないでしょと言いたくなるような表情で、イーノはそのまま去っていく。ふらふらしていてまるで餓が死し寸すん前ぜんの子犬みたいだ、とセールは思った。

　追っていこうという考えが一いつ瞬しゆんだけ頭を掠かすめたが、寸前で思おもい留とどまる。

　──どのみち、今すぐどうこうできる問題じゃない。

　今日明日でどうなる、ということでもないだろう。それにもし、ここでの生活そのものが原因であったら──ここにいることが万人にとって最上の幸せとはなり得ない以上、今ここで止めても説せつ得とくしても仕し方かたがない。

　自分の用事が済すんだら、イーノと親しい者を探さがして少し話を聞いてみようとだけ決め、歩みを再さい開かいする。本当に自分はお節せつ介かいだと自身で呆あきれながら、それでも。

　助けなど必ひつ要ようないと考える者にとって、セールの行動は余計なお世せ話わでしかないということは承しよう知ちしている。それによって嫌きらわれたって構かまいやしないとさえ考えている。

　だけど、少なくとも。

　助けてもらいたいのに言い出せない、という可か能のう性せいが少しでもあるなら、手を伸ばしてみるべきではないか。他人の心の中は覗のぞけないのだから、その可能性を前ぜん提ていにして余計な世話を焼いたっていいのではないか。百人に迷めい惑わくがられても、ひとりを助けられればそれでいい。

　いつもそう考えている。自分が傷付くことも他人を怒おこらせることも気にしてはいない。

　そしてだからこそ、逆ぎやくに──シオン＝エシュの態たい度どは、少し気に入らない。

　病室を目指す。いつの間まにか『灰はい被かぶり魔ま女じよ』に何を言うかは決まっていた。セール＝ルウジュは──その程度には単たん純じゆんで、その程度には伶れい俐りだった。

　頭を下げて、それからあの小娘と対決してやろうと思う。

　──あんたのせいじゃない、って。
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　それと同時刻。

「順じゆん調ちようですか？」

　集落の中心部、金きん属ぞくと煉れん瓦がで作られた、とある純じゆん血けつ種しゆの家か屋おく。

「……はい。今のところは……」

「『エデン』に依い頼らいすることには成功したようですが」

　その家屋の、部へ屋やのひとつ。

「ここまで持っていくのには苦労しました。何しろここの連れん中ちゆうときたら矜きよう持じだけは莫ば迦かに高くて……」

「いえ。もう半なかば成功したも同然ですよ」

　そこに、男と男の、声を潜ひそめた会話があった。

「じゃあ、後は……」

「後はもう、大人しくしていればいい。いや……もうひとつだけ仕事がありましたね」

　小さくぼそぼそと、しかも身を寄せあって話している。声は洩もれず、たとえ第三者が同じ部屋にいたとしても、ふたり以外の誰だれにも聞こえないだろう。

「それは……？」

「簡かん単たんなことです。追って指示は出します」

「じゃあ……」

「ええ。それさえ終われば、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「よかった……」男のひとりが大きく項うな垂だれる。

「これで……よかったんですか」

「ええ」もう片方の男は、頷うなずいた。

「もちろんです」

「本当に……」

「ええ」

　そして、そいつは笑えむ。

「家族と離はなれての生活は堪たえ難がたかったでしょう？　バベルはそういう意味で冷たい場所だ。変へん異い種しゆと婚こん姻いんしただけで、中に入れなくなるのだから……。でももう大丈夫。これが終わればあなたを奥さんと子供の所に連れていってあげます」

　まるで蛇へびのような笑え顔がおだったが、相手の男は安心した様よう子すで、深く深く息を吐はいた。
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　病室の扉とびらが見えてきたというのに、誰だれかが背中に突とつ然ぜん抱だきついてきた。

「セール姐ねえっ！」邪じや気きのない声はかん高く、驚おどろいてびくと身体を震ふるわせる。

「……何だ、リカか……」セールは考え事を中ちゆう断だんされて少しだけ腹が立ったが、それでも聞き覚えのある声に振り返り、笑顔で答える。

　リカ＝エニ。ウェポンのひとり。十五歳という年齢に似に合あわずやたら精せい神しん年齢が幼いこの少女は、恋をしているのではないかというくらいにセールを慕したってくれている。

「ねぇねぇ、何してんの？」さっきもセールを驚かせようと忍しのび寄よって来たのだろう。腕を搦からめながら嬉うれしそうに笑う。

[image: ]

「今、暇ひま？　お腹なか空すかない？」

「ごめん、ちょっと野や暮ぼ用ようあるんだよ」

　悪くない鬱うつ陶とうしさを感じながらも、少しだけシュシュのことが頭をよぎった。

　目の前にいる少女──リカよりも幼かったあの子は、しかしこんなふうに甘えてくることは殆ほとんどなかった。早く大人になりたくてたまらないといった様子で、話すことといえばいつも戦せん闘とうについての相談だった。多た分ぶん、そういった──誰かに甘えたいとかそういう類たぐいの感情を、必ひつ死しで抑おさえていたのだろう。

　それがどうこうと訳わけではない。ただ、少しだけ──。

「えぇ!?　それ、私よりも大事な用事ぃ？」

「莫ば迦か。食事、ちょっと待っててくれればいいだけだから」

　もう少し甘えて欲しかった、と思う。

「じゃ、どこで待ち合わせする？」

「あんたの部へ屋やまで迎え行くから、待ってな」

「うん！」

　──この子のように。

「ま、そんな時間かからないと思うから……」

　そう言って踵きびすを返そうとしたところで、セールの足と思し考こうが止まった。「あ、そうだ」

「何？」無む垢くな笑えみを浮かべて小首を傾かしげるリカに、セールは訊たずねる。

「あんたさ、イーノ＝ユアのこと、知ってる？」

　うん？　少しは知ってるけど？　と怪け訝げんな顔で答えるリカ。確かこの子の友達はイーノと比ひ較かく的てき仲が良かったはずだ、そう思い出しながら、セールは質問をする。

「あの人さ……最近何か悩なやんでるとかって、そういう話聞かない？」

「最近って、どれくらい？」

「ここ二、三日」

　聞いておくくらいはいいだろうと、セールはリカの返答を待つ。舌したっ足たらずな声がしかし、セールの予よ想そうとは正反対の返事をするのにさほど時間はかからなかった。

「……そんなことないと思うよ？」

「え？」

「私もまた聞きだけど……少し前はね、何かちょっと思おもい詰つめてるみたいだったって。でもここ二、三日……というか今日は、凄すごい機き嫌げんよかったっぽい。何か、旦だん那なさんとまた一いつ緒しよに暮らすんだとかなんとか」

「……それ本当？」

　──今日？　それに……旦那と一緒に暮らす？

　エデン辞じ任にんを申し出ていてそれが受け入れられたのなら確かに可か能のうだろう。しかし──。

「わかんない。怪け我がしたんならともかく、そんな簡かん単たんにここ、やめられないよね。でも、そう言ってたのは確か。私さっきまでマキと一緒にいて、その話してたんだもん」マキというのはリカとイーノ共通の知人の名だった。

　でもなぁ、とリカは続けて、

「元々少し思い込みの激しい人だったみたいで……まぁ私それでちょっと苦にが手てなんだけど……前にも似たようなこと、言ってたよ。エデンをやめるとか、もうここから逃げてやるんだとか。そういう人だから、悩なやんでるっちゃあいつも悩んでんじゃない？　朝機き嫌げんよかったのに昼には機嫌悪くなるとかって、よくあるみたいだし」

「……そう」あはは、と無む頓とん着ちやくに笑うリカに、しかしセールはどこか同どう調ちようできない。

「気になったら直接聞いてみなよ。私紹しよう介かいしてもいいから」

「うん、そうだね」曖あい昧まいに頷うなずいた。

「じゃあ、部へ屋やで待ってるね！」

　そんなセールの表情を気にしたふうもなく、リカは手を振り去っていく。セールはその様よう子すを眼めで追い手を振り返しながらも、頭に残った疑問が氷ひよう解かいしない。

　──だけど、あの表情は。

　他人のことに構かまい過すぎるのもよくないなとは充じゆう分ぶん承しよう知ちしていたが、セールはそれでも、イーノのことが気になった。
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　それと同時刻。

「順じゆん調ちようですか？」

　エデン、第三区く画かく。

「……はい。今のところは……」

「見落としはありませんね？」

「ここまで持っていくのには苦労しましたけど……私、機械のことなんて何もわからないから」

「いえ。もう半なかば成功したも同然ですよ」

　そこに、女と女の、声を潜ひそめた会話があった。

「じゃあ、後は……」

「後はもう、大人しくしていればいい。いや……もうひとつだけ仕事がありましたね」

　小さくぼそぼそと、しかも身を寄せあって話している。声は洩もれず、たとえ第三者が同じ部屋にいたとしても、ふたり以外の誰だれにも聞こえないだろう。

「それは……？」

　ひとりは髪が長く、青あお鈍にび色いろの──ウェポンの衣い服ふくを着ている。

「簡かん単たんなことです。追って指示は出します」

　もうひとりは短髪で、深緑色の──エデンの制服を着ている。

「じゃあ……」

「ええ。それさえ終われば、大だい丈じよう夫ぶですよ」

「──あの人は、無ぶ事じなんですか？」

「ええ。今のところは」

「これが終われば……」

「勿もち論ろん、一いつ緒しよにいられるようになりますよ。住む場所は手て配はいします。本来それが自然でしょう？　純じゆん血けつ種しゆと変へん異い種しゆ、姿すがたは違ちがってもあなたたちは家族なのですから」

「それでは……」

「ええ。最後の仕事を、そろそろ始めて下さい」
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　沈ちん黙もくの中でシオンの感情は酷ひどく目まぐるしく動いていた。

　表情は変わらない。しかし、顔色が真っ青だ。微かすかに唇くちびるが戦慄わななき、歯の根が合わずにいる。

「わた……たし……」

　レイン＝リィンは、そんなシオンをじっと凝ぎよう視ししている。

　何かを覚かく悟ごしたように、何かを決心したように、レインの表情は鋭するどく、どこか悲しげに。

「あなたが戦うべきなのは、ケモノじゃないのよ」

「それ……は……」

「わかってるから、わかってても、できない？」

「あ……」

　シオンはレインの問い掛けを心しん中ちゆうで反はん芻すうする。

　初めて、会った時から、そうだった。

　レイン＝リィンは──シオンの目の前にいるこの女性は──シオンがどんなに心を消していても、表情を殺していても、すぐに見抜いてしまう。場合によっては自分で気が付いていない部分まで、見み透すかしてしまう。

　それは酷く、鬱うつ陶とうしい。

　それは酷く、喧かまびすしい。

　それは酷く、不ふ快かいだ。

　そして──。

　それは酷く、シオンに安心感を与えてくれる。

　服の左袖そでを、無む意い識しきに右手で掴つかみ、撫なでる。

　掴んだ布地の感かん触しよくはいつもと違う。それは療りよう養ようのために支給される、簡かん素そで質しつ素そで清せい潔けつな白い上着だった。当然、左腕の袖は長くない。

　シオンの禁きん忌き──左腕は隠かくせない。だからシオンはこれも真っ白なシーツを、まるで裸ら体たいを隠すかのように肩まで引き上げて、それに包くるまったまま半身を起こしていた。シーツの中では左腕が、かつかつと震ふるえている。

　変へん異いしていないそれは、傷だらけで醜みにくくて。

　そして血の臭においがして。

　自分で見たくもないし誰だれにも見せたくない。

　──だけど。

　シオンは知っている。

　その、傷きず痕あとが走ってのたうち回る左腕は、

　おそらく今の自分そのものなのだ、と。

「また……左手を触さわってるね」

　レインの声にシオンはびくんと震ふるえた。

「前よりはよくなってるけど……まだ、癖くせ、治なおらないのね」

　レインの瞳ひとみは、どこか泣きそうな光で。

「駄だ目めよ。あなたは……もっと前に進まないといけない。立ち止まって蹲うずくまってた時間を取り戻さないといけない」

「だから……私は……」

　走っていた。走ろうとしていた。走っていたつもりだった。

　全力で。左腕を振りかざしながら、邪じや魔まをするケモノたちを叩たたき潰つぶしながら。

　進んでいたつもりだったけど。

「まだ進んでいないわ」

　レインは寂さびしげに微び笑しようする。

「ねえ。私の言ってること、わかるでしょう？」
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　太陽が墜おちなくても、月は見える。

　傾かたむいた陽ひに遠えん慮りよするように、青い。真しん円えんを半分だけ切り取ったような形をした、この世で一番大きな、星。それは毎日形を変える。やがてこの半円も闇やみに侵しん食しよくされ小さくなり、一日だけ消えた後、また欠ける時と同じ手て順じゆんでゆっくりと真円に戻っていく、という。

　ルナはぼんやりと、半分だけ破は損そんした月を見ていた。

　隣となりにはウィム＝クラウトが、のんびりとした調ちよう子しで集落の外がい壁へきに寄り掛かっていた。壊こわれかけた外壁は時とき折おり乾かわいた音をたてて自然に破は片へんを散らす。

「そう落ち込まなくてもいい」ウィムはその破片を足で蹴け飛とばし、ルナに言った。

「……落ち込んでなんていない」ルナは月を見上げたまま、憮ぶ然ぜんとした調子で答える。

「素す直なおじゃないなあ」

「……何がだ」

「そんなところがさ」ウィムは微び笑しようする。その表情にルナは苛いら立だつ。

「放ほうっておけばいいんだ」無む意い識しきに声を荒あらげて、言った。

「それとも、僕が役に立つようにならないと、あんたが処しよ罰ばつを受けるのか？」

「だったら、どうだっていうんだい？」

「……あんたに悪いと……思う」あっけらかんとした答えにルナは毒どくを抜かれ、声を低くした。

「そう思う必ひつ要ようはないって言ってるんだけどなあ」

　ウィム＝クラウトは飄ひよう々ひようとした態たい度どを崩くずさない。

　それに安心するし、それが苛立たしい。

　一いつ体たいこいつは僕のことをどう思っているのだろうか──そんな疑問がある。『教育係』を押し付けられて面めん倒どう臭くさいという様よう子すもない。しかし一方で、何とかしてこいつをきちんと教育しなければ、といった必ひつ死しさもない。ただ気に掛けてくれてはいるらしく、何かと世せ話わを焼いてくるが──それだけだ。エデンについての、ウェポンについての知ち識しきを与えてくれた後は、戦せん闘とう時じのルナを黙もく々もくと補ほ佐さしている。さっきのように庇かばってくれさえもする。何かの得とくがあってやっているとしか思えないのに、それが何なのかはわからない。

　だから、決心して尋きいてみた。空を見上げたまま、視し線せんは逸そらして。

「……なあ……何であんたは僕の世話を焼く？　僕が戦闘で使えるように……ウェポンとしてやっていけるようになったら、あんたはどんな得とくをするんだ？」

　ルナはじっと、上を見る。まだ高い陽ひは一部が雲に隠かくれ、それほど眩まぶしくはない。それでもスラムにいた頃ころとは桁けたの違ちがう量の光は、好きではなかったが。

　眼めを細めながら、答えを待った。しかし──返事は、ない。怪け訝げんな顔をして空から眼を逸そらしウィムに視線を向ける。

　壁かべを背にしたウィムが、こっちを見ていた。その瞳ひとみが、今まで見たことがないほど、鋭するどい。

　そこでようやく、気付く。

　ウィムの気け配はいが強こわ張ばっている。もともと穏おだやかそうな顔だちは威い圧あつ感かんがないが、それでも。

「本気で言ってるんなら、僕は降おりるよ」眼が合うのを見み計はからったかのように、ウィムは憮ぶ然ぜんとした声で呟つぶやいた。

「得なんてしない。損そんもしない。僕は副部長から君を任まかされた。

　だから、ここにいる。それだけだ。

　それとも君は……損得でしか人の感情を理解できないのかい？　そういう奴やつじゃないと思ってたんだけど、見み過あやまってたか？　それとも僕を莫ば迦かにしてるのか？」

「あ……いや」しまった、とルナは後こう悔かいする。しかし、

「ひょっとして、君が莫迦にしてるのは、レイン副部長の方か？　彼女は君のことを『見込みがある』と評ひようして、それで僕に『任せる』と言ってくれたんだけど……そう言った彼女のことを含ふくめて、莫迦にしてるのか？」

　憮ぶ然ぜんとしてはいるが、声はあくまで穏おだやかだ。

　ルナは畏い縮しゆくする。そして改めて、本気で後こう悔かいした。

　ここはスラムとは違ちがう。

　あそこでは、見返りがなければ誰だれも動かなかった。見返りなしにルナに──イルのことを考えてくれたのは姉とキキトだけだった。ふたり共に死んでしまった時、そのことを決して忘れてはいけないと決めたはずだったのに。

　姉とは家族だったが、半分しか血は繋つながっていない。何より稀き存ぞん種しゆであるルナは、ルルとはまったく違う存そん在ざいだった。それでもルルは、自分の姉でいてくれた。他た人にん面づらされたって不ふ思し議ぎではないはずなのに、最後の最後までルルは、姉さんだった。

　キキトは言ってくれた。友達になろうよ、と。その時は気付かなかったが、その言葉がどんなに嬉うれしかったか。あんな別れ方をしてしまったけれど、ルナにとってキキトは、確かに一いつ時ときの支ささえだった。それだけは真実だった。

　ふたりは教えてくれていた。生きている間には気付かなかったけれど、ずっと教え続けてくれていた。それなのに。

「……すまない」ルナは項うな垂だれる。ウィムに、死んだ姉に、友人に、罪ざい悪あく感かんを込めて。

「本当に、すまない」

　ゆっくりと地面を見み詰つめ、それから怖おず怖おずと顔を上げる。ウィムの顔を、そっと上うわ目め遣づかいに覗のぞき込こむ。

　ウィムは──笑っていた。元のように、穏やかで人なつこそうに。

「曇くもってないみたいだね。副部長も、僕も……それから、君も」

「……悪かった」その笑え顔がおに安あん堵どはしても、罪悪感は消えない。ルナはまた、謝あやまる。

「しっかりしなよ。焦あせることはない。言葉で伝えても納なつ得とくしてくれるとは思わないけど……それでも、言っとく」

　言われても焦らずにはいられない。

　それでもルナは、もう──その言葉を鬱うつ陶とうしいとは思わないだろう。
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　病室を前にして立ち止まりながら、セール＝ルウジュは静かに深呼吸した。

　言うべき言葉も決まっていたし、どんな顔をするべきかもわかっている。しかしやはり、決心するのに多少の覚かく悟ごが必ひつ要ようだった。

　おそらく中には、レイン＝リィンもいるだろう。そもそもセールが真っ先に灰はい被かぶり魔ま女じよのことを相談したのはレインにだったし、そのレインはシオン＝エシュを殊こと更さら気に掛けている。あの娘こを拾ってきたのは他でもない彼女だったから、当然と言えば当然だが。

　だけど、純じゆん血けつ種しゆのくせにウェポンたちのことしか考えていないような彼女は、セールにとっても気の置おけない相手だったから、そういう意味で心しん境きようは複雑だった。セールもレインも子供ではないのだから感情を理り性せいで包む術すべは知っているだろう。しかし、それでもやはり激げつ昂こうしてしまえば感情は出る。

　そんな思いがセールを逡しゆん巡じゆんさせていた。

　レインがどんな感情をシオンに向けているか知らないが、それでもセールにとって彼女は灰被り魔女で、不ふ可か解かいな存そん在ざいであることに変わりはない。自分が押し掛けたことで、ふたりは自分を邪じや魔まだと思うかもしれない。悪いことが重なればよくない結果になってしまうのではないか──そんな懸け念ねんが少しだけ、あった。

「ま、仕し方かたないか」小さく口の中で呟つぶやき、背せ筋すじを伸ばす。

　イーノのことだってそうだ。色々迷まよいはしたが、やはりこの後、イーノと話をしてみようと決めていた。悩なやんだ末にやめてしまうよりは、やるだけやって後こう悔かいする方が性しように合っている。

　──あたし、頭悪いのかなあ。

　苦く笑しようしながらも、やはりうじうじしていても進まないと思うし、転ころんでもいいから進んでおけとも思う。

「さて」声を出すと決心が固まった。「行きますか」

　扉とびらの前に立ちもう一度深呼吸して開閉スイッチを押そうと身み構がまえた刹せつ那な──。

「……セール姐ねえっ！」廊ろう下かの向こうで大声。

「は？」またしても、邪魔が入った。

「ちょっと、あんたあたしに怨うらみでもある訳わけ……？」小声で愚ぐ痴ちを零こぼしながらスイッチに伸ばした手を引っ込め、待っていろと言ったはずなのに何な故ぜかこっちに走って来るリカ＝エニの顔を横目で睨にらんだ。

「待ってて、って言ったじゃない、リカ」腰に手を当て身体ごと、リカを待まち構かまえる。

「ごめん、ちょっと！」リカはしかし途と中ちゆうで立ち止まり、全身を使って手を振りながらセールを呼んでいる。

「何よ！」叱しかるようにセールは叫ぶ。「急用？」

　しかし。

「おかしいのぉ！」廊ろう下かの奥に見える顔は、笑ってもいないし申もうし訳わけなさそうでもない。

　──おかしい？

　セールは首を傾かしげる。

「何がおかしいって？」声を張り上げながら、こっちへ来なさいよと付け足した。

「変なの！」しかしリカはそれに応こたえない。「ちょっと来て！」

「ああ、もう……」どうしてこう人生というやつは上う手まくいかないのだろう。

　セールはぞんざいに頭を掻かき、病室の扉とびらに背を向ける。
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　壊こわれた家か屋おくが廃はい墟きよのように立たち並ならぶ、人ひと気けのない集落の外れにカロマイン＝セクはいた。

　ルナはその後うしろ姿すがたにたじろぎながらも、できるだけ毅き然ぜんと立つ。

　戦せん闘とう総そう轄かつが呼んでいる、と連絡を受けたのはついさっきのことだった。それはあまりに唐とう突とつだった。何しろ出動からずっと、カロマイン＝セクはルナを見ようともしなかったし、用事がある素そ振ぶりも見せなかったのだから。

　しかし、自分を呼んでいる、という。

　黒い外がい套とうの上にやたら目立って見える白はく髪はつは風に揺ゆれる気け配はいもなく、後ろ姿だけでも不ふ可か解かいで近ちか寄より難がたい。どういう用件で呼ばれたのかもわからない分、尚なお更さら質たちが悪かった。

「あ……」そのまま黙だまっていても振り返る様よう子すもないから、ルナは思いきって声をあげた。

「……その……何か」どんな顔でどんな声でどんなことを言えばいいのかもわからない。

　カロマインは、そんなルナに背を向けたまま。

「……用があるって聞いたんだけど」頭ふたつ分ほどもある身長差。

　唐突に、カロマインはゆっくりと振り返った。

　赤い双そう眸ぼうが無む機き質しつに、白い顔と髪に映はえる。

　喜き怒ど哀あい楽らくを欠けつ落らくさせたかのように、無表情のままじっとルナを見つめている。血の色以外の色しき素そを持っていないのだろうか。真っ赤な瞳ひとみはまるで爬は虫ちゆう類るいか何かのように僅わずか白く濁にごり、爛らん々らんとして感情がまるで読めない。

　ルナは気まずくなる。しかし視し線せんを逸そらす訳わけにもいかず、耐たえながらその眼めを見返す。

「質問があるか」ややあって、カロマインが単調に言う。無表情で配はい慮りよを微み塵じんも感じない声。

「……質問？」鸚鵡おうむ返がえしに呟つぶやくルナに、カロマインは返事をしない。

　──何か聞きたいことがあるなら答える、そういうことだろうか。

　それが用件そのものなのかどうかは判はん然ぜんとしなかったが、最初に質問でもしないと会話にさえなりそうにないから、ルナは微かすかに思し考こうを巡めぐらせる。

　質問を決め、上うわ擦ずる声をあげた。

「……あんたは僕の母さんを、知ってるか？」

　カロマイン＝セクがいつ頃ごろからエデンに在ざい籍せきしているのかは知らない。しかしその疑問が、口をついて出た。以前フィオナ＝レスファにも同じ質問をした。彼女は知っている、と言っていたが、ゆっくり話す時間があまりなく、詳くわしくは聴きけなかった。今度ゆっくりとその話をしましょうねと微ほほ笑えんでいた彼女の顔はどこか懐なつかしそうで、それを思い出したルナは少しだけ緊きん張ちようが緩ゆるむ。

「いや」しかし、カロマインの返事は短い。

「そう、か……」取りつく島もない。ルナは溜ため息いきを吐つき、次の質問をする。

「……何年前からエデンに？」

「十四年になる」

「そう、か」十四年といえばルナの年齢と同じだ。カロマインが今現在幾いくつなのかは外見からは判はん断だんできなかったが、少なくともルナの人生まるごとの期間をエデンで過ごしてきたのなら──戦い方も熟じゆく練れんしているのだろうと思う。

「十四年前から……戦っているのか？」

　その質問を、カロマインは沈ちん黙もくで答えた。表情を欠けつ落らくさせたまま無む視しする。

　答える気がないのならそう言って欲しいと思いつつ、静せい寂じやくが痛いたくてルナは違ちがう質問を考える。

「……僕を」質問が思い浮かび、最初からこの話をすればよかった、と微かに後こう悔かいして、

「僕を呼んだ用件は、何だ？」

　カロマインは口だけを動かした。

「命令だ」

「…………命令？」何の？

　そして、相変わらず無表情に、無む機き質しつに、無感動に、

「戦せん闘とう時じは私につけ」告つげる。

　──どういうことだ？

「それは、どういう……」

「ルナ＝イル。孵ふ化かしたばかりの幼よう生せい」

　混こん乱らんするルナにまるで配はい慮りよを見せず、またも唐とう突とつに、まるで独ひとり言ごとのように、相手がいると表現するにはほど遠い声で、カロマインは断だん片ぺん的てきな言葉を続ける。

　──孵化したばかり？

「『月』はひとりで大おお勢ぜいを相手にするには不ふ向むきだというが、しかしそれは、集団戦に向いていないという事実には帰き結けつしない」

「あんた、何を……」

「『月』の瘴しよう気きは選せん択たく的てき腐ふ敗はい性せいを持つ。幼よう生せいであっても可か能のうだろう」

　意味が、わからない。

「あんた……何が言いたいんだ!?」思わずルナは声を張り上げる。しかしそれはまるで虚こ空くうに向かって叫んでいるようで、カロマインに届とどいた様よう子すもない。

「詳くわしくは第一稀き存ぞん種しゆに聞け。私の知るところではない」

「だから何を……」

「故ゆえに……今回の戦せん闘とうでは」徹てつ底てい的てきに噛かみ合あわない言葉。それは一方的に響ひびき、

　カロマイン＝セクは言う。

「稀存種を教えてやろう」

　そして唇くちびるの端はしをわざとらしく歪ゆがめ──笑え顔がおに見えないこともない不ぶ気き味みな表情を作ると、前まえ触ぶれもなく踵きびすを返し、すすすとルナを置いて歩き出した。

　話が終わったことに気付かず、その仕し種ぐさに思し考こうが止まり、直後疑問だらけの頭でルナは慌あわてて叫ぶ。

「待ってくれ！　あんた結けつ局きよく、何が……」

　カロマインは背中を向けたまま、僅わずかに歩みを止め、

　抑よく揚ようのない無表情な、しかしよく通る声で言い放った。

「我々は本来、誰だれに媚こびる必ひつ要ようも、誰に頼たよる必要もない」

　釈しやく然ぜんとしないルナに興きよう味みをなくしたかのように、或あるいは初めから興味などなかったかのように──カロマイン＝セクはまた、歩ほ調ちようの定かではない歩みを重ね、去っていく。

　ルナは置き去りにされたまま、黙だまってその色のない後うしろ姿すがた──白はく髪はつと外がい套とうをただ、呆ぼう然ぜんと唖あ然ぜんと見つめていた。
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　そしてリカ＝エニに連れられたセール＝ルウジュは、それを見る。

「……なに、これ？」

　異い様ような光こう景けいだった。

「変、でしょ？」いつもは能のう天てん気きなリカの声も、不安と疑問の色が濃こい。

　エデン、第二区く画かく。ウェポン総務区、

「ね、おかしくない？　何かあったのかな？」

　通路。第三区画──訓くん練れん区くへと続く、廊ろう下か。

「…………これは……」

　壁かべも床も天てん井じようも金きん属ぞくで囲かこまれた、窓のない鈍にび色いろの廊下は、天井に取り付けられた発光金属が常じよう時じ光を放はなち、昼ちゆう夜やを問わず同じ光景を維い持じしているはずだった。

　しかし。

「これ、何なの？　私こんなの、見たことないよ」

　その廊ろう下かが、切れている。

　セールは無む言ごんで、金きん属ぞくの壁かべを凝ぎよう視しする。

　普ふ通つうなら細く長く緩ゆるやかに彎わん曲きよくして第三区く画かくへと続いているはずの廊下は、その場所で不ふ意いに途と切ぎれていた。まるで何かの冗じよう談だんのように、金属の壁が通路をまるごと塞ふさいでいる。

「これは……」見たことはない。しかし、知ち識しきとしては知っている。「緊きん急きゆう隔かく壁へき？」

「え、これが？」リカはセールの呟つぶやきに大おお仰ぎような声をあげる。

　緊急隔壁。文字通り、緊急時に区画を物理的に遮しや断だんするためのシャッター。天てん井じようから降おりてきたのであろうその金属壁は、壁と床に密みつ着ちやくして水一いつ滴てき通さないと言わんばかりにセールたちの視し界かいさえもを覆おおい尽つくしている。

「どういうこと？」セールは考える。

　意味がわからないが、おそらくこれは間ま違ちがいなく、緊急隔壁だろう。しかし緊急用と銘めい打うたれているにも関かかわらず、その機き構こうが作さ動どうしたという記き憶おくは、セールにはない。エデンに来て五年近くになるが、それでも。

「警けい報ほうもなしに……？」明らかに、妙みようだ。

「私ね、自分の部へ屋やに戻ろうと思って。でも……通れないよ、ね？」

　ウェポン居きよ住じゆう区くは第四区画。第二区画からだと、第三区画を経けい由ゆするか第一区画の先を遠回りするしか方法はない。

「閉へい鎖さされてるのは第三区画？」

「わかんない。輸ゆ送そう区く経由は面めん倒どう臭くさいからまだ行ってないけど……」

　返事に不安を覚おぼえ、セールは隔壁の横、壁に備そなえ付つけられた通話器に歩み寄る。普ふ段だんは使ったこともないし気にも留とめない緊急用連れん絡らく器き。これを使うのは廊下で誰だれかが貧ひん血けつを起こした時だけだろうと思っていた。

　受話器を取り、それに向かって、

「……すいません、誰か」喋しやべる。

　微かすかなノイズを混まじらせた沈ちん黙もく。

「すいません」もう一度。反はん応のうはない。

「ちょっと、誰かいないの！」声を荒あらげても同じ。

「リカ」だから受話器を戻し、ゆっくりと振り返った。

　セールの声は、いつの間にか硬かたい。

「あんた、輸送区経由の通路がどうなってるか確かめておいで」

「え？」

「いいから、行きな。もし通れるようなら自分の部へ屋やに戻って、そこから……連絡付くなら、だけど……管かん制せい区くにこのことを尋きいて。もし連れん絡らくできたら管制区が指し示じを出すと思うから、その指示をちゃんと守るんだ。そうでなかったら部へ屋やから出ちゃ駄だ目め」

「でも、それはいいけど……セール姐ねえは？」

　これがどういうことかはわからない。単にバベルのシステムが壊こわれただけかもしれない。しかし、そんなことは今まで一度だってなかった。機械の故こ障しようが皆かい無むだからこそ、バベルは『混こん乱らん』以い降こう二百年以上経たった現在でも、こうして屹きつ立りつしているのだから。

　それに、通信回路さえ不全だなんて──。

　機械の故障にせよ、そうでないにせよ、これは、おかしい。

「あたしは、戻る。レインに知らせなきゃ」セールは譫うわ言ごとのように呟つぶやき、

「いいね、リカ。途と中ちゆうまでは一いつ緒しよに行けるけど、別れた後はあたしの言う通りに。絶ぜつ対たいだよ！」それからリカの手首を握にぎると、

「あ、ちょっと、待っ……！」

　リカを引ひき摺ずるように、踵きびすを返し駆かけ出だした。
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「さて……そろそろですかね」

　集落の中心部にある家か屋おくのひとつ。蛇へびのような笑えみを浮かべたまま、男は呟く。

「……そろそろ？」落ち着かず、椅い子すに座ったまま小こ刻きざみに身体を動かしていたもうひとりの男は、怪け訝げんな顔をして尋いた。

「それは、どういう」

「もうすぐ来る」笑顔とはそぐわない、冷れい徹てつそうな声が答える。

「そういうことになっているのです」

「はあ……」気き味みが悪いといったふうに、椅子に座った男は曖あい昧まいに頷うなずく。

「しかし予よ想そう外がいでした」

「は？」

　窓もカーテンも閉め切ったまま、部屋は薄うす暗ぐらい。椅子に座った男からは、窓を背に立つ相手の顔がよく見えなかった。辛かろうじて喜き怒ど哀あい楽らくが判はん断だんできる程度にしか、表情は読み取れない。

「招まねかれざる客がふたりもいる……いずれも懐なつかしい顔だ」

「はあ」その上、訳わけのわからないことを言う。

　男は相手の言葉に、半はん端ぱな笑顔で相あい槌づちを打つことしかできない。

「ふたりともでかくなったな」

「……はあ」

「これは嬉うれしい。とても嬉しい誤ご算さんだ」

「……はあ？」

「成長を見み届とどけたいところだが、俺にはその時間がない。それが悔くやまれる」

「あの、何を……」独ひとり言ごとのような呟つぶやきに返事することを莫ば迦からしく思い、男は首を傾かしげ、問とい掛かける。

　しかし、相手の男はそれも無む視し。

「それにしても、稀き存ぞん種しゆふたりか。ちょっとした警けい告こくのつもりだったんだが……これはいい宣せん戦せん布ふ告こくになる」

「だから、何を……」

「しかし……あいつは気付くかな」

　いつしか声はどこか楽しそうに、それでいてどこか寂さびしそうに。

　そいつはカーテンで閉ざされた窓に向き直り、複雑な表情を浮かべて、くつくつと笑えんだ。

　男にその表情は見えない。
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「さて、そろそろ……」

　それと同時刻。

　エデン、第三区く画かく。訓くん練れん区く、制せい御ぎよ室しつ。

「始めようかな」

　エデンの制服を着た女は機械を熱心に操そう作さしながら、ぶつぶつと呟つぶやく。

「あの……何を……」

　その背を見み詰つめ所しよ在ざいなさげに狼狽うろたえながら、イーノ＝ユアは戸と惑まどっていた。

『おい！　訓練区!!　何があった！　何をしている！』

　制御用機械に取り付けられた連れん絡らく器きからは、半なかば怒ど号ごうと化した声が響ひびいている。

『何な故ぜモニターできない!?　……音声もだ！　どうしてそこだけ緊きん急きゆう隔かく壁へきが降おりている!?　誰だれもそこにいないのか？　応おう答とうしろ!!』

　それらを無む視しして、女は一いつ心しんに機械を弄いじっている。

「なるほど、術式の基本システムはここも同一、か。違ちがうのは構こう築ちく過か程ていで後付けされた操そう作さ系けいのみ。思ったよりも楽だ。……どうしてかしらね？」

「あの……だから、何を」イーノは怖おず怖おずと尋たずねるが、疑問への回答は返ってこない。

　女は訳わけのわからないことを呟きながら両手の五ご指しを機械の上に走らせている。

「『混こん乱らん』以前の文明は意い識しき的てきな分ぶん断だんが計はかられていたってことか。共同開発した基本術式の上にそれぞれが好き勝かつ手てな操作系を導どう入にゆうして、個性を出そうとしていたのかな？　……それとも都市同士の利害関係が背はい景けいにあった？　でも、それなら構築様よう式しきに乱らん数すう鎖さでも張はり巡めぐらせていてよさそうなのに……或あるいは有ゆう機き機械の生体信号を複雑化させる防ぼう護ご波はとか。あまりに無む防ぼう備び。外見が酷こく似じしているのも気になるわ。ミクロでもマクロでも共通の様よう式しきが存そん在ざいしていた？」

「あの……」

「ねえ、あなたはどう思います？」不ふ意いに女は振り返り、イーノに笑え顔がおを向ける。突とつ然ぜんのそれに驚きよう愕がくし、声を出せない。

「ま、わかる訳わけないか。あなたたちタイカには」

「……え」

「退たい化かした種しゆ。混こん乱らん以い降こうに生まれたあんたたち。ヒトと呼ぶにはおぞましい人間もどき」

　イーノの顔が引ひき攣つる。女はしかし、それにまるで頓とん着ちやくしない。機械に向き直ると、かしましく操そう作さを再さい開かいし、

「さ、これで完了。システムは命令を受じゆ諾だく。行動への秒読み開始。進路フルブルー」

「あなた……何を？」

「さて、全ては御み心こころのままに。……継つぎ接はぎ細ざい工くの楽園をぶっ壊こわしてやる」

　女は髪を掻かき上あげる。

　イーノは狼狽うろたえたまま、反はん応のうとしての感情を忘ぼう却きやくする。
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　そして、集落。

　戦せん闘とう開始の合図は、あまりに急だった。

　ルナがカロマイン＝セクと話をしてから十分も経たたないうちに、集合命令が集落全域に響ひびいた。その頃ころルナはカロマインの言葉を反はん芻すうしながらただ壁かべに寄より掛かかって黙もつ考こうしている最中だった。その思し考こうを中ちゆう断だんされ慌あわてて集落の中心に走った時には、もうあらかたのウェポンが整列していた後だった。

「たった今、哨しよう戒かいから報ほう告こくがあった」

　整列したウェポンたちの前で副ふく総そう轄かつの女が毅き然ぜんと、やや緊きん張ちようした面おも持もちで声を張り上げる。

　ルナは列の一番後ろ、ウィム＝クラウトの横でそれを聞いていた。カロマイン＝セクはただ黙だまって、副総轄の斜ななめ後こう方ほうに立っている。

「ケモノは現在集落南なん壁へき方向から襲しゆう来らいしつつある。奴やつらの到とう着ちやくまでにはあまり時間がない」

　全員にはっきりと走る緊張。

　それとは裏うら腹はらにルナは胸の奥に疑問をぶら下げていた。

　さっきの会話を思い出す。

　カロマイン＝セクの言葉。

「部隊を四組に分けて集落防ぼう衛えいに当たる。四方の防ぼう壁へきでケモノの侵しん入にゆうを阻そ止ししろ……」

　カロマインは、確かにあの時、言った。

「……、北ほく壁へき防衛。ウィム＝クラウト、南壁防衛……」

　──『戦せん闘とう時じは私につけ』と。

　それはどういうことだろう。カロマインの戦闘を見学でもしていろということだろうか。どちらにしても、今回もまた何か失敗するのだろうか。そもそも稀き存ぞん種しゆということで周しゆう囲いは期き待たいを持ち過ぎているのではないか。自分がいなくても作戦は滞とどこおりなく進むのだろう──。

　自分の名前が呼ばれるのを待ちながら、ルナは無む駄だな思し考こうを巡めぐらせる。それは考えても詮せん無ないことだというのは理解していたが、それでも思わずにはいられない。

「……最後に……」と。

　副ふく総そう轄かつは、怪け訝げんな顔でカロマインを一いち瞥べつすると、釈しやく然ぜんとしない様よう子すで戸と惑まどったように告つげる。

「ルナ＝イル、戦闘総轄と共に集落内部を担たん当とうしろ。……以上だ」

　その言葉に、周囲がざわついた。どういう意味だ、とか、何であいつだけ、とか、そんな疑問と揶や揄ゆの入いり混まじった呟つぶやきが漏もれ聞きこえる。

　ウィムが無む言ごんで、ルナに疑問の視し線せんを向けた。

「どういうことだい？」

「……わからない」周囲の静かな視線を無む視しして、ルナは低く答える。

「さっき言われた。理由はわからない」

「一体、何を……？」ウィムが自問するように視線を宙ちゆうに泳がせるが、

「──では」

　突とつ然ぜん、カロマイン＝セクの平へい坦たんな声が響ひびいた。周囲が一気に静せい寂じやくを取り戻す。

　無む機き質しつな声は厳おごそかに響き、誰だれもそれによって作られた空気を侵おかせず、

「行動開始」

「……了りよう解かい！」

　戸惑いの気け配はいは脅きよう迫はくされたかのように号令に掻かき消けされる。そして動き出したウェポンたちの音がルナの存そん在ざいさえも紛まぎらわせる。ウィムは怪訝な表情を浮かべながらもルナの肩を強めに叩たたき、南へと走っていった。他のウェポンも、副総轄も、それぞれが散ちり散ぢりに持ち場へと走り始める。

　そして、あっという間まに全員が去り、疾しつ走そうによって立たち籠こめた土つち煙ぼこりが薄うすまって。

　ルナは取り残され、その目の前にはカロマイン＝セクしかいない。
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　不ふ意いに病室の扉とびらが開く気け配はいがした。思し考こうが切せつ断だんされ、ふたりの世界が中ちゆう断だんする。突とつ然ぜん割って入ったその音に、感かん覚かくが途と切ぎれる。

「誰だれ？」レインが振り返る。

　シオンは無む言ごんで表情を消した。

　入った邪じや魔まに、安あん堵どと不ふ快かい感かんを混まじらせた溜ため息いきを吐つく。

　扉を開いた邪魔者は大きな足音をたてて、カーテンの向むこう側がわに立っている。

「レイン、いる!?」

　布に映る白い影かげは、無ぶ遠えん慮りよな声をあげた。シオンは再ふたたび寝しん台だいに横になり、呆あつ気けに取られたまま困った表情を浮かべているレインから、逃げるように眼めを背そむけた。

　声はシオンにも聞きき覚おぼえがあった──つい昨日、聞いた声。

「……セール？」シオンとカーテンに映った人影とを見比べながら、レインが尋きく。

「はい」影が答える。レインも僅わずかに、溜息を吐いた。

「何かあったの？」

「うん……いや……」逡しゆん巡じゆんするような気配と共に、ゆっくりとカーテンが開く。

　シオンはそこから眼を逸そらし、天てん井じようを見た。カーテンが開くと同時に視し線せんを一いつ瞬しゆんだけ感じたが、無む視しする。

「ごめんなさい……ちょっと」

　剣けん呑のんさと遠慮がちな声音を複雑に混じらせながら、セール＝ルウジュがレインに頭を下げた。シオンの視し界かい、端はしにちらと映ったその顔は、困こん惑わくした表情を浮かべている。

「……どうかした？」レインがセールに問う。

「ごめんなさい、邪魔をして……」

　どんな感情を込めてそう言ったのか、シオンには判はん然ぜんとしない。

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶ」しかしレインはいつものように、優やさしく微ほほ笑えみを返す。

「何か、あったの？」そしてもう一度、同じ台詞せりふを口にした。

「あのさ……変なの」セールは頷うなずく。

　意い識しき的てきにシオンを無視してレインだけに視線を送ったようだった。自分とレインが何を話していたのかが気になるのだろうか、シオンは少しだけそう思う。

　しかし。

「変、って？」

　セールはレインの疑問に、はい、と頷き、それから少しだけ口くち籠ごもり、

「第三区く画かくの緊きん急きゆう隔かく壁へきが……閉まってる。おかしいよ」

　妙みようなことを言った。
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「……僕は……何をすればいいんだ？」

　土つち煙けむりの残のこり香がを吸い込みながら、ルナは問う。

「見学だ」抑よく揚ようのない声で、カロマインは答えた。相変わらず無む機き質しつに、じっと──視し線せんさえも茫ぼう洋ようとして、ルナを見ているのかルナを景色けしきの一部として見ているのか定さだかではない表情をその顔に浮かべて。

「……見学？」

　その様よう子すが理解し難がたい。しかし。

　それに慣なれたのか、或あるいは感かん覚かくが麻ま痺ひしたのか。

　カロマインの顔を見み据すえながら、その言葉に小さな怒いかりが湧わいてくる。

「エデンからの命令だ」カロマインの言葉は短い。

　──命令？

　それは、つまり。

　一いつ緒しよに行動して戦い方を学べ、ということなのだろうか。つまり、何もするな、と。

　──僕などその程度、ということか？

　確かに自分は失敗ばかりしている。集団戦を命じられれば仲間の近くで瘴しよう気きを発はつ散さんさせることができず、機き会かいを逸いつしてケモノを倒たおせない。後こう方ほう支し援えんを命じられれば大量の『仔こ』を相手に、満足に役目を果はたせない。今までずっとそうだった。最初からそうだった。状じよう況きようは悪くなる気け配はいもよくなる気配もない。

「エデンの命令で、あんたを見学して……それであんたは……」

　カロマイン＝セクは、ルナに興きよう味みを抱いだいた様子もなかった。完全に無む視しされていた。ルナの人格にも感情にも意い志しにも無む反はん応のうで、出会ってからずっと、ふたりきりになっても会話さえ交かわそうとはしない。確かにそれは、今のルナには相応ふさわしい。反論はできない。事実役立たずなのだから、仕し方かたない。

　だけど。

　そうだとしたら。それでも。

　相手がどんなに理解し難い存そん在ざいであっても、どんなに力の離はなれた遠い存在であっても──。

　自分のことを無視されて黙だまっていられるほど、ルナは大人でも子供でもない。

　──役に立たない？

　それはそうだ。

　だけど。

　それならば。

　小さな怒いかりはいつしか激げき情じようへと変わっていく。カロマインの不ふ可か解かいさが苛いら立だちとなってそれを加か速そくする。それ以外の感情が頭の隅すみへと追いやられる。

　──こいつを見返してやる。

　シオン＝エシュに関して聞いた話を思い出す。

　──『灰はい被かぶり魔ま女じよ』は、命令も何もかもを無む視しして誰だれよりも先にケモノの群むれに飛び込み、誰よりも激しく動き戦い、誰よりも多くケモノを殺す、という。

　それこそ命令違反など問題にならないくらいに。

　──命令？　それがどうした。

　──仲間？　誰に気を遣つかっている？

　──後こう方ほう支し援えん？　そんなものが必ひつ要ようか？

　望んでもいないのに期き待たいされていた。望まないままに失しつ望ぼうされた。

　そうして今こうして、望まないのに蔑ないがしろにされている。

　すべて、壊こわしてしまえ。殺してしまえばいい。すべて腐くさらせてしまえばいい。エデンに来てから二週間、忘れていた感情がルナの身の裡うちに溢あふれ始はじめる。たった二週間のことなのに、随ずい分ぶんと忘れていたような気がする。ずっと、そうしてきた。邪じや魔まなものは暴ぼう力りよくで排はい除じよしてきた。

　それなのに、そうして何が悪い？

　自分でも気付かないうちに、ルナは自や棄けになっている。そのことを自じ戒かいする余よ裕ゆうもなく、ルナは自分を見つめているカロマイン＝セクに、殺さつ意いを込めた視し線せんを送る。

「どういうつもりなのかは知らない。興きよう味みもない」

　ルナは、呟つぶやいた。

　カロマインに向けて。そして自分の中にある怒りに向けて。

「だけど……もしそういうつもりなら、僕は好きに殺やる」

　カロマインはそんなルナに、表情を、顔色さえもを変えない。ただ再ふたたび唐とう突とつに──まるでルナの殺意などなかったことのように無視して、

「さっき私が言ったことを覚おぼえているか？」

　明めい瞭りような発音でしかし抑よく揚ようもなく、言った。

「……何だと？」

「稀き存ぞん種しゆを教えてやる」

「それは、どういう……!!」激げつ昂こうしかけたが、しかし、

「そこにいるという事実だけで、唯ゆい一いつで、それでいて絶ぜつ対たいの存そん在ざいになり得うる。それが稀存種だ」

　不ふ可か解かいな言葉。無む機き質しつな音声。会話にならない。感情さえも通じない。

　人間の相手をしている気がしない。

「……何を、言っている？」

　ルナは思わず、たじろいだ。

　そして、カロマインは不ふ意いに、唇くちびるの端はしを僅わずかに歪ゆがめた。

　──微び笑しよう。それはあまりに不完全で、あまりに演技じみていて、そしてあまりに気き味み悪わるい、作り物のような笑え顔がお。わざとらしい笑顔。狂きよう気きじみた笑顔。悪魔じみた笑顔。

「『稀き存ぞん種しゆ』『御み使つかい』『神と人との混こん血けつ児じ』──勝かつ手てにそう呼んだのは人間どもだが、そんな言葉に込められた意味も意い図とも意い志しも我々には無関係だ。わかるか幼よう生せい？

　お前は現在、脆ぜい弱じやくで矮わい小しようで無む価か値ちで無む益えきなただの存そん在ざいだが……それでも唯ゆい一いつであることに、変わりはない」

　カロマイン＝セクが、カロマイン＝セクの言葉が、まるで理解できない。

　この存在にとって、殺さつ意いなど効こう果かがないことを、ルナはようやく悟さとる。

　肌はだが粟あわ立だつ。背せ筋すじが冷たい。戦せん慄りつする。思わず、口から言葉がついて出た。

「あんた……あんたは、いったい……」なんだ？

　そいつは答える。

「私はお前と同じ、しかし別べつ個この存在だ」

「え……？」

　そして、カロマインはついと踵きびすを返し、

「さあ来い『月』」

　不意に、大おお仰ぎように、唇の両端を歪め笑えみを広げた。そこに感情の変化があったのか、それともただの演技なのか、或あるいはそういったものとは別べつ次じ元げんの理り屈くつでそうしたのか──。

　第二稀き存ぞん種しゆは嗤わらう。

「私を見ておくがいい。そしてお前のやり方を創そう造ぞうしろ。

　これから混こん濁だくを解かい放ほうして混濁と解かい体たいする。小虫を潰つぶすより容よう易いに、赤子の首を捻ひねるより安あん易いに、私はそれを成なし遂とげる。その様よう子すを見せてやろう」

　ルナは反はん応のうも反はん抗こうもできない。

　ただ、戦せん慄りつする。
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　セール＝ルウジュは突とつ然ぜんやって来て、妙みようなことを言った。

「エデンの中が……何か、変なの」

　本当か嘘うそかはわからない。ただ──

　気になったのだろうか、とレインは怪け訝げんな笑みを浮かべた。

　セール＝ルウジュにシオンのことを聞かされた時、いい機き会かいだと思った。シオンがエデンに来てから三年近くになる。初めて会った時よりは随ずい分ぶんとましになったが──それでもまだ、すべてを取り戻したとは言いい難がたいし、何より、また間ま違ちがわせる訳わけにはいかない。

　そして、シオンは間違いつつあった。

　すべての憎にくしみをケモノに向けることで精せい神しんの均きん衡こうを保たもてるようになったのが二年半ばかり前だったが、それに頼たより過すぎて様さま々ざまなことを疎おろそかにしているのは明らかだった。元々思い込みの激しい性せい質しつなだけに、誰だれかが肩を叩たたいてやらないと、すぐに間違ってしまう。

　手がかかるとは思わない。そういう類たぐいの押し付けがまさは美び徳とくでも何でもなく、むしろ欺ぎ瞞まんだ。逆ぎやくにシオンに気を割さくことで、自分の生き方をずっと確認してきた。

　そういう自じ覚かくが、レインにはある。

　だからお互たがい様さまだ、と思っていた。何よりシオン＝エシュは──この灰色の娘は、レインにとってウェポンの中でも特別な存在だった。レインの罪つみであり罰ばつであり祈いのりであり願いであり痛みであり歓よろこびであり、家族だった。最後の肉親を失くしたのは十年も前のことだから、レインにとってシオン＝エシュは──再び得えた、家族だった。

　しかし、そんなレインの事情など、セールに伝わるはずがない。それにセールだって、本心からシオンを責せめている訳ではないのだろう。シュシュ＝ケイトに何もできなかった自分が悔くやしくて、他の誰かに責任を求めないとやりきれないのだ。セール＝ルウジュがシュシュに優やさしかったのを、シュシュに厳きびしかったのを、シュシュを家族だと思っていたのを、レインは知っている──レインにとってシオンがそうであるのと同じように。

「変、って？」だからレインは、笑え顔がおでセールに尋く。

　セールは戸と惑まどったように髪を掻かき上あげる。その仕し種ぐさは妙みように艶つやっぽい。スラムの娼しよう婦ふだった彼女は今でも、そういう表情を行動に込める癖くせが抜けない。

　はい、と口くち籠ごもり、怖おず怖おずと言った。

「第三区く画かくの緊きん急きゆう隔かく壁へきが……閉まってる。おかしいよ」

　その言葉に、レインの思し考こうがすべて止まった。

「……何ですって？」

「緊急隔壁。あるでしょう？　第三区画の……閉まってるのよ。ねえ、前にもこんなことあった？　機械の故こ障しよう？　でもあたし……そんなの、聞いたことない」

　レインも同じだった。確かに各区画には緊急時にそれぞれを物理的に遮しや断だんする防ぼう護ご壁へきが備そなえ付つけられている。作さ動どう試し験けんだって一ヶ月に一度ある。しかしそれは普ふ段だん──夜中、出動していないウェポンたちが眠っている時間にひっそりと行われているはずだ。

「故障かしら……？」レインは半ばひとりごちる。「でも、故障なら何かしらの放送があるはずだわ。……閉まっているのは第三区画の隔壁だけ？」

「わからない」セールは首を振った。「全部は確かめてない」

「だとしたら……」連れん絡らくも放送もない。或あるいは大だい規き模ぼな故障だろうか。それとも放送が遅おくれているだけだろうか。

　わからない。わからないが、

「どちらにしても、それは……変ね」レインの胸きよう中ちゆうに焦しよう躁そうが走る。

「作さ動どうテスト以外で防ぼう護ご壁へきが降おりるなんて、今までなかった」

　こく、とセールは頷うなずく。嘘うそではない。仮にシオンとの会話が気になったとしても、そんなくだらない嘘を吐つくほどセール＝ルウジュは子供ではない。

「管かん制せい室しつまで行って尋きいてみましょう」だから、立ち上がる。

「セール、一いつ緒しよに来て」

「ええ」セールは頷いた。

　レインは、シオンの背中に向かって話し掛ける。

「ちょっと……行ってくるわ。ごめんなさい、シオン」

「いえ」レインにだけわかる程度──少しだけ憮ぶ然ぜんとしたような、それでいてどこか安あん堵どしたような声で、シオンは返事をした。

　レインは微かすかな苦く笑しようを浮かべる。しかし。

　直後。

　唐とう突とつに。

　突とつ然ぜんに。

　何の前まえ触ぶれもなく、警けい報ほうが、響ひびいた。
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　ルナを無む視ししたような足取りで迷まよいなくどこかへ歩いていたカロマイン＝セクは、集落の中心、井戸の前で突然歩みを止めた。それを追い掛けていたルナも、自然にカロマインの後うしろ姿すがたを前に立ち止まる。

　集落の住人たちはひとり残らず家か屋おくに隠かくれていて、周しゆう囲いには誰だれもいない。

　無む人じん。静せい寂じやく。ケモノはもう来ているのだろうか。遠とお吠ぼえのような悲ひ鳴めいのような、うおおおおむ、とか、うあああああ、とか、奇き妙みようで無ぶ粋すいでしかし力のある声が、どこからともなく聞こえている。

　ルナは井戸の前に悠ゆう然ぜんと立つカロマインの横にゆっくりと歩み寄った。

　井戸を囲み、隣となりに並ならぶ。

「おい、何を……」ルナはカロマインの顔を覗のぞき込こむ。カロマインの視し線せんはじっと、井戸の深く開いた穴の底そこに向かっている。

　つられて、底を見下ろす。細く深く掘ほられた穴の底に、青く暗く光る水が、滾こん々こんと昏こん々こんと浮かび湧わき沈しずみ溜たまっていた。

　カロマインに表情はない。感情も見えない。

「なあ、何をするつもり……」

　ルナの質問に答えるかのように。

　第二稀き存ぞん種しゆ、カロマイン＝セクは、黒い外がい套とうの奥から手を出し、井戸の口の上にかざす。

　白い腕に青い血けつ管かんが透すけた、色しき素そのまるでない、人間味を失った腕。

　その腕の先から伸びた指の一本一本がだらしなく広げられ、

　ざわざわざわざわざわざ、と。




　何かが昂こう揚ようした。




「それでは……混こん濁だくを開始する」演技的な呟つぶやき。

　そして、その言葉と共に。

　カロマインの指先がじわ、と赤く滲にじむ。

　ルナは音にならない驚おどろきの声をあげた。

　カロマインの、細く白く青い指先に貼はり付ついた爪つめが、僅わずかに浮いている。爪と肉がひとりでに剥はく離りし、その間から血液がじわじわと滲みじくじくと溜たまり、雫しずくとなってぽたぽたと落ちていく。爪の奥から覗のぞいた桃もも色いろの肉は傷口も露あらわに、黒に近い朱しゆ色いろの液えき体たいを次から次へと湧わき出ださせている。

　痛いた々いたしさに、ルナは顔をしかめた。カロマインはまるで表情を変えない。今や血は流れて垂たれて雫を通り越し糸となって井戸の穴に吸い込まれるように真まつ直すぐ、重力に従じゆう順じゆんだ。

　液体が水に落ちる音が井戸に反はん響きようしている。

　ルナは声をあげることができない。

　──何だこれは？　何をしている？

　──こいつは、何だ？

　と、カロマインの指が不ふ意いに小さく痙けい攣れんした。血が止まる。指先に残ったそれが爪と肉の間に時間を巻まき戻もどすみたいに戻っていき、それを糊のりとしたかのように再ふたたび爪と肉を貼はり合あわせる。

　カロマインは腕を外套の中に戻した。

「……あんた……は」

　微かすかな恐きよう怖ふと共に唇くちびるを戦慄わななかせたルナに、カロマインがようやく視し線せんを合わせた。

「稀存種たる証あかし。天使の羽は根ねと、君の凶まが玉たまと同じ……唯ゆい一いつの七つがうちのひとつだ」

「……え？」

　稀存種である、証。だとしたら、これは──。

「さあ」カロマインは再び井戸の底そこに視線を落として、何かに向かって呼び掛ける。

「混濁を経へて浄じよう化かされろ。珠たまとなり剣となり盾たてとなり粒つぶとなり浮かび上がれ」

　──浮かび上がる？

「『血けつ晶しよう』或あるいは『結けつ漿しよう』という」

　そして、直後。

　井戸に、溜たまった水がざざざざざと波をたてる音が響ひびき、

「私の血液そのもの、或いはそれを混まじらせた液えき体たい」

「けっしょう……？」

「私の、力だ」

　それが、井戸から一直線に浮ふ上じようしてくる。

　ルナは、思わず身み構がまえた。

　井戸の底そこからそれ──いや、それらが──ゆらふわとふわゆらとやって来る。元は井戸水でありカロマインの血液であったはずのそれらは、混こん濁だくし混じり合い桃もも色いろの珠たまとなっていた。微び小しような、雨う滴てきよりももっと微び細さいな、飛沫しぶきほどの粒つぶたち。限りなく透とう明めいに近いが、半透明が故ゆえに光を歪わい曲きよくさせ、ちかきらと光っている。それが何個も何個も、空中を舞まいながら井戸から浮上し空中を軽かろやかに舞った後、カロマインの頭ず上じように、周まわりに──止まる。

　カロマインはそれらを慈いつくしみ包み込むように両手を広げる。時間が停てい止ししたかのように周りに群むらがったまま、飛沫たちは静せい止ししている。

[image: ]

「『天使』の羽は根ねと似たようなものだ」

　ルナは『天使』の変へん異いを見たことがない。だからその言葉の意味がわからない。

「この変異は多数を破は壊かいするのに向いている」

『結けつ漿しよう』はそれぞれがカロマインを取り巻きながら、中ちゆう空くうで止まっている。桃もも色いろの粒りゆう子しに囲かこまれた白はく髪はつの男は、それらを見み遣やりながら、そしてルナに視し線せんを向けた。

「わかるか？」

「……多数を破は壊かいするための……もの？」

　ルナは不ふ意いに来た質問で我に返り、しかし鸚鵡おうむ返がえしに呟つぶやくことしかできない。

「そうだ。『月』の──凶まが玉たまとは違ちがう」

「それは」……つまり。

「お前の力は──」

　──僕の力は……。

「一対一に向いているってこと……か？」

　カロマインは唇くちびるの端はしを不自然に歪ゆがめた。

　──何が……言いたいのだろう。

「まずは見ていろ」カロマインの笑えみは不ぶ気き味みで空々しく、「教育してやる」

　ルナの心しん情じようを、思し考こうを、まるで無む視しして独どく善ぜん的てきだった。

　カロマイン＝セクは遠く、集落の外を睥へい睨げいするような視線で言った。

「来たか」

　ケモノの鳴なき声ごえと戦せん闘とうの喧けん噪そうが聞こえていることに、ルナはそこで初めて気が付いた。
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　その音は間ま抜ぬけにかん高く、しかし耳みみ障ざわりで煩うるさかった。

　びいぃぃいいいいい、と、虫の羽は音おとを何段も高くして猥わい雑ざつにして音量を極きよく端たんに上げたような警けい報ほうが、医い務む室しつに響ひびく。

「何!?」医務室を出ようと立ち上がったばかりのレイン＝リィンは、警報の大きさに耳を塞ふさぎ、怒ど鳴なった。セール＝ルウジュも同じように両手を耳に遣やり、顔をしかめている。

　シオンは耳を塞ぐこともなく、意い識しきせず半身を起こして、思わず眼めを見開いてレインを見る。

「……これは……？」呟つぶやきは騒そう音おんに紛まぎれて、シオンの耳にさえ届とどかない。

「今いま頃ごろ！」セール＝ルウジュは大声で、天てん井じように向かって声を張り上げる。

　やがてその警報が小さくなり、直後、止まった。

「今の、は……」

　音が消えたのを確かめるようにゆっくりと耳から手を離はなし、レインが呆ぼう然ぜんと呟く。

「警報……」

「どうしたんですか!?」

　カーテンを開けて飛び込んで来たのは、医い務む室しつに常じよう駐ちゆうしている医い療りよう員いんだった。

「何があったんです!?」

「わからない」レインは首を振る。

「防ぼう護ご壁へきと関係あるわけ？」セールは狼狽うろたえている。

「この前も鳴なりましたよね。また……なんですか？」

　不安げな医療員の声に誰だれも返事をしなかった。

　会話を傍ぼう観かんしながらシオンは考える。

　警けい報ほうがどういうことを意味するのか。

　異い常じよう事じ態たいとは何なのか。

　二週間前──バベル直下にケモノが侵しん入にゆうするという事件が起きた。それによりエデンは第一種非ひ常じよう事態を発令したという。その時シオンはまさにそのケモノと戦っていたから詳くわしくは知らないが──その時も警報は鳴ったらしい。

　だとしたら、前回の第一種──『ケモノによる、バベルまたはエデンへの物理的接せつ触しよくが可か能のう性せいとして危き惧ぐされる事態』──と同じ、或あるいはそれに準じゆんじる事態が起きたのだろうか。

「どうしましょう……」

　恐おそれを隠かくせないように、中年の医療員が怖おず怖おずと、誰ともなしに質問する。

「下へ手たに動かない方がいいでしょうね」レインはもう冷れい静せいさを取り戻し、しかし所しよ在ざいなさげに髪を弄いじりながら再ふたたび椅い子すに腰こし掛かけた。

「周まわりの様よう子すが気にならない？」

　セールは未いまだ落ち着きを取り戻せずに、そわそわと足を動かしている。

　シオンは黙だまっていた。

　こういう時、何かを言っても何が変わる訳わけではない。幸さいわいこの場にはレインがいる。レインの判はん断だんをシオンは信しん頼らいしていたし、何よりレインの命令ならば黙って従したがえる。

　レイン＝リィンが『下手に動かない方がいい』と言ったのならば、そうしておけばいい──。

　シオンは再び寝しん台だいに上半身を預あずけ、横たわった。シーツを被かぶり、白い天てん井じようを見る。

「……あんた、やけに落ち着いてるわね」

　その仕し種ぐさが気に入らないのか、それとも苛いら立だちと不安を抑おさえきれないのか、セールはシオンに食って掛かる。

「やめなさい」

　レインが一言、厳きびしく告つげる。セールはばつが悪そうに口を噤つぐみ、シオンから眼めを逸そらした。

「あの……」そんな一同に、遠えん慮りよがちな声で医療員が告げた。

「外の様子、見てきたいんですけど」

　さもここにいるのが不安だといった口く調ちようだったが、

「許きよ可かできないわ」とレイン。

「事じ態たいを把は握あくできていない以上、下へ手たに動くことは避さけたい」

「でも……」医い療りよう員いんは引かない。

「あたしも気になる。……リカに、様よう子すを見に行かせてるの。だから……」

　セールもそれに同どう調ちようする。見み兼かねたのか、レインの口く調ちようが柔やわらかくなった。

「内線でなら連れん絡らくを取っても大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……私がやる？」

「いえ、私がやります。一いち応おうここの責任者ですから。あ、時間交こう代たい制せいですけど」

　ほ、と息を吐はき力を抜いて、医療員が踵きびすを返し、カーテンを開けて壁かべ際ぎわ、出入り口横に備そなえ付けられた連絡器へと歩む。

「……リカ……」

　何が起きているのか一いつ刻こくも早く知りたいとばかりに、セールは腕組みをしてそわそわと落ち着かない。医療員は通話器を頬ほおに当て左手でボタンを押している。

「故こ障しようで防ぼう護ご壁へきが閉まったってだけならいいんだけど……でも」

　独ひとり言ごとのように呟つぶやかれるセールの言葉を聞いているのかいないのか、レインは座ったまま考え込んでいる様子だった。医療員は焦しよう躁そうと期き待たいと失しつ望ぼうに彩いろどられた声で、ボタンを押してはもしもしと、何度も繰くり返かえしている。

　対して──シオンは落ち着いていた。状じよう況きようを推すい測そくすることによって得えられるものは少ない。それよりも状況を確認してからどうするか、どうすればいいのかを考えていた方がいい。身体は万ばん全ぜんでないのだから。

　医療員が、諦あきらめたような大声を張り上げた。

「繋つながりません……！」

「繋がらない？　どういうこと……」レインが眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、

「もう外に出るしかないじゃない……」医療員が憮ぶ然ぜんとして呟つぶやく。

　そして医い務む室しつの出入り口、扉の緊きん急きゆう時じ開閉用パネルに手を遣やる。

「ああ、緊急ロックなんてめんどくさいことを……」

　レインが、セールが、弾はじかれたように刹せつ那な、硬こう直ちよくし、

「……やめなさい！」「待って！」

　同時に叫ぶ。

「……え？」

　医療員が怪け訝げんな顔を振り返らせたのと、ロックが解かい除じよされたのは同時だった。

　ぴいいいいん、と間ま抜ぬけな機械音。

　パネルの指し示じ灯とうが青く染そまる。

　しゅう、と空気の漏もれるような気け配はいと共に、扉とびらが静かに開く。

　直後「え、いぎゃ」。

　何か小さなものが飛び込んでくるような気け配はいと、喉のどを振しん動どうさせただけというような医い療りよう員いんの声。

　セールが無む言ごんで飛び出す。

　医療員が張はり倒たおされたように、床に叩たたき付つけられる。

「どうしたの!?」レインが短く叫んだ。

　シオンは無言で半身を跳はね上あげ、扉とびらの方に視し線せんを遣やった。

　半はん端ぱに開かれたカーテンの間から覗のぞく景色けしき。病室の外、壁かべに備そなえ付つけられた棚たなに並ならべられた薬品群と、開きっぱなしの扉。そこに向かって走るセールの後うしろ姿すがた。レインやセールの身体に邪じや魔まされてよく見えないが、床に倒れた医療員は大きく痙けい攣れんしている。

　セールが走り寄るや否いなやパネルに手を触ふれた。

　レインも走り出す。

　医療員の痙攣は収おさまらない。

　再ふたたび扉が閉まる。それを確認したセールが、白しろ目めを剥むいて痙攣する医療員に視線を落とそうとした刹せつ那な。

　びちゃ、と、生々しい音をたてて医療員の腹部が破は裂れつした。
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　一方、その頃ころ。

　集落の中心部、広場からはやや離はなれた場所にある家か屋おくのひとつ。

　金きん属ぞくと煉れん瓦がで作られた部へ屋やの中で、男がひとり、死んでいた。死体に外がい傷しようは見当たらない。自分が死んだことにさえ気付いていないかのように、安心したような笑えみを浮かべたまま、仰あお向むけに倒れてぴくりとも動かない。

　そしてその横、部屋の壁かべ際ぎわに。

　人ひと影かげが立っていた。

「さて。楽園にいる君の愛いとしい人は上う手まくおだてられたのかな……まあどうでもいい。ケモノは来た。それでいい。楽しみは、できたしな」

　そいつはゆっくり動き、何か小さな白い楕だ円えんの塊かたまりを男のだらりと開かれた口こう内ないに押し入れる。

「家族には会えたか？　会えている訳わけもないか。どうなんだ？」そして死体の腹を面めん倒どう臭くさそうに蹴ける。

「まったく、返事くらいしてくれよ」

　自分の言った冗じよう談だんが可お笑かしくてたまらないといったふうに、そいつはくくくと笑み、

「さて……宣せん戦せん布ふ告こくだ」




　同時刻。バベル第十三階かい層そう──エデン本部。

　第三区く画かく、訓くん練れん区く。

　機械群に囲かこまれた管かん制せい室しつの一いつ画かくで、女がひとり、死んでいた。死体は肩から腹まで袈け裟さ掛がけに切きり裂さかれており、自分の死に納なつ得とくがいかないとでもいうように、驚きよう愕がくの表情を凍こおり付つかせたまま、俯うつぶせに倒たおれてぴくりとも動かない。

　そしてその横、部へ屋やの壁かべ際ぎわに。

　人ひと影かげが立っていた。

「夫のために仲間を裏うら切ぎるなんてなかなか楽しい選せん択たくね。楽園には人を誘ゆう惑わくする蛇へびがいるってのは案あん外がい本当なのかな」

　そいつはのんびり動き、何か小さな白い楕だ円えんの塊かたまりを女のぽかりと開かれた口こう内ないに押し入れる。

「でもね。蛇は、もういない。故ゆえに楽園ももう、空からっぽ。残念だったわね」

　そして死体の頭部を憎にくらしげに蹴け飛とばす。

「さて、じゃあ……『混こん乱らん』を味わってもらおうかしら」

　誇ほこらしげに胸を張り、そいつは無む言ごんで笑えみ、

「宣戦布告よ」







[image: 第四章　さらさらと淀み]
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　熱あつい。

　医い療りよう員いんの肚はらから噴ふき出でた血が、頬ほおと服を濡ぬらしていた。さっきまで喋しやべっていた中年の女は白目を剥むいて未いまだ細かく激しく痙けい攣れんしている。意い識しきはない。命はある。しかしもう、助からないだろう。痛いたみは脳に届とどいているかどうかは定かでないが、それは既すでに生きながら逝いきつつある一個の死体に過ぎなかった。

　その光こう景けいよりも先に血の匂においと熱さを無む意い識しきに理解したセール＝ルウジュは、思わず悲ひ鳴めいをあげようとした。

　しかし、寸すん前ぜんで押し止める。

　裂さけた肚の奥で、きききぃ、と鳴なく声がある。破は裂れつしたように内うち側がわから飛び出た胃や肝かん臓ぞうに紛まぎれて、何か細いものが元気よく動くのが見える。

　それがセールの思し考こうを切り替えてくれた。

　──ケモノ！

　驚きよう愕がくは危き機き感かんへと変わる。女の子のように悲鳴をあげている場合ではない。女の子と呼べるような年齢は、女であることを道具にしていた娼しよう婦ふ時代と共に去った。そしてセールは今、娼婦ではなくウェポンだ。ならば悲鳴をあげるより前にやるべきことがある。

　セールは迷まよいなく左腕を、まだ生きて痙攣している医療員の肚に突っ込んだ。

　内ない臓ぞうの感かん触しよく。柔やわらかい肉の感触。血と体たい液えきと脂し肪ぼうの滑ぬめり。それらとは違ちがう硬かたい肉感。

　探さぐり当あて、ひっ掴つかみ、抉えぐり出だす。きききぃ、と手の中にある声。蝉せみの身体に蜥蜴とかげの尻尾しつぽを生やした小型のケモノ。抉り出すや否いなや地面に叩たたき付つけ、足で思いきり踏ふみ付つける。

　卵を潰つぶしたような厭いやな感触が、セールの靴くつを濡ぬらした。

「……どういうこと……？」息を荒あらげながら呟つぶやき、振り返る。視し線せんの先には、思い詰めた様よう子すでそれでも唇くちびるを噛かむレインと、無表情で何を考えているのかわからないシオン＝エシュ。

「今のは……何？」

　レインも、シオンも、答えない。

　医療員の痙攣が弱々しくなっていき、そして、消えた。視し線せんを移してそれを見る。口から溢あふれた血の中で、舌がずたずたになっていた──ケモノは口から飛び込んで肚に入ったのだろう。

　無む言ごんで、鋭するどい視線を巡めぐらせるレイン。

　頬に付いた血を、セールは歩きながら力ちから任まかせに拭ぬぐった。

「……緊きん急きゆう隔かく壁へきの件と、関係……ある？」

　セールの質問に、レインはただ首を振る。医療員の死体は少なからずレインを打ちのめしているようだった。

「……私のせいだ」それだけを口にするレインの顔はやや青ざめている。

「違ちがうわよ」だからセールは、無む理りに笑え顔がおを作った。血ち塗まみれの姿すがたで笑っても凄せい惨さんな情じよう景けいにしかならないだろうなと思いながらも。

「何で……エデンの中にケモノが？」

「訓くん練れん用ようが逃げた、と考えるのが妥だ当とうではある……わ」答えるレインの声は細い。

「ケモノが逃げたから、緊きん急きゆう隔かく壁へきが降おりた？」対するセールの声も同様だ。

「でもそれなら、ここにケモノが来る訳わけがない……」

「……じゃあ、それって、どういう……」

「──どういうことなの……」

　ふたり同時に疑問だらけの声を合わせる。

　と。




『エデン在局各局員に告つぐ』




　男の声が、俄にわかに響ひびいた。それは機械的な無む機き質しつさを孕はらんで金きん属ぞくの壁かべに反はん射しやする。

「管かん内ない放送……」

「……今いま頃ごろになって」

『事故が発生。第三区く画かく、訓練用の奇き性せい生物がケージより脱だつ走そう』

　放送者は続ける。

『現在、各区は緊急隔壁で遮しや断だんされている。通路にいる一般局員は速すみやかに同区の室内へ退たい避ひせよ。室内にいる一般局員は扉とびらをロックの上、待たい機き』

　忌いま々いましさを込めてセールは唇くちびるを噛かんだ。あと少しこれが早ければ、少なくともあの医い療りよう員いんが死ぬことはなかった。

『尚、現在ケモノは第二から第五までの区画に侵しん入にゆうしている。在ざい局きよくするウェポンは総員、駆く除じよに当たれ。繰くり返かえす。ウェポンはケモノ駆除に当たれ。一般局員の安全と施し設せつの現状維い持じを最さい優ゆう先せんに、脱走したケモノを駆除しろ。──これは訓練ではない。実戦だ』

「第二から第五……？」レインが確認するように呟つぶやいた。

『繰り返す。これは訓練ではない。実戦だ。現在ケモノは第二から第五までの区画に侵入している。現存するウェポンは総員、駆除に当たれ。一般局員の安全と施設の現状維持を最優先に、脱走したケモノを駆除しろ』

「ってことは」セールはレインと眼めを合わせる。

　第二区画はウェポン総務区。

　第三区画は訓練区。

　第四区画はウェポン居きよ住じゆう区く。

　そして第五区く画かくは、第一管かん制せい区く。

　この部へ屋やは医い務む室しつで、第二区画にある──。

　セールが見た隔かく壁へき。そして今の状じよう況きよう。明らかに、論理的に、おかしい。

　思わず叫んだ。

「意味がわかんないわ！　さっきまでケモノなんてどこにもいなかった！　隔壁が降おりてたのはこの眼めで見た。それならなんでここに……第二区画に侵しん入にゆうしてきてるのよ！」

「遠回りして、第一区画経けい由ゆで来た……？　いや、そんな訳わけない。それなら第一区画にも侵入してるはず……」

　レインは独ひとり言ごとのように考えを声に出して巡めぐらせ、

「だとしたら……ケモノが逃とう走そうした後、隔壁が一度上がらないとこういう状況にはならない」

「何よそれ！　もう、訳わかんない！」

「或あるいは……仕し組くまれた可か能のう性せいがある……？」低く、呟つぶやいた。

「え？」

　セールの混こん乱らんがレインの言葉によって硬こう直ちよくする。

「あくまでも推すい論ろんよ。だけど」瞳ひとみに怒いかりが見える。再ふたたび椅い子すに腰こし掛かけて、それでもまるで牙きばを剥むくように歯を食いしばり、

「第三区画の管かん制せい室しつからシステムを操そう作さして隔壁を作さ動どう。訓くん練れん用よう奇き性せい生物のケージ開かい放ほうと同時に隔壁を解かい除じよ。そういう状況だったら、辻つじ褄つまが合う。モニターのスイッチを切っておけば映えい像ぞうも繋つながらないから、おそらく管制室の対たい応おうは後ご手てに回る。管制室がケージ開放を知り、慌あわてて隔壁を再作動したとするなら……」レインは可能性を、提てい示じした。

「第二から第五という限定的な空間にケモノが脱だつ走そうしたのも頷うなずける」

「何よ、それ……どういうこと？」

　わけのわからないセールを一いち瞥べつし、レインは忌いま々いましげに呟いた。

「敵てきは……少なくとも黒くろ幕まくは、人間ってことよ」
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　遠くに聞こえる喧けん噪そうを他よ所そに、そいつらは、空から来た。

　ルナは身み構がまえる。カロマイン＝セクはしかし、動く様よう子すもない。

　防ぼう壁へきの外では、他のウェポンたちが地面を走って来たケモノたちを相手にしているようだった。そいつらが集落に侵入する可能性もあるが、それは低いだろう。ルナはそこに参加していないことに無力感を覚おぼえながら、それでも上空の群むれを注ちゆう視しした。

　ケモノは地を這はうものばかりとは限らない。上空に弧こを描えがき旋せん回かいしているのは、羽は根ねを、或いは翅はねを持ったケモノたち。空を飛んでいるから体長は判はん然ぜんとしないが、大きな個こ体たいはヒトより大きいだろう。それに小さな奴やつらも──それこそ何十と舞まってきている。

　──こいつらをどうするつもりなんだ？

　ルナは傍かたわらで微び動どうだにしないカロマインを一いち瞥べつした。

　カロマインの力──数多あまたの水すい滴てき『結けつ漿しよう』たちが、周まわりでふわゆらと舞っている。

「……数が……多い」ルナは呟つぶやいた。

　ざっと見て、小さいものが三十匹はいる。目立って大きな個体は五。蛇へびに蜥蜴とかげの手足と蝙蝠こうもりの羽は根ねをくっ付けたもの。甲かぶと虫むしの身体を持った猫ねこの頭。鷲わしの翼つばさで滑かつ空くうする脚あしのない山や羊ぎ。蝶ちようの翅はねで羽は搏ばたく半はん透とう明めいの水母くらげ。そして蛾がの鱗りん粉ぷんを撒まき散ちらしながら飛ぶ鴉からす。見上げなければならないほど上空にいたが、姿すがたは鮮せん明めいだった。

　そのうちの何匹かがこちらに気付いたのか、旋せん回かいをやめて方向転てん換かんした。

「……来る！」

　カロマインはしかし、そんなルナを無む視しして、不ふ意いに顔だけを上に向ける。

「いけ」呟つぶやいた、刹せつ那な。

　中空で揺ゆれていた結漿たちが、音もなく一いつ斉せいに空へ舞った。

　そして、ルナはそれに眼めを奪うばわれる。

　霧きり雨さめのように細かな水すい滴てきが一斉に飛んでいく。大きな個体を無む視しして比較的小さな個体へとまっしぐらに突とつ進しんしていく。

　上空に爆はぜる音。

　ぱんぱんぱんぱんぱんぱんぱん、ぱぱぱぱぱぱぱぱぱ、と。

　空の色に溶とけて半透明の『結漿』は見えない。

　しかし、次々に、一いつ挙きよに──小型のケモノたちが動きを止め、直後破は裂れつ或あるいは断だん裂れつしていく。遠目にではあるが、ケモノの身体が砕くだけ裂さけ千ち切ぎれていく光こう景けいがルナの眼に映うつる。

　三十体近くもあった群むれが、まるで雑ざ魚このように。

　そいつらは空中に留とどまったまま、死んでいく。水滴が弾だん丸がんのようにケモノたちを貫つらぬいていた。

　ルナは声をあげることができない。

　──何だ？

　数などまるで問題になっていない。一匹ずつなどというそんな低次元の話ではない。『仔こ』が生まれるかもしれないという懸け念ねんを微み塵じんも残さない、徹てつ底てい的てきな破は壊かい。

　それは刹那の間だった。飛ひ翔しようした桃もも色いろの水滴が空に溶とけたかと思った瞬しゆん間かんだった。

　──何なんだ？

　手を出す暇ひまもないとかそういう問題でもない。文字通りルナには、まだ手が届とどかない。どんなに手を伸ばしても、ケモノの群れに触ふれることさえできない、それなのに、カロマイン＝セクの『結漿』は。

　一いつ瞬しゆんで、大型のケモノを残して群れを全ぜん滅めつさせた。

　そして、更さらに。

　微び小しようの粒つぶはケモノたちを破は壊かいした後、舞まいながら集まり、混まじり溶とけひとつの大きな水すい滴てきとなった。上空にあるから大きさは正確に把は握あくできないが、おそらくはルナの頭ふたつ分以上はあるだろう。

　それがまず、水母くらげに襲おそい掛かかる。液えき体たいでありながら固こ体たいよりも硬かたく、水でありながら刃よりも鋭するどいそれ──『結けつ漿しよう』は、水母の身体に接せつ触しよくすると同時に瀑ばく発はつし、半はん透とう明めいのゲルを無ぶ様ざまに四し散さんさせる。

　そして次。

　再ふたたび微び粒りゆう子しとなった結漿たちはそれぞれが鴉からすに向かっていく。桃もも色いろの霧きりにも見えるそれは、煙けむりが風に吹かれるように鴉を捲まき取り囲む。霧がケモノを侵しん蝕しよくする。眼めから口から鼻から皮ひ膚ふから、ケモノの体内に侵しん入にゆうしていく。ケモノは途と端たんに悶もだえ始はじめた。霧が体内に侵入し暴あばれている。やがて内ない臓ぞうを破は壊かいしながら体内で集合した微び細さいな粒たちは、肚はらを突つき破やぶり空中へ再ふたたび現げん出しゆつした。

　次。

　ひとつの水滴に戻った結漿は緩ゆるやかに空中を旋せん回かいしながら、珠たまの形けい状じようを扁へん平ぺいに潰つぶしていく。高速で回かい転てんしながら遠えん心しん力りよくで引っ張られ三次元の球から二次元の円へと限りなく近付き、そうして平たい円のままケモノに向かって加か速そくした。

　回転。光の反はん射しや。それは、刃。

　それが──飛行し、切せつ断だんする。

　真まつ直すぐこちらへ襲おそい掛かかって来ようとしていた山や羊ぎが、後ろから迫せまったそれによって横に二分ぶん割かつされる。通り過ぎた円は弧この軌き道どうで舞い戻り今度は縦たてになって二分割をまた二分割。ケモノの唸うなり声ごえはそこで途と絶だえるが、円は動きをやめない。四が六。六が八。合計四回ケモノを切断。そして更さらに、扁平な円形が突とつ如じよ分ぶん裂れつした。

　次。

　分割され拳こぶし大だいの粒になり猫を一面取り囲み──すべてが一いつ斉せいに、貫つらぬく。貫くと同時に破は裂れつさせる。破裂させると同時に破壊する。そして破壊すると同時に挽ひき潰つぶす。空中で破壊され細かい肉にく片へんになったケモノは、ぽだぼだと落ち墜おち堕おち。

　空にはもうたった一匹で、狼狽うろたえたように立ち止まるケモノ。

　そいつは背を向けた。

　最後の、一匹──もう、最後の一匹。

　蛇へびは逃げようとしていた。

　結漿は三たび集合し珠たまになった。それは細長く形を変え、まるで針のように先せん端たんを尖とがらせ、弾だん丸がんとなって逃とう走そうするケモノと追いかけっこを始める。速度は比べ物にならない。すぐにそれはケモノに追い付きそして追い越し、追い越した瞬しゆん間かん急きゆう転てん換かんしてケモノの目もく前ぜんに迫せまり、速度を止めてケモノの頭部を包み込んだ。ケモノは空中にいながら、水に浸つけられ溺おぼれる。足あ掻がいてもがいてじたばたして暴あばれて、それでも頭部を覆おおう水はケモノに呼吸を、酸素を与えない。羽は根ねをばたばたとさせ蛇へびの身体をくねらせ蜥蜴とかげの手足で必ひつ死しに水を掻かくが──水は、結けつ漿しようは、壊こわれない。

「……何だ、これ……」ルナはようやく上空を呆ぼう然ぜんと見み遣やりながら、声をあげた。

　意味がわからない。圧あつ倒とう的てき過すぎる。人じん智ちを越こえている。人の所しよ業ぎようではない。『過か学がく』でだって、こんなことが可か能のうなのかどうか。

　ルナの力など、足元どころか問題にもならない。

　化け物、スラムでそう言われた。生物を腐くさらせる毒どく。そんなものが自分の体内に潜ひそんでいるなんておぞましいとさえ思った。しかし。

　これに比べれば、そんなものはさして問題ではない──。

　すぐにケモノが飛ぶことをやめ、落下する。地上に落ちてゆっくりと動きを、生命を止める。

　最後のケモノは溺でき死しした。

　カロマインはそれを見み届とどけてから、唐とう突とつに結漿を解かい除じよする。ばちゃ、という音と共に水すい滴てきは形を崩くずし、ただの血が混じった水となって地面に投げ出され、染しみ込こんでいく。

　最初に殺したケモノたちの血が、骨が、肉にく片へんが幾いくつかぱらぱらと降ふってきた──ようやく、降ってきた。もはや何かの塊かたまりにしか見えないそれらは、カロマインの足元に、ルナの肩に、地面にちらほらと触ふれては落ち、しかし細かく破は壊かいされ過すぎて血の匂においさえ漂ただよわせない。

「終わった」カロマインはこともなげに、まるで他ひ人と事ごとのように言う。

　幾いくつ数える間があっただろう。

　戦せん闘とうは終了する。

　すべてが終わる。

　ルナの動どう揺ようよりも、早く。

　立たち尽つくす暇ひまさえ、ルナには与えられなかった。
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　管かん内ない放送による『ケモノ』という単語を聞いた瞬しゆん間かん、すでにシオンの意い識しきは腹部の痛いたみを忘れていた。

　──ケモノが、いる？

　──ここに？

　その思し考こうに自分自身が硬こう直ちよくする。

　そうだ。いる。医い療りよう員いんが死んだ。そしてセール＝ルウジュが何かしていた。

　あれは、あれは確かに──。

　腹部の代わりに疼うずき始はじめたのは、傷だらけの左腕。

　シオンの目の前が昏くらくなる。

　さっき、レイン＝リィンに言われたことを微かすかに思い出す。

　──『あなたは、それでいいの？』

　いいとは思っていない。心の奥で、それはわかっている。近付くほどに遠ざかる何か。セール＝ルウジュの憎にくしみと悲しみと嘲あざけりに満ちた視し線せん。それは凄すごく厭いやだ。耐たえられない。

　だけど。

　シオンの身体に、シオンの心に、そしてシオンの左腕に染しみ付ついた条じよう件けん反はん射しやは、ケモノへの憎しみを駆かり立たてる。

　止まらない。止まらない。戻れない。私はケモノを憎む。そしてケモノを殺す。

『あいつらがいるから』──。

　殺せばいい。殺意に身を任まかせてしまえばいい。そうしていれば何も考えずに済すむ。殺せば。殺して殺して殺し尽つくせば。殺して殺して殺して殺して殴って潰つぶして切きり裂さいて引き裂いて引き裂いて引き裂いて壊こわして。

　そうすれば、私は──




　──私は──。




　憎しみが、感情を消した。

　条件反射が、理り性せいを掻かき消けした。

　何も聞こえない。管かん内ない放送が終わり、レインとセール＝ルウジュが何かを話し合っていた。それも聞こえない。扉とびらはロックされた。ケモノはここにいない。ならばケモノはどこにいる？

「ケモノ……」シオンは無む意い識しきに呟つぶやく。

　ケモノ。穢けがれたもの。穢れ、そのもの。

　そいつは、そいつらは。

　ケモノはここにいる。

　シオンは飛とび跳はねた。起き上がりシーツを引ひき剥はがし左腕を変へん異いさせ金きん属ぞくの床に裸足はだしで降おり立たった。何か大事なことを忘れているような気がする。しかしそれももう、どうでもいい。冷たい金属の感かん触しよくもどうでもいい。降り立つ時に足がふらつき倒たおれそうになったが手をついて防ふせぐ。走れなければ歩いてでも、歩けなければ這はいずってでも、行って暴あばれて殺して殺せ。

　ケモノがいる。ならば殺さなければ。

　殺さなければ、認めてもらえない──。

　気付いたふたりがこっちを向く。

「シオン！」レインの悲ひ痛つうな叫び声が聞こえる。

「何……!?」セール＝ルウジュの口から驚きよう愕がくが洩もれる。

　だけどシオンはそれをもう、認にん識しきしない。

　立ち上がった。身体に力が入らない。動きが鈍にぶい。それでも。

　──何をしている？

「止めて！」レインが叫ぶ。

　止める？　誰だれを？

「え……？」セールが戸と惑まどう。

「早く！　シオンを止めて！」

　止められるものか。

　シオン＝エシュ──灰はい被かぶり魔ま女じよは、白い衣ころものままよろめきながら走り始めた。扉とびらはすぐそこだ。そこを開けばやつらがいる。殺すべきやつらがいる。私に似たやつらがいる。

　身体に何かがぶつかった。

「止まりなさい！」すぐ近くで声。

　こいつは何だ？

　──邪じや魔まをするな。

　シオンは左腕を振りかざした。どかないと怪け我がをするぞという意い志しを込めて。邪魔をするなら殺すぞという感情を込めて。

　しかし、それを振り回す前に足を払はらわれる。寝たままの生活で弱った筋きん力りよくは冷れい静せいでない思し考こうと相まって、あっさりとそれに引っ掛かり転ころぶ。

　仰あお向むけに倒たおれ頭を打つ。痛いたみはない。しかしその刹せつ那な、左腕、変へん異いのない部分、上じよう腕わんを強く押さえ付けられる。続いて首。それから右腕。セール＝ルウジュがシオンの上に乗っかり、身体を床に留とどめていた。

「あああああああ!!」シオンは叫び狂きよう人じんのように暴あばれる。しかし首を押さえられ呼吸が上う手まくできない。力が入らない。足を振り上げて蹴けり飛とばそうとするがそれも失敗する。セール＝ルウジュは右腕でシオンの左腕を、左腕で首を、左足で右腕を、そして右足と腰で胸を圧あつ迫ぱくしていた。動きが取れない。
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「鎮ちん静せい剤ざい！」セールが叫んだ。

「離はなせえっ！」シオンは暴れる。

　しかしやはり動けない。

　そうこうしているうちにレインが走り寄ってくる。手に何か細長いものを持っている。

「やめろおっ！」何をする気──

　右腕に微かすかな痛み。

　押し付けられた細長い立方体。その上部にくっ付いたスイッチを、レインの指が押す。

「やめろ！　やめ……」

　途と端たん、異い物ぶつが体内に侵しん入にゆうする感かん覚かく。直後から身体の動きが鈍にぶくなり、そして触しよつ覚かくが痛いたみを感じた部分から消しよう失しつしていき、意い識しきが、遠くなって──。

　最後に、レイン＝リィンの酷ひどく悲しそうな顔が網もう膜まくに映った。

　シオンの意識は高こう揚ようしたままに、深い所へ沈しずんでいく。




　その光こう景けいを見ながら、レイン＝リィンはゆっくりと息を吐はいた。

　注ちゆう射しや器きを放り出し、顔を歪ゆがめる。

　──見み誤あやまっていた。

「なに……なんなのこいつ……」まるで狂きよう人じんでも見るかのような眼めで、抵てい抗こうをやめたシオンの身体からセールが退どいた。

　まだ話をしている途と中ちゆうだったのに、とレインは思う。緊きん急きゆう事じ態たいが起きてそのことを失しつ念ねんしていた。悪い時に悪い事が重なった。

　シオン＝エシュが持っている、ケモノへの憎にくしみを理解していたつもりだった。

　それなのに、こんなことになるなんて。

　シオンは意識を失い昏こん倒とうして、瞼まぶたを閉じている。可か愛わいい少女にしか見えない寝顔は、だからこそレインにとっては悲しい。

　ふと、シオンの左腕の変へん異いが解とけかかっているのに気付いた。慌あわてて立ち上がり、シーツを手た繰ぐり寄よせ身体に被かぶせてやる。

「く……」それからやっと歯は咬がみして、俯うつむいた。

　この娘こはどうしてこんなふうになってしまったのだろう。

　それは半分以上が自分の責任でもあることはわかっている。何しろ、三年前──ケモノを憎むことで精神の均きん衡こうを保たもつように仕向けたのはレイン自身だったのだから。

　確かに、他に方法はなかったと今でも思う。あらゆることを試ためした結果、そうする他に、シオンを狂きよう気きから引き戻すことはできなかったのだから。

　でも、だからこそ。

　それが故ゆえに、レインには後こう悔かいがある。

　この娘は脆もろい。そして、弱い。

　レインにとって弱さとは脆さであり、強さとは安定だった。そのつもりだった。

　だからシオンの『弱さ』を『強さ』に変えようと、今までずっと力を尽つくしてきたのだ。

　確かに以前に比べ、精神は安定した。

　信しん念ねんと意い志しを身に付け、自分の足で立てるようになった。

　しかし、この少女は。

　脆さを安定に変えていたのではない。殻からで脆さを隠かくしていただけだ。

　それこそ少女の左腕──『魔ま女じよの剣』などと呼ばれる変へん異いと同じように。

　鋭するどい刃と棘とげに囲かこまれたその内うち側がわは、傷だらけの生なま身みでしかない。そのことを知っていた。知っていたはずなのに──。

　眼めを背そむけていたのかもしれない。

　レインは泣きそうになって、かけていた眼鏡めがねを取り眼を擦こする。

「…………ねえ……」思わず、呟つぶやいた。

「レイン……？」セールが怪け訝げんな声でこっちを見る。

　熱くなった胸の奥で、それはどこか遠くに聞こえた。

　──約束したはずなのに。

「私……どうすればいいの？」

　小さな、掠かすれた声が洩もれた。自分でも気付かないままに。

「あの……レイン？　こいつ、あたしが運ぶ？」

　セールが寝しん台だいを指差しながら、そんなレインに怖おず怖おずと呼び掛ける。

　レインはその言葉に少しだけ引き戻され、涙なみだを堪こらえ、胸を押さえて答えた。

「いいえ、私が……運ぶわ。私が、ひとりで」
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　カロマイン＝セクは、驚きよう愕がくし硬こう直ちよくし呆ぼう然ぜんと自分を凝ぎよう視ししているルナ＝イルを見て思った。

　──無む理りもない。

　この幼よう生せいはまだ孵ふ化かしたばかりで、羽う化かしていない。自身の力などまるで理解しておらず、ただ自分が自分として生まれた意味を探さがしているのだから。

　生まれたことに意味などないと気付き、所しよ持じした力にこそ意味があると気付かなければ──目の前で起きた喜き劇げきなど、惨さん劇げきとしか捉とらえられないだろう。

「君は知らない」だからカロマインは、言った。

「君の力とて、本来は私と同列に位置付けられるものだ」

「……え……？」呆ぼう然ぜんとしたまま、ルナ＝イルはこっちを見る。

　この幼生に興きよう味みがある訳わけではなかったが、いずれ使えるようになった暁あかつきにはそれなりの役目を与えなければならない。即すなわち味み方かたか、或あるいは敵てきか──ならば今のうちに少しでも自じ覚かくを持ってもらっておいた方がいい。

「こんなものは片へん鱗りんだ。一いつ端たんでしかない」

　同時に、自分に対しての畏い怖ふも。

「確かに、君はこれと同じことはできないだろう。しかしこれ以上のことができるとも言える。それを覚えておけ」だから心にもないことを、平へい然ぜんと言う。

　孵化したばかりで羽化にはほど遠い幼生。『母』と『連れん結けつ』するまでは生かすも殺すもカロマインの指先ひとつでどうにでもなる。ならばなおのこと、今のうちに手を打っておくべきだ。

「思い出せ。そして忘れるな。学習しろ。そして反はん復ぷくしろ。どうするのがお前本ほん来らいのやり方だ？　他の誰だれでもない、お前自身のやり方だ？」

「……何を……意味がわからない」ルナの声は淡あわい。戸と惑まどっている。その様よう子すは愚おろかだ。

「まあいい」だからカロマインは唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。本人は笑っているつもりだが周まわりからはとてもそう見えない、作り物のような微び笑しようを浮かべて、まるで誘ゆう惑わくするかのように。

「じきにわかる」──すぐにわからせてやろう。

　カロマインは耳を澄すます。気け配はいがあった。

　──次回に回そうと思っていたが、丁ちよう度どいい。

　時間は限られている、とウェポン管かん理り部ぶ部長は言った。それは管理部部長の時間であってカロマインの時間ではなかったから、焦あせるつもりも急ぐつもりもなかった。しかし──早いに越したことはない。

　この少年を強くしておけば、カロマインにとっても都つ合ごうがいい。

　カロマイン＝セクの認にん識しき下かにおいて、弱さとは単たん純じゆんに崩くずれ落おちることであり、強さとはもっと単純に暴ぼう力りよくと同義だった。だから、そう思った。

　確かに心の『弱さ』が気になるところではある。将来『羽う化か』し『母』と『連れん結けつ』した時に、大きな欠点となり兼かねない。ただし、それはこれから矯きよう正せいしてやろう。

　そもそもエデン上じよう層そう部ぶから受けた命令は至いたって単たん純じゆんなものだった。

　即すなわち『使えるようにしろ』。

　そういう命令を受けたのなら、使えるようにしてやりさえすればいい。

　少なくとも今は、言う通りにしておこうではないか。

　ルナ＝イルは戸と惑まどったまま、疑ぎ念ねんの表情でこっちを見ている。

　それがまた、面おも白しろい。この少年をこれからどういうふうに染そめていくか──。

　地面の下から、小さな振しん動どうがある。少年は愚おろかにも、まだ気付いていないようだ。

　破は壊かい衝しよう動どうにも似た感情が、カロマインの胸きよう中ちゆうにあった。
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　シオン＝エシュは、眠りに落ちていた。

　レイン＝リィンはそれを、黙だまって見守る。

『鎮ちん静せい剤ざい』と名付けられたその薬品は、短時間の睡すい眠みんを無む理り矢や理りに与える代しろ物ものだった。眠りは深く、そして短い。投とう与よする量にもよるが、さっき打った量ではせいぜい一時間程度の効きき目めしかない。特に、この少女に効き目は薄うすいだろう。

　昔、何度も錯さく乱らんして暴あばれる度たびに、この薬を身体に注入しておとなしくさせてきた。繰くり返かえし使えばそれだけ薬品に馴なれ、効こう果かは薄くなる。もちろんそれがシオンの身体にとってあまりいいことではないというのは自明だったが──あの時も、今も、どうしようもないのは相変わらずだった。暴れると、手が付けられない。

　少女の筋きん力りよくは純じゆん血けつのレインより遥はるかに強い。一般的に純血種よりも変へん異い種しゆの方が膂りよ力りよくに優すぐれていると言われる。少女はその典てん型けいだった。生まれながらに持ち合わせ、そしてそうならざるを得なかったのだろう。ともすればレインよりも華きや奢しやに見えるのに。

　筋力だけではない。執しゆう念ねんも、感情も、激情も。表に表さないだけだ。レインよりも遥かに激しく、少女の心は胸きよう中ちゆうで目まぐるしく動いている。

　だから薬の効果にあまり期き待たいはできなかった。

　──それまでにこの事じ態たいが収まればいいのだけど。

　レインは再ふたたび、寝しん台だいの上で眠ねむる少女の髪を薄く撫なでる。白い衣服の襟えり元もとには木製の飾かざりが付けてある。

　それが死んだシュシュ＝ケイトの持っていた髪かみ留どめだということを、レインは知っていた。セールは気付いていないようだったが、毎日シオンを見ているレインなら、それくらいはわかる。

　優やさしさと狂きよう気きを同どう居きよさせた少女。

　優しさ故ゆえにかつて狂くるい、そしてまた今狂いつつある少女。

　愛いとおしいと思う。

　だけど一方で、欺ぎ瞞まんなのかもしれないと思う。

　レインはシオンの支ささえになりたかった。現在その目的は多た分ぶん、果はたされている。

　しかしそれはシオンが自然に求めてそうなったのではない。レインしか、シオンを抱だきとめる者がいなかっただけのことだ。

　──そうだとしたら──。

　レインは瞼まぶたを閉じた。

　あの表情。ケモノを前にした時に見せる、鬼き気き迫せまる無表情。まるで笑いながら泣いているかのような、自分の身を削けずるような小さな表情。

　その表情を作り出してしまったのは、シオン自身と、そしてレインだ。

　自分のやってきたことは何だったのだろうか。

　自分がやってきたことに意味があるのか。

　本当にこれでいいのか。また間ま違ちがってしまっているのではないか。

　レインは唇くちびるを噛かむ。微かすかな痛いたみは、しかしレインの葛かつ藤とうをどこへも導みちびいてはくれない。
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　ウィム＝クラウトのいる集落の南なん壁へきでも、戦せん闘とうはほぼ終了していた。

　襲おそってきたケモノの数は決して少なくはなかったが、とりたてて多くもなかった。熟じゆく練れんしたウェポンたちは落ち着いて、しかし油ゆ断だんすることなしに、そいつらを手て際ぎわよく片付けていく。ウィムはいつものように、生まれ出た『仔こ』を指先から伸ばした蜘く蛛もの糸でのんびりと搦からめ取とりながら、後こう方ほう支し援えんをこなす。

　ウィム自身、その仕事に向いている、と自じ覚かくしていた。

「よ、っと」何度目かの投とう擲てきで一度に複数のケモノを捕ほ獲かくする。粘ねん度どの高い糸はケモノの動きを奪うばい、或あるいはそのまま窒ちつ息そくさせて地面に転ころがす。

　ウィムの変へん異いは、それほど強い部ぶ類るいには入らない。

　確かにこうして一度に複数のケモノを相手にするのには有用だ。しかしそれは裏うらを返せば、大きなケモノ一匹を相手にするには決定的に足りないものがあるということだ。

　それはつまり、殺さつ傷しよう力りよく。力。純じゆん粋すいな暴ぼう力りよく。

　ケモノたちを相手にしながら、ルナ＝イルのことを考えた。

　自分が役に立たないことを酷ひどく気にして落ち込んでいる少年は、しかしウィムよりも実は遥はるかに強い。稀き存ぞん種しゆの力は、暴ぼう力りよくは、そういう意味で圧あつ倒とう的てきだ。たとえば一対一でウィムとルナが戦ったとするなら──百回やって百回とも、間ま違ちがいなくルナが勝つ。質が違ちがうのだ。

　向き不向きはある。そのことを何度も言ってきた。だけど、やはり納なつ得とくはしてくれない。

　困ったもんだ、と苦く笑しようする。その間にも確実にケモノを搦からめながら、小さく息を吐いた。

　後こう方ほう支し援えんは確かに新しん米まいの役目だ。ウィムのようにそれに特化してずば抜けている訳わけでもない以上、新しく入ったウェポンはまず後方支援をやらされ、それに慣なれてから本格的な戦せん闘とうを任まかされる。便びん覧らん通りの対たい応おうは、稀き存ぞん種しゆであろうと例外はないのだろう。

　しかし、例外はある。それは周しゆう囲いが持つ、期き待たいだ。

　稀存種という存そん在ざいが要するに何なのか、ウィムは知らない。フィオナ＝レスファもカロマイン＝セクも、方向性は違うが一いち様ようにどこか不ふ可か解かいで、理り解かいし難がたい圧あつ倒とう的てきな何かを持っている。先せん達だつがそうである以上、ルナの『稀存種』という銘めいは周囲に期待をもたらす。後方支援くらい楽にやれて当然、そんな考えが誰だれにだってあるのだろう。

　だが、ウィムはそう思わない。思えない。

　初めて会った時から、ルナ＝イルは少年そのものだった。新しい環かん境きように戸と惑まどい、それでも必ひつ死しで虚きよ勢せいを張りながら、自分を守り環境を受け入れようともがく、少年でしかなかった。稀存種らしさなど微み塵じんもない、ただ他人とは少し違う力を持っただけの、新入りのウェポンだった。

　最後のケモノに糸を放はなち、地面に落とす。動いているものはもう、見当たらない。腕から力を抜きながら、ルナのことを考える。

　──今、どうしているだろう。

　カロマイン＝セク──第二稀存種。『悪あく魔ま』の俗ぞく称しようで呼ばれる、ウェポンで最も不ふ可か解かいな、しかし高度の存在。圧倒的な強さと絶ぜつ望ぼう的てきな不ふ条じよう理りさを兼かね備そなえた、あらゆる意味で『天使』──フィオナ＝レスファと対たい照しよう的てきかつ対たい称しよう的てきに認にん識しきされる存在。

　そこにルナは、何を見るのだろう。

　酷ひどく気になった。同時に、酷く心配だった。
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「あたし、そろそろ行くわ」

　張はり詰つめた空気に緊きん張ちようを感じながら、セール＝ルウジュはそう言って唇くちびるを結んだ。

「……気を付けるのよ」レイン＝リィンが立ち上がり、セールの顔を真まつ直すぐに見み遣やる。

「わかってるわ。……もうこの怪け我が人にんを止められなくなっちゃうけど、ね」

　レインの言葉に、微ほほ笑えむ。

　シオンを昏こん倒とうさせた後、セールは出動すると提てい案あんした。レインは危き険けんだと反対したが、譲ゆずらなかった。ウェポンならウェポンの仕事を果はたさなければならない。ここには守らなければならない存そん在ざいが、ふたりもいるのだから。

　外部の状じよう況きようが気になる。リカ＝エニは無ぶ事じだろうか。イーノ＝ユアはどうしているだろう。他の仲間だって、同じだ。しかし、今はそれを気に掛ける余よ裕ゆうはないし気に掛ける状況でもない。彼女たちもウェポンなのだから、自分の身くらいは自分で守れる。だから気になってはいても──さほどの心配はしていなかった。

　それよりも今ここに、自分の身を守れない人間がふたりいる。ひとりはウェポンではなく、そしてもうひとりは負ふ傷しようしている。ひとりはセールの大好きな存在で、もうひとりは気に入らない存在だったが、それでもセールの心情に、区別はない。

「扉とびらの前で戦う。ここには絶ぜつ対たい、侵しん入にゆうさせない」

「頼たのんだわ」

　だからセールが選んだのは、第二医い務む室しつの防ぼう衛えい。

「こいつを守るってのも癪しやくだけど……しょうがないわ」苦く笑しようを混まじらせて、セールは青あお鈍にび色いろの上着を羽は織おりなおした。左腕の袖そでが肘ひじまでしかない、シオン＝エシュと正反対の上着。

「セール……」

「わかってるって。……あたしもね、わかってたのよ。こいつに当たったってどうにもならないってことくらい。この子が悪い訳わけでもないのよね。それに、今いま更さら何かをしたところで、シュシュはもう戻ってこない」セールは無む理りに笑えんだ。

　レインはごめんなさい、と小さく呟つぶやいた。

「でもね」しかし、セールは直後に笑え顔がおを消し、

「こいつのやり方を肯こう定ていした訳じゃない。こいつのやり方は間ま違ちがってると、あたしは思ってる。それだけは誤ご解かいしないでね」

　厳きびしい表情で、言う。

　レインは頷うなずいた。

「わかってるわ。それとこれとは別よ」

「そ。ならいいわ。じゃ……行くとしますか」

「ええ」

　覚かく悟ごを決めた視し線せんを、ふたりは交かわす。

「行動……開始」

　同時に立ち上がり、扉まで迷まよいなく歩き、

「扉半分だけ開くわ。開閉時間は〇・三秒。いい？」

「充じゆう分ぶん！」

　レインは視線に鋭するどいものを宿らせて、高らかに告つげた。

「ウェポン、セール＝ルウジュ、出動しろ。命令は唯ゆい一いつにして絶対！」

　そしてセールに一歩近寄り、

「生きて戻ること！　いいわね」悪戯いたずらっぽく、笑う。

「了りよう解かい！」セールも同じように、

「命令を復ふく唱しようします。

　ウェポン、セール＝ルウジュ、管かん理り部ぶ副部長並ならびに負ふ傷しよう者しや一名を、全力で以もつて護ご衛えい！」

　笑う。

　レインはその笑え顔がおを受けて扉とびらの開閉パネルに手を遣やった。

　セールは唇くちびるを引ひき締しめて扉の前で身み構がまえる。

　手順を確かめるように操そう作さし、開閉時間、開閉速度、開閉度を入力。

　最後に秒読み時間を決定して、

「五……」

「四……」

　交こう互ごに声をあげ、

「三……」

「二……」

　呼吸に合わせて秒読みをして、

「一……零れい！」

　ふたり一いつ緒しよに叫ぶと同時に。

　扉は刹せつ那な、開き、

　セールは飛び出した。
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「さて、第四稀き存ぞん種しゆ」

　カロマインはルナの感情にまるで頓とん着ちやくせずに、無む機き質しつな視し線せんを向ける。

　不ふ意いに呟いた。

「もう一匹、いるぞ」

「……え？」

　淀よどんでいたルナの感情が、その言葉に止まる。

　握にぎり締しめていた拳こぶしが緩ゆるみ、沈しずんでいた表情が俄にわかに浮ふ上じようする。

　──もう、一匹？

　言葉の意味を反はん芻すうする。もう一匹。何が？　ケモノが？

　音が聞こえる。ようやく、それに気付く。

　ルナは我に返った。地面。地面の下が、何か震ふるえている。

「今度は任まかせる」

　こともなげにカロマインは言う。そこに感情はない。表情はない。何もない。空くう疎そなまま、空くう虚きよなまま、まるで虚こ空くうに向かって話しているかのように、

「ひとりで、やってみろ」

　──ひとりで？

　試ためされるような、或あるいは任まかされるような口く調ちよう。

　ルナは無む言ごんで地面を見み遣やる。今やはっきりと、気け配はいがある。今まで気付かなかった自分に腹が立つが、カロマインの存そん在ざい感かんがすぐにそれを打ち消す。

「ひとりだ。私は私の力を見せた。故ゆえに今度は、お前がお前の力を示せ」

　カロマインは俄にわかに饒じよう舌ぜつさを増まし、よく通る無む機き質しつな声でもってルナの心臓を鷲わし掴づかみにする。

　それはまるで──演えん説ぜつのような。

「遠えん慮りよも躊ちゆう躇ちよも呵か責しやくも油ゆ断だんも無む用ようだ。研とぎ澄すまして集中しろ。本ほん能のうの赴おもむくままに、殺さつ意いの諮はかるままに、衝しよう動どうの弾はじけるままに。お前自身の力を以もつて、こいつを捩ねじ伏ふせ捻ひねり潰つぶし殺し尽つくせ」

　それはまるで──誘ゆう惑わくのような。

「君はひとりだ。唯ゆい一いつのひとりだ。夜を混まぜ時を進めて腐ふ敗はいと狂きよう気きを世界にばら蒔まく四番目の御み使つかいだ。君が自分の名を知っているのならば、君は自分の所以ゆえんを識しらなければならない」

　それはまるで──

　まるで共振のような。

「殺せ」カロマインは笑えむ。口だけで笑む。

「天使のように。悪あく魔まのように。月のように」

　突とつ如じよ、地面が盛もり上あがった。

　そして、割れる。

　ルナは飛とび跳はねた。身み構がまえて睨にらむ。地面から突き出ているのは土竜もぐらの手。ただし大きさは人の足ほどはある。それがのぞのぞと動き、やがて腕と顔を出す。

　土竜の両手は螻蛄おけらの身体に繋つながっていた。足はまだ地面に隠かくれて見えないが、蟻ありと鳥を足して二で割ったような顔をしている。昆虫の複ふく眼がんそして触しよつ角かくに、嘴くちばしが醜みにくく、くっ付いていた。

　地中から現れた、最後のケモノ。

「さあ行け！」カロマインの声。

　ルナは体たい勢せいを低くして、身構えた。

　感情が高こう揚ようしていた。何な故ぜかはわからない。単たん純じゆんに乗せられてしまっただけかもしれない。そう思う程度の冷れい静せいさは残っている。

　しかしやはり、解とき放はなたれたという感かん覚かくが身体を身軽にさせていた。

　こいつは一匹。自分もひとり。

　こいつにも自分にも、命令はない。

　こいつにも自分にも、仲間はない。

　後こう方ほう支し援えんではない。戦いだ。

　周まわりには誰だれもいない。誰も腐くさらせずに済すむ。

　ルナは左手に月を浮かべる。

　月、或あるいは凶まが玉たま。体内で生成した、有ゆう機き物ぶつを腐ふ敗はいさせる毒の塊かたまり。

　ケモノが弾はじかれたようにこっちを向く。複眼がルナを捉とらえる。嘴くちばしが開きけけぇ、と短い音が洩もれる。身体がまた少し地面から露ろ出しゆつして、土竜の手、片方が振りかぶられる。

　その腕に、飛び掛かった。

　きぃぃ、とケモノが鳴ないた。土を掘ほるために発達した大きく細長い指と長く伸びた爪つめ、その中心にぽっかりと穴が開いている。ルナは再ふたたび月を宿す。穴の開いたケモノの手にもう一いち撃げき。

　指の根元が腐くさる。骨ほねが風ふう化かし崩くずれる。肉が溶とけ神しん経けいが切せつ断だんされて地面に落らつ下かしてくる。

　反はん対たい側がわから衝しよう撃げきの気け配はい。横よこ殴なぐりに来たもう一方の手。察さつ知ちして垂すい直ちよくに飛び跳はね躱かわし、そのまま落らつ下かの勢いきおいで両腕を振り上げ今度は蟻の複ふく眼がんに振ふり降おろす。砕くだけた固体の破は片へんを混まじらせた液体がそこから溢あふれルナの両手を濡ぬらす。しかしそれは一いつ瞬しゆん。掌てのひらから立ち上る瘴しよう気きはケモノの体液を風ふう化か蒸じよう発はつ乾かん燥そうさせ後には塵ちりも残らない。

　着地と同時に横に飛とび跳はね、更さらに露ろ出しゆつした螻蛄の背中へと廻まわり込こみ凶まが玉たまを握にぎり込こんだ半開きの拳こぶしを突き出して殴る。衝しよう撃げきで毒は破は裂れつして高こう濃のう度どの瘴しよう気きが発はつ散さんし外がい骨こつ格かくを風ふう化かさせその中の肉が腐敗する。

　憎にくしみなど一いつ片ぺんも混まじらない純じゆん粋すいな殺さつ意い。

　ルナはそれに酔よい始はじめている。

　高こう揚ようし、

　また跳ねて次の攻こう撃げきに移る。
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　外に出た瞬しゆん間かん、飛び掛かってくる気配。

「ち！」舌打ちして躱かわす。脇わきを過ぎ去った小型のケモノが一匹。見み渡わたせばその他にうろうろしているのがもう二匹。

　まずは三匹。

　左腕、手首少し上から、細い針のような、海鷂魚えいの尻尾しつぽのような、長く硬かたいものを四本生えさせる。それがセールの変へん異いだった。腕から突き出、滑なめらかに曲がり、手を取り囲むように真まつ直すぐに伸びたそれをかざしてケモノと対たい峙じする。

「さぁて」セールは臨りん戦せん体たい勢せいで、笑う。

　一匹、こっちに歩いてきた──鳥の羽は根ねを持った蜘く蛛もに走り寄る。

　小さいとはいえ、気は抜けない。相手にするのは訓くん練れん用ようのケモノではあったが、いつどこから襲おそってくるかわからないという点では実戦と同じだ。それに、廊ろう下かは狭い。腕を広げてふたり分程度の幅はばはあるが、外とも訓練場とも違う。

　蜘く蛛もの吐く粘ねん液えきをすれすれで躱かわし、横に廻まわり込こむ。小さいから身を屈かがめ、左腕でそいつを殴なぐる仕し種ぐさをする。必ひつ然ぜん的てきに拳こぶしが当たるより前に、四本の針がケモノに突つき刺ささった刹せつ那な。

　セールは突き刺したケモノを持ち上げ、電気を流し込んだ。

　ばちちちちちちちちちぃ、と弾はじける音が金きん属ぞく製せいの廊下に響ひびく。放ほう電でん中ちゆうはケモノを床に接せつ触しよくさせる訳わけにはいかないから気を遣つかう。痺しびれ痙けい攣れんしつつ灼やけていく蜘蛛をしかめ顔で睨にらむ。そのままきっかり素す早ばやく、ふたつ数えて発電を停止。

　腕を振り、その勢いきおいでケモノを壁かべに叩たたき付つける。

　不ふ快かいな、生物の茹ゆだり焼ける臭におい。ケモノは死んだ。

　セールの変へん異いは強い。他のウェポンに比べても強い部ぶ類るいに入る。一対一の戦せん闘とうで遺い憾かんなく発はつ揮きされるということは、自分でも理解していた。

　だけど、それは──。

　もう一匹がすぐに迫せまってくる。今度は魚の鱗うろこを纏まとった蜥蜴とかげ。そいつの動きを捉とらえ掬すくい上あげるようにしながら針を突つき刺さし短く放電しその勢いで捨て、振り返って背はい後ごから忍しのび寄よってきた髪かみ切きり虫むしのようなケモノを蹴けり飛とばす。

「結けつ構こう厄やつ介かいなのよねぇ」セールは軽かる口くちを叩たたいた。

　対たい多た数すうの戦せん闘とうに、自分の変へん異いは向いていない。発電は体力の消しよう耗もうも激しい。分ぶが悪いのは明らかではある。

　しかし、それでも。

「一匹も通さないよ！」不ふ敵てきに笑う。

　そして、思う。レインは大事な存そん在ざいだ。灰はい被かぶり魔ま女じよは気に入らないが──シオン＝エシュだって──少なくともシュシュを看み取とった奴やつには違ちがいない。

　──守り通してやるわよ。
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　そしてケモノは、どう、という鈍にぶく大きな音をたて地面に平ひれ伏ふす。

　ルナは息を荒あらげながら、その様よう子すをじっと見ていた。

　恍こう惚こつ感かんがある。

　エデンに来てから初めて、存ぞん分ぶんに戦えた。誰だれに憚はばかることもなく、自分の力のなさに嘆なげくこともなく、全力で渾こん身しんに完全にたったひとりで、このケモノを殺した──。

　息が弾はずみ、肩が上下している。

　頭部の腐くさったケモノは、ぴぐぴぐと痙けい攣れんしながら動かない。『仔こ』を生み出す可か能のう性せいもあったが、ケモノというのは強ければ強いほど、死体から『仔』を為なす可能性が低いという。これだけの大きさを持っていれば、可能性は低かった。

「……やった」小さく声を上うわ擦ずらせる。

　ケモノの呼吸は未だ止まっていない。しかしじき、止まるだろう。

　──殺した。

　後ろでぱち、ぱちぱち、ぱち、と手を叩たたく音が聞こえ、ルナは振り返った。

「カロマイン……セク」

　見るとカロマインが、外がい套とうの隙すき間まから真っ白な両腕を出し、拍はく手しゆしている。その様よう子すはゆっくりでわざとらしく、大おお仰ぎようで感情が見えない。

　それでも祝しゆく福ふくはしてくれているようだ。

「そうだ。それでいい」カロマインは唇くちびるの端はしを歪ゆがめる。

「君の力はそういうものだ。より強く、より大きく、より恐おそろしい存そん在ざいと対たい峙じしてこそ本来の力が発はつ揮きされる」

「……そういう、もの？」

「君はひとりでいい」カロマインは微わ笑らう。

　唇の端を引ひき攣つらせただけの、仮か面めんのような笑えみだったが──それでもルナは嬉うれしくなった。

「誰だれの力もいらない。誰に遠えん慮りよすることもない。今まで君が失敗し続けていたのは、君が弱かったせいではない。君の周まわりが弱かったせいだ」

　──そう……なのか？

　微かすかな違い和わ感かんがルナの胸を走る。しかし与えられた恍こう惚こつはそれをすぐに脇わきへと追いやる。

　それでいい、そう言われたことに対しての歓よろこびの方が遥はるかに大きい。

　ルナは笑う。

　それは自分で意い識しきしてはいなかったが、唇の端を歪めただけの、カロマイン＝セクのそれとよく似た笑い方だった。




　一方カロマイン＝セクは、そんなルナの様子を見ながら心しん中ちゆうで思う。

　──やはり影えい響きようを受うけ易やすい。

　年齢特とく有ゆうの感かん受じゆ性せいと見るか、少年の持って生まれた性さがと見るか、それは判はん然ぜんとしなかったが、どちらでも構かまいはしなかった。──何にせよ、操あやつり易やすいのに越したことはない。

　稀き存ぞん種しゆであるが故ゆえの破は壊かい本能、そして稀存種であることへの矜きよう持じ。前者は先天的に持って生まれるものだが、後者は与えられるか教えられるかしなければ身に付かない。喩たとえば『天使』──フィオナ＝レスファは、前者も後者も悠ゆう然ぜんと、穏おだやかにたおやかに同どう居きよさせている。その両立は彼女本来の安定した精せい神しん構こう造ぞうによるものだったが、この『月』──ルナ＝イルは違ちがった。精せい神しん構こう造ぞうは不安定で、他人に拠よらなければ安定を得えられないようだった。

　まるで、カロマインの知っている『あいつ』のように。

　似ているな、と思う。そういう弱さを抱かかえた部分が、重なって見えると思う。

　──同じ女に育てられたのだから、当然と言えば当然か。

　カロマインはそれに思い当たり、僅わずかに納なつ得とくし、そして。

　ならば、と心の裡うちでほくそ笑えむ。

　本当に、操そう作さするのは容よう易いだ。

　こちらを見ながら笑みを浮かべる少年に、カロマインは拍はく手しゆを送り続ける。
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　そうして、その頃ころ。

　男がひとり死んでいたはずの、集落の中心近くにある家か屋おくの部へ屋や。

　そこは無人だった。

　微かすかに血の痕あとがぽつぽつと、床に付ふ着ちやくしてはいる。

　しかし、そこにはもう、誰だれもいない──死体さえも。

　血けつ痕こんは雫しずくとして点々と落ちながら、扉とびらの方へと続いている。




　更さらに、バベル第十三階かい層そう──エデン本部。

　第三区く画かく、訓くん練れん区く。

　女がひとり死んでいたはずの、機械群に囲かこまれた管かん制せい室しつの一いつ画かく。

　そこもまた、無人だった。

　夥おびただしい量の血ち溜だまりは半ば乾かわきかけて、固体と液体の中間の存そん在ざいへと変化している。

　しかし、そこにはもう、誰もいない──死体さえも。

　血痕は引ひき摺ずった跡あとのようにだらだらと伸びながら、これも扉の方へと続いている。







[image: 第五章　それらは決壊する]










　　　　１




　襲おそってきたケモノを殲せん滅めつさせ戦せん闘とうが完全に終了し、集落の中心に帰る途と中ちゆうで、ウィム＝クラウトは、一いつ緒しよにいたウェポンの一団と、それを見た。

　それは、無人の集落を歩く人ひと影かげだった。ウィムは仲間のウェポンたちと歩く道すがら、首を傾かしげる。確かに戦闘は終了した。ケモノは全ぜん滅めつし、外は安全ではある。

　しかし、そのことを長おさに伝えてもいないのに、何な故ぜ外出している人間がいるのだろう？

「ちょっと、そこのあんた！」疑問を感じたので、人影に大声で呼よび掛かける。

「何かあったのか!?」

　人影は答えない。両手をだらりと伸ばし、のろのろと、しかしちぐはぐに歩いている──一歩のたびに同じ側がわの腕と足を前に出し、驢ろ馬ばか何かのように大きく揺ゆれながら。

「……何だ、あいつ？」それに気付いたウェポンが小さく、不ふ審しんげに呟つぶやく。

　──おかしいな、と小さな声がある。

　遠とお目めに見えているから細かい表情まで確認できないが、何か雰ふん囲い気きがおかしい──、と。

　そして、ウェポンたちがざわめき始めた瞬しゆん間かん、不ふ意いに。

　それは、立ち止まり、そして──。

「え？」誰だれかが素すっ頓とん狂きような声をあげる。

　ウィムは、眼めを見開いた。

「あ」誰かが間ま抜ぬけに反はん応のうする。

「おい……今の」

　遅おくれて誰もがそれに気付き、一団に混こん乱らんが広がる。

「何だ!?　今のは!?」

　異い変へんを目もく撃げきした彼らは、一いち様ように硬こう直ちよくした。

　それは──その人影は。

　急に歩みを止め大きく仰のけ反ぞった後。

　明らかにヒトでは有あり得えない動きで撥ば条ねのように跳はね、建たて物ものの向こうに、消えた。




　同時刻。

　緊きん急きゆう作戦行動に従じゆう事じしていたウェポンたちの中でも、第二区く画かく周しゆう辺へんで戦闘していた一部が、それと遭そう遇ぐうした。

　それは、人間の姿すがたをしていた。ウェポンたちは廊ろう下かを歩くその人影に気付くや、ある者は安あん堵どしある者は慌あわて、ようやく仲間が来てくれたという表情を浮かべながら、それでも全員が声を掛けたり走り寄ったりした。

　しかしそれらの行動はことごとく、途と中ちゆうで止まる。

　人ひと影かげは両手をだらりと伸ばし、のろのろと、しかしちぐはぐに歩いている──背中を極きよく端たんに丸め足を引ひき摺ずり、猿さるか何かのように動物じみた姿し勢せいで。

　それは明らかに、異い常じような光こう景けいだった。だから目もく撃げきした全員が、歩みを止めた。

　それは──その青あお鈍にび色いろの上着はよく見ると、変に赤黒く染そまっている。あまつさえ、肩から腹部までが裂さけ、赤い肉や白い骨ほねや黄色い脂し肪ぼうまでもが覗のぞいている。

　そして。

　悲ひ鳴めいがあがる。

　それは──その人影は。

　急に歩みを止め両腕までもを地面に落とし。

　明らかにヒトでは有あり得えない動きで虫か蜥蜴とかげのようにわしゃわしゃと這はい始はじめ、壁かべを昇のぼり天てん井じようにくっ付き状じよう況きようの呑のみ込こめずにいるウェポンたちを無む視しし、廊ろう下かの奥へと、消えていった。
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　外の気け配はいも静まっている。戦せん闘とうは完全に、終了しているようだ。

　カロマイン＝セクはうっすらと笑みながら、ルナ＝イルを見み詰つめていた。

　それは作り物の笑え顔がおだったが、本人はそうと意い識しきしてはいない。そもそも笑った記き憶おくなど、殆ほとんどない──嗤わらった記憶ならあるが。それでもカロマインは、少年に笑顔を向けていた。この場合そうしておくのが自然だと考えたからだった。

「君は大だい丈じよう夫ぶだ」そして、言う。

「これから先も、この調ちよう子しでやればいい」

　少年は答えない。満足げな表情でケモノの死体を見み遣やり、尚なおも息を弾はずませながら興こう奮ふんした気け配はいを崩くずさない。

「そろそろウェポンたちが帰ってくる」

　少年は視し線せんをケモノに向けたまま、小さく頷うなずく。

「ケモノの死体を見て、彼らは何と言うだろうな」畳たたみ掛かける。少年は聞いているのかいないのか、ごく薄うすく微ほほ笑えんだ。

　まるで作り物のように。

　その様よう子すに心しん中ちゆうで嗤いながら、カロマインは背を向け、歩き出した。

　戦闘が終了したことにはさして感かん慨がいがない。しかしこの埃ほこりと光に汚よごれた空気は吸っていて気分が悪い。金きん属ぞくで囲まれたあの忌いまわしく美しい機械の塔とうは、そういう意味で住みやすかった。

　カロマインはゆっくりと、滑なめらかに歩く。少年のことはもう、半ば忘れていた。付いて来ている気配もなかったが、精せい々ぜいいい気分に浸ひたらせておこう。何しろ、

「う……あぁあ！」

　唐とう突とつな悲ひ鳴めいに、思し考こうが遮しや断だんされる。

　声は背はい後ごから聞こえた。少年の声だった。さして危き機き感かんも覚おぼえなかったが、カロマインは首だけで振り返る。

　そして、眼めを見開いた。




　ケモノの死体に、それは貼はり付ついた。

　どこから来たのかはわからない。しかしそれは──突とつ然ぜん飛ひ来らいして、腐くさり果はてたケモノの屍し骸がい、螻蛄おけらの形をした背中辺あたりに、ぴったりとくっ付いたのだ。

　それは人間の姿すがたをしていた。仰あお向むけに、まるでケモノの背を寝しん台だいにでもしたかのように寝ね転ころがっている。背中を仰のけ反ぞらせ四し肢しは関かん節せつを無む視ししケモノの丸い背に密みつ着ちやくし、頭を逆さかさまに、ルナの正しよう面めんに向けていた。

　ルナは反はん応のうを忘れ、呆ぼう然ぜんとなる。唇くちびるが戦慄わなないている。意味がわからない。状じよう況きようの把は握あくが不ふ可か能のうだ。認にん識しきも理解もできない。

　そいつは頭を細かに震ふるわせ、開いた口から逆さに舌したを垂たらし、瞳ひとみも虚うつろにじっと動かない。

「あ、あ……」ようやく、喉のどが呻うめいた。

　首から下を動かし身体ごと振り向くカロマイン＝セクが網もう膜まくの端はしに映ったが、その光景はルナの脳に情じよう報ほうとして届とどかない。視し界かいと意い識しきは目の前の異い常じような光こう景けいに釘くぎ付づけだった。

　人間らしき物体がケモノに密みつ着ちやくしたまま、びくん、と大きく震えた。

　その振しん動どうが、ケモノの死体にも伝わる。

　け……け……けけ……けえええええええええええ。

　腐ふ敗はいした頭が動く。嘴くちばしが開く。振動した声せい帯たいが無む軌き道どうな音を奏かなでる。腐って取れた土竜もぐらの手はそのままだったが、繋つながった部分はまるで振動と共きよう振しんしたかのように、活動を再開する。

　地面が、ぼこぼこと割れていく。

　ルナの足が、動かない。

　直後、ケモノの背に貼り付いた人間が、そのまま溶け混じるようにケモノと癒着した。




「……これは……」その光景に、カロマインは赤い瞳ひとみを一いつ層そう大きく見開く。

　その様よう子す。その情じよう景けい。その特とく徴ちよう。

「まさか」

　地面の下にあった身体を引き抜きながら、ケモノは生命を感じさせない動きでゆっくりと、全身を、見せる。

　その姿は、異い様ようだった。

　ケモノの上半身はあちこちが腐敗していた。蟻ありの頭は半分溶とけ、鳥の嘴が砕くだけている。身体も同じで、蠢うごめくたびに液えき状じよう化かした腐ふ肉にくが、割れた外がい骨こつ格かくから垂たれている。しかし地面に埋うまっていた部分は無む傷きずだった。螻蛄おけらの身体は先へ行くほど徐じよ々じよに細くなり、中ちゆう途とからは、尾のない蠍さそりのような姿すがたとなっている。六本の足で身体を支ささえ、身体を大きく反そらしていた。外骨格は複雑な形状で薄うす赤あかくなり、まるで甲こう羅らのようだ。全長は人の二倍程度。決して巨大ではないが大型に分類される、そんな大きさ。

　確かに生きていても不ふ思し議ぎはない。ケモノの生命というのは混こん乱らんと渾こん沌とんとが混こん在ざいして、論理も常じよう識しきも通用しないものだ。

　しかし、上半身は腐くさっている。頭部も活かつ動どうをやめているだろう。何より一度、こいつは死んでいる。それなのにまた動き出した。

　──あれが融ゆう合ごうしてから。

　カロマインは、ケモノの上半身にくっ付いたままになっている人間の貌かたちをしたものをじっくりと凝ぎよう視しする。そう──その人間こそが異い様ようであり異い常じようだった。

　まるでそいつが貼はり付ついたのを鍵かぎにして、再ふたたび生き返ったかのような。

　視し線せんを逸そらさずに、カロマインは考える。

　人間の身体はケモノの身体に融合している。それ自体は珍めずらしいことではない。組そ織しきを溶よう接せつし他者を取り込む、或あるいは細さい胞ぼう同どう士しを結けつ合ごうして複数が一体になる。そういう事じ例れいは何度も眼めにしてきた。

　カロマインの違い和わ感かんは、別のところにある。

　人間の貌をした肉は、もと人間ではあったのだろう。容よう姿しから察さつするに二十代の男性。衣い服ふくは質しつ素そで、素そ材ざいはおそらく木も綿めん。腰には長刀を裸はだかのままぶら下げている。変へん異い種しゆが金きん属ぞくを私有している混在地域というのは聞いたことがないし、確認できる部分の肌はだに変異は見えない。故ゆえに純じゆん血けつであると推すい測そくされる。そして、カロマインが感じる違和、それは。

　男の腰にぶら下がった長刀。

　滑なめらかで冷たい光こう沢たくを放つ、金属。

　それがケモノの、男の身体と、

　融合していた。

　埋うまっているのでも、刺ささっているのでもない。金属の刃、表面に血けつ管かんが走っている。それが刃の中へと続いている。刃と肉の繋つなぎ目めは光沢を放ち、明らかに無む機き物ぶつの様よう相そうを呈ていしていた。

　長刀がイキガネであるなら、有あり得えない話ではない。有ゆう機き金属は生命活動をしているというから──聞いたことはないが──不ふ可か能のうではないかもしれない。

　しかし、シニガネであるなら。完全な無む機き金属であるなら。

　それは──。

「あれは……」カロマインは呟つぶやいた。「『繭まゆ』……」

　頭の中で、否ひ定ていする声がある。

　それでも肯こう定ていする声がある。

『あいつ』がエデンを去った時、試し体たいのひとつを持ち出していたという話は聞かない。だがそれは、聞かないだけだ。持ち出していないという証しよう拠こにも確かく信しんにもなり得えない。何より当時、『あいつ』の信しん奉ぽう者しやはエデン内部に多くいた──カロマインもそのひとりだったように。

　過か学がく研究部の中に信奉者がいたとしても、不ふ思し議ぎではない。

　あれから十年が経たっている。しかし『あいつ』に、年月は関係ないだろう。時間などに生き方を左右されるような男ではないことを、カロマインはよく知っている。

　いつかその日が来ると思っていた。それはいつ来るのかと、或あるいは来ないのかと、恐きよう怖ふし待たい望ぼうし忌き避ひし期き待たいしていた。その日が来ることを願い、或いは来ないことを祈り、準じゆん備びし変化し覚かく悟ごし成長してきた。

「あなたなのか」

　いつしかカロマインは、そのケモノを見つめながら笑っている。生まれて初めて、心の底そこから笑っている。感情がない訳わけではない。ただ、その構こう築ちく様よう式しきが常じよう人じんとは多少異ことなるだけだった。カロマインを──カロマイン＝セクの感情を動かすのは、後にも先にもあの時以来、ただひとつ、ただひとり。それだけだった。それだけのことだ。

　希望と、絶ぜつ望ぼうと、歓かん喜きと、悲ひ哀あいと、矛む盾じゆんしたそれらを混こん在ざいさせ混こん乱らんさせた複雑な心情で以もつて。

　カロマイン＝セクは薄うす笑えみを浮かべる。

「あなたなのか？　……『蛟みずち』」
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　それと同時刻。

　エデン、第二区く画かく。医い務む室しつ。

　レイン＝リィンは眠るシオン＝エシュの傍かたわら、椅い子すに腰こし掛かけてじっと思し考こうしていた。

　──偶ぐう然ぜんにしては、時じ期きが悪過ぎる。

　最高戦力──フィオナ＝レスファ、カロマイン＝セクの両名は任にん務むのため外出中。エデンが手て薄うすになった時を見み計はからったかのように、ケモノたちは脱だつ走そうし、エデンは混乱に包まれた。

　システムの故こ障しようか、或いは人じん為い的てきな暴ぼう動どうか。

　どちらにせよレインには、何者かの手が介かい在ざいしたとしか思えなかった。それが具ぐ体たい的てきに何なのかはわからなかったが、バベル内にいる何者か、或いは他都市の何ど処こか、或いはそれ以外の何か──。

　レインは瞼まぶたを閉じ、眉み間けんを押さえる。

　在ざい籍せきする稀き存ぞん種しゆ三名は、いずれもエデンを留る守すにしている。それが惜おしい。

　第一稀存種──フィオナの変へん異いは狭せまい空間で戦うのに不向きだが、ウェポンたちの心理的な支ささえとなり得うる。そこにいるだけで危き機けんは回かい避ひできる、そう思わせる何かが彼女にはある。

　対して第二稀き存ぞん種しゆ──カロマインの変へん異いは、こういう戦いにはうってつけだろう。多数の標ひよう的てきを前にして、それだけを的てき確かくに次々に撃げき破はする力。それは純じゆん粋すいな戦力として間ま違ちがいなく今、必ひつ要ようだ。

　そして、第四稀存種──ルナ。彼の戦力は現在、さほどではない。戦せん意い高こう揚ようという意味でも同じだ。そういう意味では、いてもいなくてもさして変わりはないだろう。

　しかし、レインはルナにも、ここにいて欲しかったと思う。それは単なる感かん傷しようであり、同時に個人的な願がん望ぼうでもあったが、それでも。

　ルナ＝イルには『彼』の面おも影かげがあった。

　顔は似てもいない。性せい格かくも違ちがう。しかし、面影がある。優やさしさと敵てき意いを同どう居きよさせ、二に律りつ背はい反はんした自じ己こ矛む盾じゆんを抱かかえて生きるその生き方に──

　通じるものがある、そう思う。

　それは傍かたわらで眠る少女──シオン＝エシュにも言えることだった。レインなんか足元にも及ばないほど強い意い志しを持っているくせに、支ささえていないと崩くずれ落おちてしまいそうな弱さを垣かい間ま見みせる。そんな部分がやはり、似ている、と思う。

　結局、未いまだに引ひき摺ずっているだけなのだ。

　もう十年も前になる。自分の弱さに気付かなかったが故ゆえに失った過去と未来。それを引き摺っているから、縋すがってしまっている。

「駄だ目めだ、私は──」

　俯うつむき、呟つぶやく。前に進んでいるつもりでも、まるで進んでいない。そんな自分がシオン＝エシュに──この娘こに何が言えるというのだろう？　韜とう晦かいし毅き然ぜんとし得とく意いげに説せつ教きようして、誤ご魔ま化かして繕つくろって優やさしげに抱だき締しめて。全部が嘘うそだ。欺ぎ瞞まんだ。

　あの人にできなかったことをやりたがっているだけだ。

　だけど、それでも。

　レインは傍らで眠る少女が愛おしいと心から思い、自身の欺瞞を嫌けん悪おしても、それだけは本物だと思い、『あの人が、今ここにいれば』──尚なおも心のどこかでそうして縋っている自分を、力の限り殴なぐり飛とばしてやりたいと思った。




　そして病室の外で、セールは息をあげていた。

　発電は酷ひどく体力を使う上に、ケモノは多い。焦こがした先からというほどではなかったが、それでも休む暇ひまがない程度にはやって来ていた。殆ほとんどが小型。稀まれに中型。大型はいない。訓くん練れん用ようが逃げ出したのだから当然と言えば当然だが、それが逆ぎやくに腹立たしくもある。何しろ小型を殺すのも大型を殺すのも、セールにとっては大差がない。確かに発電は弱く短くて済すむが、それでも一匹ずつしか殺せないことに変わりはないのだ。狭せまい金きん属ぞくの廊ろう下かで行う小型との戦いは、だから厄やつ介かいだった。数匹同時に襲おそい掛かかって来ることもある。そのたびに躱かわし踏ふみ付つけ一匹ずつ確実に感かん電でん死しさせなければならない──床や壁かべに接せつ触しよくさせずに。

　廊ろう下かには、数十の焦こげた死体が転ころがっている。ふらつき始めた足元にそれは酷ひどく邪じや魔まだった。

　現在ここに来た最後のケモノを左腕の針に捉とらえ突つき刺さして、気力を振ふり絞しぼりながら電気を流し込んで捨てる。──そこでようやく、セールは息を弾はずませながら廊下の壁に寄より掛かかった。

　脱だつ力りよく感かんに苛さいなまれながら首を左右に、廊下を見み渡わたす。真まつ直すぐに見えてその実ゆっくりと彎わん曲きよくしている廊下は、先の光こう景けいがよく見えない。曲がった先、遠くでは誰だれかが戦っているのだろうが、そこまで行く余よ裕ゆうもなければ助けを呼ぶ余裕もない。

　全員が戦っているのだ。指し揮きをとる者はいなかったから、統とう制せいのない、孤独な戦いではあったが──不ふ思し議ぎとそう思うだけで、安心できた。

　今度は周まわりに眼めを遣やった。

　廊下の床ゆかも壁も天てん井じようも、細かな瑕きずはあったが破は損そんも歪ひずみもない。金きん属ぞくの頑がん丈じようさというのは流石さすがだなと思う。

　病室の扉とびらを見る。

　そこだけは、幾いく度どか繰くり返かえされたケモノの突とつ進しんで、少しだけ凹くぼんでいた。開閉に支し障しようがない程度ではあったが、やはり扉は金属が薄うすかったのだと確信し、自分の判はん断だんが間ま違ちがっていないことに安あん堵どする。

　──出て来てよかった。

　あのままただ閉とじ籠こもっているだけだったら、いずれ扉を破られていただろう。セールひとりでは、レインと負ふ傷しようした灰はい被かぶり魔ま女じよを守ることはできない。

　ここで戦えば、扉だけを死し守しゆすればそれで済すむのだ。

　そうしてセールは深く息を吸い込み、もう一度左右、廊下の先を見み渡わたす。

「……え」そこで、視し線せんが止まった。

　右側、第三区く画かくの方向。

　無む人じんの廊下に、何かがいた。

　──ケモノ!?

　思わず身み構がまえる。しかし直後、違い和わ感かんを覚おぼえた。

　それは、訓くん練れん用ようのケモノにしては──大きい。

　そして、人のように見える。

「な……に？」セールは思わず呟つぶやく。

　確かに、人の姿すがた。しかし人では有あり得えない。人はあんな歩き方はしない。

　それは四つ足で、ひたひたと、まるで爬は虫ちゆう類るいか何かのように、のぞのぞこっちへやって来ている。長い髪を床に引ひき摺ずり、肌はだ色いろの身体を揺ゆらし、そして服を着て──「はぁ？」

　明らかに、おかしい。

　幻げん覚かくかとさえ思い、

「あたし……イっちゃった……？」

　違ちがうだろうと頭の中で否ひ定ていした途と端たん、セールの思し考こうが、止まった。

　それは徐じよ々じよに近付いて来る。近付くほどに細さい部ぶがはっきりと視し認にんできる。赤黒く染そまった服の染まっていない部分は青あお鈍にび色いろだったから、ウェポンのそれだろう。長い髪に隠かくれて顔は見えない。しかし顔の下、髪の隙すき間ま、重力で強調された胸が揺ゆれている。女だ。

　それは明らかに人間の貌かたちをしていて、どう見ても人間でしかない。

　だけど両手をついて、まるで動物のように。

　肩口が裂さけていた。無む惨ざんな傷口がある。血は止まっているようだが、しかし傷を気にするふうもない。傷口の度ど合あいから見て神しん経けいは切れているに違いなく、それならば腕が動く訳わけがないのに、それはどうしてだか平気そうだ。

　セールの背せ筋すじを、冷たいものが流れた。

　刹せつ那な。

　それは、身体を屈かがめ、直後まるで蛙かえるのように跳はねて。

　壁かべにくっ付く。

　──壁？

「……ぅわああああああぁぁあ!!」

　セールはたまらず、大きな悲ひ鳴めいをあげた。

　その人ひと影かげが、かつてイーノ＝ユアであったことには、気付かずに。
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　ぐぁ、と聞こえた人間の悲鳴にカロマイン＝セクは思考を中ちゆう断だんされる。

　声のした方に眼めを向けた。呻うめき声ごえがある。視し線せんをそちらに移す。

「あ……がぁあ！」

　苦しむ声、暴あばれる音、そして笑える光こう景けい。

　ルナ＝イルが、ケモノの足に刺さし貫つらぬかれていた。
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「何をしている？　『月』」

　何の感動も抱いだかずに、ゆっくりと問う。

「ぐぁ……あああああ！」ルナ＝イルは答えない。余よ裕ゆうがないのかカロマインの方も見ない。

　ケモノの足、六本のうちのひとつが、ものの見み事ごとにルナ＝イルの腹部を貫かん通つうしている。わしゃわさと動くその足はルナを繋つなぎ止とめたまま地面を離はなれ始はじめた。身体が徐じよ々じよに持ち上げられ、もがく足が宙ちゆうを蹴ける。

　その様よう子すを酷ひどく冷れい静せいに傍ぼう観かんしていたカロマインは、視線に軽い失しつ望ぼうを込める。

　──何をしている？

「貴き様さま……そんな所で、そんな奴やつ相手に、何をしている？」

　あいつに──『蛟みずち』に導みちびかれた自分。

　今、自分が導こうとしている少年。

　あいつにどこか似ている、少年。

　お前があいつの思惑以下であっていいはずがない。

「貴様はもがいている暇ひまなどない。貴様はそんな奴に苦く戦せんすべきではない」

　そして──

　カロマインは豹ひよう変へんする。

　十年も前に隠いん蔽ぺいしたはずの、いや、十年も前から積み上げてきた感情が、口をついて出た。

　声せい帯たいを震ふるわせ声を張り上げ大おお仰ぎように手を広げ、

「何をしている!?　何を無ぶ様ざまな姿すがたを晒さらしている!?　この愚おろか者ものが！

　私をがっかりさせるな私を失しつ望ぼうさせるな貴様！　速すみやかに反はん撃げきしろ反撃して追つい撃げきしろ！　そんな傷など活動飽ほう和わにはほど遠い！　そんな痛いたみなど痛つう覚かく自じ閉へいにも生なま温ぬるい！　幼よう生せいだろうが何だろうが貴様には甘えも油ゆ断だんも敗はい北ぼくも醜しゆう態たいも許ゆるされてなどいないんだから抜け出して立ち上がり腐ふ敗はいさせ殲せん滅めつし粉ふん砕さいして殺して殺してさあ早く殺さないか!!」

　──そうでなければ──あいつと対たい峙じできる訳わけがない。

　カロマインは叫ぶ。手を出さずに叫ぶ。

　あいつがこの事じ態たいを引き起こしたのであれば。こんな回りくどい陳ちん腐ぷな真ま似ねをしてどこかで嗤わらっているのであれば。

　自ら手を出すなど、そんな不ぶ粋すいができる訳わけもない。それは──敗はい北ぼくに等しい。

「さあ、さあ、さあさあさあ早くしろ！」

　両手を広げ、煽せん動どうするように、傷付いてもがくルナに向かって一いつ片ぺんの同情をも込めず。血を吐き足あ掻がくルナにではなく、その場にいない存そん在ざいに向かって。

「私を……莫ば迦かにするな!!」

　それは、狂きよう気きに似ている。
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　セールの網もう膜まくに映うつった物体は、異い様ような姿すがたをしていた。

　確かに外がい見けん自体は、人間の貌かたちをしている。腕があり足があり顔があり首があり胸があり腰があり指があり髪がある。しかしそれは、そういう部分は、部位そのものでしかない。

　右腕、肘ひじ辺あたりに虫の足が生えていた。左腕、肩には犬の耳がある。足は一いつ見けんまともだが、よく見れば形状が馬のそれに近い。顔には何も変化がなかったが、明らかに死体の眼めをしている。背中には数匹の蚯蚓みみずがうねうねとのたうち、髪の数本かの先せん端たんが蛇へびの頭になって舌したを出している。

　それは天てん井じように貼はり付ついたまま、驚おどろきのあまり座り込んだセールの上でじっと動かない。

　ウェポンであった女。虚うつろにあらぬ方向を向く顔に、見み覚おぼえがあるのに気付く。イーノ＝ユアだ。間ま違ちがいない。しかし──目の前の光こう景けいが、さっき会ったイーノの姿と、まるで結びつかなかった。

　それはもう、イーノでもウェポンでも変へん異い種しゆでも人間でもない。『何か』だ。

　ケモノと形容するに吝やぶさかではないが、ケモノと定てい義ぎするには違い和わ感かんがあった。ケモノに取り込まれた人間をセールは見たことがあるし、そうなってしまった人間をセールは知っている。しかし目の前のそれは、そういう類たぐいのものとはどこか、違っていた。

　──逆、だ。

　ケモノに取り込まれた、或あるいはケモノになった人間ではない。

　見かけの印いん象しようはまるで真しん逆ぎやく──

　人間に取り込まれたケモノ、或いは人間になったケモノ。

　身体の各部位から生えた『もの』は、おそらくケモノだろうと思う。道みち往ゆく先で出会ったケモノを取り込んできた、そう考えると辻つじ褄つまが合う。

　頓とん狂きような想そう像ぞうだとセール自身思う。大たい概がいケモノというのは辻褄が合わない存在ではあるのだが──それでも、ケモノにはケモノの辻つじ褄つまがあるし、合ごう理り性せいがある。

　しかしこれには、それがなかった。

　外見の基本を人間に設せつ定ていしたケモノなど、セールは今まで見たことがない。何しろ他の生物に比べ、人間というのは知能くらいしか生物的な利り点てんがないのだから。

　変だ。おかしい。何か違ちがう。

　そう考える理由がもうひとつ。

　それは、服を着ている。血で汚よごれ何か刃のようなもので切きり裂さかれてはいたが、衣服を纏まとっている。なのに──身体の各所に生えた異い常じようは、何な故ぜか、衣服と混まじり合あっていた。

　服を破って突き出ているのではない。虫の足や犬の耳や蚯蚓みみずの身体はことごとく、衣服と融ゆう解かいし混まじり合あって、在ある。よく見れば衣服と人の肌はださえも同じように、肌から布の繊せん維いが突き出たり布の一部が肌色になっていたりしている。更さらには胸に付けられた、金きん属ぞく製せいであるはずの個人識しき別べつプレートまでもが半ば服と溶とけ合あい肉に埋うまり肉と混じって融ゆう解かいしている。

　それはとても──異い常じようなことだ。

「何よ……何なのよ、これ」

　セールは呟つぶやく。口の中で、声にならない声で、力の入らない手足の震ふるえを必ひつ死しで抑おさえようとしながら。

　こんなものを、セールは知らない。聞いたこともない。見たこともない。ヒトでもケモノでもないような、そして生物ですらないような、しかし俊しゆん敏びんな動どう作さで天てん井じように貼はり付つく、モノ。

「イーノなの……嘘うそよ」

　人間もどき。或あるいは、ケモノもどき。

　そいつは天井に貼り付き、そのまま重力に逆さからって、在る。取り込まれたケモノの身体だけがもがくようにばたばたと意味のない動きを繰くり返かえしているが、肝かん心じんの母ぼ体たい、人間の部分に生命の動きを感じない。生物であるなら必かならず持っている、呼吸の、命の脈みやく動どうに合わせた気け配はいが、まるでない。

　セールは震えている。歯の根が合わない。未み知ちの存そん在ざいに対たい峙じする恐きよう怖ふが、身体を凍とう結けつさせている。

　──こいつはケモノじゃない。

　ならば、そうだとしたら。

　どうすればいいのだろう？

　セールの恐怖を見み透すかしたように、人ひと影かげは再ふたたび跳はねて病室の扉とびらへと体当たりする。

　その光こう景けいは酷ひどく散さん漫まんで嘘うそっぽく、しかし扉は衝しよう撃げきに耐たえきれず大きく凹くぼむ。
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　後こう悔かいは痛いたみと共にやって来た。ルナは思い知る。

　──油ゆ断だんした。それ以上に、恐おそれた。

　気付いた時には、遅おそかった。

　異い常じような光こう景けいに驚きよう愕がくした。自分の理解を越え、常じよう識しきの範はん疇ちゆうを越えた衝しよう撃げきだった。だから無ぶ様ざまに悲ひ鳴めいをあげ、座り込んで思し考こう停てい止しした。

　それが、この結果だ。

　わかっていたはずだった、それなのに。

　スラムで生きてきたルナにとって、恐きよう怖ふというのは注意しなければならない感情だった。ある意味で必要であり、ある意味で不要なもの──それが、恐怖だ。恐怖を麻ま痺ひさせてしまった者は死に、恐怖に惑まどわされてしまった者も死ぬ。生き延びるためには大事にしなければならない。しかし、同時に──大事にし過ぎるのは、それ以上の愚ぐ行こうだ。

　げあ、と、血を吐はく。

　腹部を足で貫つらぬかれている。

　ケモノは声をあげない。声せい帯たいは機き能のうしていないようだ。呼吸の音さえも聞こえない。

「……う……ぐ」ルナは呻うめく。身体を動かすが、既すでに足が宙ちゆうに浮いている。そのまま持ち上げられている。かなりまずい、そう思うがケモノの力もルナの痛いたみも、抵てい抗こうを無意味にするほど大きい。

　腹の奥が熱あつい。身体を貫いているものに邪じや魔まされて、復ふく元げんしようとしている組そ織しきが激しく蠢うごめいているような。痛みと熱さとむず痒かゆさと不ふ快かい感かんと快感が同時に襲おそってきているような。

　カロマイン＝セクが何かを言っている。よく聞こえない。ルナを叱しつ咤たしているようでもあり、何か誰だれもいない虚こ空くうに向かって挑いどんでいるようでもある。

　しかしどちらにせよ、カロマインが何を言おうとも──このままでいいはずがない。

「うあああああ！」叫ぶ。掌てのひらに意識を集中させる。これを壊こわさなければ、一いつ刻こくも早く壊さなければ──間に合わない。

　ルナの身体は持ち上げられていく。足が浮き、重力の方向が変化し、傷口の中をざらついた硬かたいものが動いていく。反はん撃げきを加えようとした刹せつ那な、身体は横向きになる。単純な物理法則に従したがって細いものがめり込んでいく。そのままそれは刺ささり刺さり刺さっていく。

　視し界かいを地面と、ケモノの身体が埋うめ尽つくす。

　宙ちゆうに浮き、串くし刺ざしにされていた。

　もがく。しかし意味がない。ルナ自身の鼓こ動どうに合わせた振しん動どうが痛みを助じよ長ちようする。足が鋭するどそうなのはわかっていた。そもそも地面に隠かくれていた下半身は無傷であって当然だ。ルナはそれを確認しようともしなかった。ただ動かなくなったケモノを見て、安あん堵どしていた。恐きよう怖ふが切っ掛けになったのは確かだったが、それ以上に、それ以前に、油ゆ断だんと増ぞう長ちようと失しつ策さくと無む知ちがあった。

　──完全に、自分の招まねいた事じ態たい。

　首を動かす。カロマイン＝セクはまだ何ごとかを叫んでいる。やはりそれは、よく聞こえない。ただ痛いたみと焦あせりと後こう悔かいがルナの五ご感かんを支し配はいしている。

　──これ以上……。

　ケモノはルナを突つき刺さし持ち上げたたまま、動かない。整せい合ごう性せいも合ごう理り性せいもない行動。呼吸もしていないようなのに、一体どうやって生きているのか。

　考えている余よ裕ゆうはない。恐怖している時でもない。痛みを消せ。焦しよう躁そうも邪じや魔まだ。これ以上後こう悔かいしてもどうしようもない。それでも。

　ルナの身体は、意い志しを反映してくれない。

「あああああ！」苛いら立だたしげに叫ぶ。
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　セール＝ルウジュは必ひつ死しだった。

　病室の扉とびらは破は壊かいされている。

　そして病室の中、人の形をしたケモノもどきが天てん井じように貼はり付ついている。

　半ば開いたカーテンを背にそれと対たい峙じするのは、力を持っているはずのないウェポン管かん理り部ぶ副部長──レイン＝リィン。

　扉に突げき撃とつするケモノもどきに慌あわてて反はん応のうし、恐怖に震ふるえながら戦おうと試こころみたが──その結果が、この態ざまだ。

「あんたの相手はこっちよ！　来なさい!!」

　地面に這はいつくばったまま、それでも手で床を何度も何度も叩たたきながら、叫ぶ。掌てのひらは既すでに痛みを通り越して感かん覚かくがなく、力の加か減げんもできそうにない。それでも叩いて叩いて叩き続ける。

　あいつを再ふたたび呼ぶために。誘おびき寄よせるために。

　掌を硬かたい金きん属ぞくに叩き付けるたびに、ケモノにやられた両足が振しん動どうで酷ひどく痛む。勝かつ手てに涙なみだが出て、息が詰まり呼吸は喘あえぎ、気が遠くなりかけるがそれでも命を絞しぼるように声を張り上げる。恐怖に負けた。不ふ覚かくを取った。右足は脹ふくら脛はぎから妙みような方向に曲がり、左足は膝ひざが砕くだけている。動かない。動けない。それでも。

「来なさい！　こっちにぃいい!!」

　あいつは──そんなセールの絶ぜつ叫きようを完全に無む視しして動かない。

　まるでお前の存そん在ざいなど用を為なしていない、とでも言われているかのようだ。

　扉を破壊し病室に侵しん入にゆうしたそいつは、ひたひた動き回った挙あげ句く天井に貼り付いてじっとレイン＝リィンと睨にらみ合あっている──睨み合っているという表現は正確でない。そいつは虚うつろな眼めでただレインの方に顔を向けているだけだし、レインは驚きよう愕がくと恐きよう怖ふで声さえも出せずじっと固まっているだけなのだから。

　無む理りもない。

　あんな化け物は、誰だれにとっても埒らち外がいにある。ヒトの、イーノ＝ユアの貌かたちをした、ケモノとも違ちがう、化け物。セールだって恐怖に絶ぜつ叫きようした。ウェポンでないレインが──暴ぼう力りよくを持もち得えないレインが、そいつと向き合える道どう理りはない。必ひつ要ようもない。それなのに。

　セールは腕だけで這はう。だけど、思うように進めない。床と擦こすれ合あった両足が軋きしむ。骨ほねを折られ砕くだかれた足がどういう状じよう況きようにあるのかセールにはわからない。果はたして完かん治ちするのか、再ふたたび歩けるようになるのかどうかさえ判はん然ぜんとしない。

　間ま違ちがいなく後こう遺い症しようは残るだろうな、ということだけは痛いたみでわかる。

　だけど、それでも。

　そんなことはどうでもいい。ウェポンでいられなくなるのならそれでも構かまわない。両足がなくなってしまっても後こう悔かいなどしない。足だろうが身体だろうが腕だろうが首だろうがいくらでも差し出してやる。自分の命だって、くれてやる。

　レインが無傷で済すむのならば。

　シュシュ＝ケイトが死んだと聞かされた時のことを思い出す。どうしようもなく力が抜けて、気力が消えて、息をするのも億おつ劫くうになるような喪そう失しつ感かんを思い出す。セールはシュシュが好きだった。本当に好きだった。どんな言葉に換えたって足りないくらいに、大切だった。家族もなく大事なものもなくスラムでたったひとり身体を売って生きてきたセールにとって、シュシュは家族のひとりだった。最初は同どう郷きようのよしみで声を掛けただけだったが、すぐに打うち解とけて仲良くなった。出会って一年ばかりしか経たっていなかったが、時間なんて関係ないしどうでもよかった。

　自分が失ったものを持っていたあの子が大好きだった。あの子の笑え顔がお、あの子の喜び、あの子の夢、あの子の顔。シュシュから、スラムに置いてきた姉の話を聞いた時、寂さびしそうな顔をして姉の話をするシュシュの顔を見た時、セールは自分が、彼女の姉になってあげたいとそう思った。エデンでの『姉さん』になってもらいたいとそう思った。妹になって欲しいと、そう思っていた。

　それなのに、死んだ。

　──そんなのは、もう厭いやだ。

　エデンに来て五年。ここでセールは、人の体温が暖あたたかいということを初めて知った。自分の体温なんて見知らぬ男と肌はだを重ねただけで消えていくものだとばかり思っていたのに、それがただ、手を繋つなぐだけで、一いつ緒しよにいるだけで、笑って話をするだけで、その場に留とどまる。他人の体温と一緒に、ずっとその場に留まる。

　それを教えてくれたのはエデンの仲間だ。性別も年齢も関係ない、血の繋つながりもない家族たちだ。セールが慕したった、セールを慕ってくれる、家族たちだ。

　そしてここに来て最初にできた家族──レイン＝リィン。

　絶ぜつ対たいに厭いやだ。失いたくない。自分の足よりも自分の腕よりも自分の身体よりも自分の命よりも失いたくない。

　ケモノと化したイーノの姿すがたに、シュシュの笑え顔がおが重なる。訳わけのわからない感情に突つき動うごかされて、セールは叫ぶ。

「来なさいよおっ！　あたしを殺せ！　あたしに飛びかかれ！　あたしを喰くっていい！　だから、お願いだから……その人から──離はなれろおっ！」

　這はい寄よりながら、廊ろう下かを越え病室に身体を投げ入れ叫びながら、泣く。遠くで聞こえる喧けん噪そうの他には、病室に響ひびくのはセールが這う音とその嗚お咽えつ混まじりの絶ぜつ叫きようだけ。

　それでも、そいつは──ケモノだか何だかわからないそいつは──動かない。動いてくれない。セールを殺しに来てはくれない。

　セールは手近に転ころがっていた扉とびらの破は片へんをひっ掴つかんで投げた。天てん井じように向かって不ぶ格かつ好こうな放ほう物ぶつ線せんを描えがいたそれは、ケモノを外れ、見けん当とう違ちがいな天井に当たって落ちる。

　反はん応のうはない。届とどかない。

　誰だれにも、何にも、希望にも。

　やがてケモノが前まえ触ぶれもなく天井からぶらりと手足を離はなし、空中で猫ねこのように身体を入れ替えて、固まったままのレイン＝リィンの目もく前ぜんに見み事ごと着ちやく地ちする。

　セールは必ひつ死しでそいつに向かって、匍ほ匐ふく前ぜん進しんする。レインはケモノの動きに反応したように、瞳ひとみを細めて拳こぶしを握にぎる。

　セールの指は届かない。

　ケモノがゆっくりと身を沈めた。

　レインが掴んでいたシーツを投げようと身み構がまえた。

　それらにはまだ、届かない。もう、届かない。

　全部が全部、ゆっくりと動いているように見えた。

　セールの絶ぜつ望ぼうも希望も祈りも願いも、たった六メートルの距きよ離りを埋うめることはできなかった。

　唯ゆい一いつ、それを一いつ瞬しゆんで埋められるはずの両足はもう折おれている。
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　跳はねながら飛んでいった人ひと影かげを目もく撃げきし、慌あわてて広場に駆かけ付つけた何人かのウェポンが、その惨さん劇げきを最初に目もく撃げきし、足を止めた。

　その中にいたウィム＝クラウトも、例外ではない。息を呑のみ、呟つぶやく。

「何だ……これは？」

　それきり、全員の動きが硬こう直ちよくする。沈ちん黙もくが走る。

　広場にはあちこちに、腐ふ肉にくが散らばっている。ある欠片かけらは固体、ある欠片は半固体、そしてある欠片はほぼ液えき体たい。地面に落ち地面に崩くずれ地面に染しみ込こみ、噎むせ返かえるような臭においと共にそれらはぐずぐずと気き色しよく悪わるい。地面と混まじったそれらの破片は泥どろのような寒かん天てんのような塊かたまりとなって、不ふ可か解かいな色で汚きたならしい。

　そしてその中心にいるのは、第四稀き存ぞん種しゆルナ＝イルと、身体の方々を腐ふ敗はいさせたケモノ。広場の端はしで傍ぼう観かんしているのは、第二稀存種カロマイン＝セク。

　ケモノはルナの上に覆おおい被かぶさっていた。何をしているのかは定かでない。こちらからは死し角かくになってよく見えないが、少なくともルナが動きを封ふうじられてもがいていることだけはわかる。口から血を溢あふれさせ動物じみた声をあげながら、必ひつ死しで足をばたつかせている。

　誰だれかが思わず手で口を覆おおい、誰かが眼めを背そむけ座り込み、誰かが胃い液えきを逆ぎやく流りゆうさせる。悲ひ鳴めいがどこかから聞こえる。

　カロマイン＝セクは動かない。じっと直ちよく立りつしたまま、色しき素そのない顔で、血の色の瞳ひとみで、無表情に無感動にケモノとルナを凝ぎよう視ししていた。その異い様ようさも手伝って、広場はまるで悪い夢のようで、介かい入にゆうも介かい在ざいも不ふ可か能のうではないかとさえ錯さつ覚かくしそうだった。

　ウィムはしかし、それでも足を踏ふみ出だす。

　少なくともルナ＝イルが──ウィムが教育係を任まかされた少年が危き機きに陥おちいっているのは間ま違ちがいない。稀存種の体たい組そ織しき再さい生せい能のう力りよくは周しゆう知ちの事実だが、それは決して不ふ死し性せいの象しよう徴ちようでは有あり得えない。

　死しに難にくいのと死なないのとは違ちがう。

　危あぶない、そう感じた瞬しゆん間かん足が前に出た。ケモノの背中に、さっき見た異い様ようなあれ──飛とび跳はねていった人間の姿すがたが見えるのも気になる。何が起こったのかは判はん然ぜんとせず釈しやく然ぜんとしないが、少なくともウィムが教育係になった少年が異様な事じ態たいに巻まき込こまれているのは確実だ。

　前に出た足が震ふるえている。それでもウィムは駆かけ寄より、ケモノの動きを封ふうじるために指先から糸を放はなとうとした。

　ルナは足をばたつかせている。徐じよ々じよにその動きが弱まっている。命が切れかかっているのかもしれない。或あるいは戦う気力など、とうに失せているのかもしれない。

　感情を言葉にするよりも早く、ウィムは動いた。




　　　　９




　そして。
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　意い識しきはぼやけて、世界の領りよう域いきを定てい義ぎしない。

　ただ耳にぼんやりと、騒そう音おんが煩うるさい。それだけが覚かく醒せいを促そく進しんし、それだけが睡すい眠みんを邪じや魔ましている。本当は深い暗いどろどろした心ここ地ちいい黒の底そこに落ちていってしまいたいのに、その黒の底は嘘うそものの世界だということを知っている自分がいる。

　少年は気を失いかけていた。

　少女は眠っていた。

　それを、阻そ害がいされた。

　或あるいは命が途と切ぎれる寸すん前ぜんの、危き険けんを察さつ知ちした本ほん能のうで。

　或いはきいきいと喧やかましい、女のものらしい絶ぜつ叫きようで。

　切っ掛けは外部からの刺し激げきだった。痛いたみによって麻ま痺ひした神しん経けいに加わった新しい激げき痛つうと、切れかかった薬の効こう果かに加わった鼓こ膜まくの振しん動どうだった。

　それでも少年と少女は、ゆっくりと瞼まぶたを開く。状じよう況きよう認にん識しきは正せい常じようでなく、夢と現実の境きよう界かい線せんも判はん然ぜんとしない。射さし込こんできた光が、否いや応おうなしに脳のう髄ずいを揺ゆさぶる。

　夢を見ていたような気がする。

　それがどんなものだったのか、よくわからない。しかし少なくとも悪い夢だったことは間ま違ちがいないだろう。不ふ快かいだったかどうかはともかく──それは悪い夢だった。

　だけど悪い夢もいい夢も、現実へと続く。少年と少女にとって現実にいいも悪いもなかった。それはただ受け止めて切きり裂さいて踏ふみ越こえていくだけの、希望も絶ぜつ望ぼうも祈りも願いも無意味で無む価か値ちで無む駄だな存そん在ざいである世界だった。




　そして。

　少年と少女は薄うすく開いた瞳ひとみに──現実を、映す。
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　眼めを醒さました。

　死ぬかどうか、殺されるかどうかという際きわの際だというのに、どうやら夢を見ていたらしい。

　ルナは覚醒しかかった意識でぼんやりと考える。腹部に突き立った硬かたいものは地面と自分とを連れん結けつさせていて、まるで自分が大地の一部になったようだ。ケモノと戦っていたことは覚おぼえているが、それがどうにも今の状況と繋つながらなかった。

　だから脳の活動領りよう域いきは、夢と現実の中間にある。

　見ていた夢は、心ここ地ちよくて不ふ快かいだった。




　ルナは子供だった。名前のないただのイルだった頃ころの──しかしそんな疑問に思い当たる年齢にもなっていない、子供だった。柔やわらかい空気と柔らかい土の上で、微睡まどろみながらうとうとと太陽の下、身体を横たえていた。

　だけど。

　五歳かそこらの、イルよりは少し年上に見える少女が突とつ然ぜん現れ、けたけたと白はく痴ちのように笑いながら、棒ぼう切きれを持って、それを振り回す。イルの世界が、途と端たん、邪じや魔まされて汚けがれた。

　やめろ、と言おうとした。

　しかし、それは通じない。

　少女は棒切れで以もつて不ふ意いに、空から垂たれていた蜂はちの巣すを、壊こわす。そこから出て来た蜂が何匹も何十匹も何百匹も、イルにまとわりつき襲おそい掛かかってくる。

　イルは、逃げた。少女はそれを見て尚なおも笑い声を増ます。けたけた、と。

　やめろ。けたけた。やめろけたけた。やめろ。けたけた。やめけたけた。やけたけたけたけたけた絶ぜつ叫きようも少女の哄こう笑しように掻かき消けされ、いつしかそれは蜂の羽は音おとへと変わる。

　暴あばれる。懐ふところから短刀を取り出してそれを振り回す。

　……けれど。

「ねえ」少女が、不意に、呟つぶやいた。

　すべての音が消える。蜂も世界も消える。

「ねえ」少女が、呟く。

　答える。

　──何だ。

「あなたの　…………さん　　──の　　　？」

　聞こえない。

　──何だって？

「あなたの……り──　　　　　　…は……？」

　──何、を？

「あなた……　　　父さん…………──何故？」

　──聞こえない。

　聞きたくない。

　少女はいつの間にか顔を変えている。

　それはルルだった。死んだ姉だった。同時にキキトだった。死んだ友達だった。

　もう死んだはずなのに、未いまだルナから離はなれない、面おも影かげたちだった。

　そして。

　その女は、血を吐はく。

　けたけたけたけたけたけた嗤わらい、

「父さんは、もっと上手じようずだったよ」

　呟つぶやく──。




　そこで、夢は消えた。

　瞼まぶたをうっすらと開いた視し界かいには、空とケモノがある。腹に刺ささった足は、ルナをゆっくり陵りよう辱じよくするかのようにそのままじっと動かない。

　億おつ劫くうだったが、頭を動かして周まわりを見た。

　誰だれか人ひと影かげが、こっちに走ってきている。短い髪と痩やせた身体。ウィム＝クラウトだろうか。お節せつ介かいな奴やつだ、と苦く笑しようした。顔に出たかどうかはわからないが、それでも。

　エデンに来てから二週間。自分に付きっきりでよくもまあ飽あきないものだ。他人が自分をどう思っているかなんて以前は気にもならなかった。それなのに今は、気になっている。ウィムに真まつ直すぐな笑え顔がおを向けることができたらと、そう感じている自分がいる。もし自分が一人前になって、ウィムが教育係の任にんを外れたら──友達になりたい、そう思う。キキトが死んでしまってからずっと忘れていたあの安あん堵どを、ウィムがくれるかもしれない、そう思う。

　そこで、ルナは、気付いた。

　ケモノの腹部が動いている。足の付け根、下半身の甲こう羅ら或あるいは外がい殻かくがまるごと蠢うごめいている。殻からが割れ、分ぶん割かつし、折おり畳たたまれていたそれが伸びる。見る間まに甲羅の一部が、何か腕のようなものに変わっていく。

　──はさみ？

　下半身は薄うす赤あかい。甲羅で覆おおわれている。蠍さそりの遺い伝でん子しを持っているのだろう。だから鋏はさみを持っていてもおかしくない。

　──鋏。

　それは、甲羅に覆われた、鋏だった。

　まるで蠍のような。

　或いは、蟹かにのような。

　その腕とよく似たものを、ルナは見たことがある。

　蟹の甲羅に覆われた鋏を宿した、腕。

「……トマージ」ルナは呟いた。声は出て来ない。それでも。

　ウィムは足を止めない。両手を振り上げ、糸を放はなとうとしている。ルナの思し考こうが止まる中、ケモノの隠かくし腕うで──鋏は唐とう突とつに伸び真直ぐにウィムへと向かいウィムは動きを止め驚きよう愕がくの表情を浮かべようとしたその刹せつ那な。

　鋏が横に一いつ閃せんしてウィムが立ち止まった。

　そしてよろめく。

　表情はなくて。

　ただ、跪もろく。

　視し界かいには。

　溢あふれる。

　桃もも色いろ。

　腹。

　断だん裂れつ。

　内ない臓ぞうが。

　はみ出る。

　温あたたかそうな。

　柔やわらかそうな。

　血が滲にじみ始はじめる。

　思った。僕の方が傷は深い。だってウィムは腹が少し裂さけて内臓が少し零こぼれただけなのだから。自分が生きている以上、ウィムだって生きているはずだ。助かるはずだ。大だい丈じよう夫ぶだ。すぐに立ち上がってこっちを向き笑って蜘く蛛もの糸を投げこいつの動きを止めてくれるはずだ。また何もできなくて項うな垂だれる自分の肩を叩たたいてもう一度まぁ気にしないことだよとウィム＝クラウトはそのまま俯うつぶせに腐ふ肉にくの中へ顔を埋うめた。

　傷は治なおらなくて、それは致ち命めい的てきだった。出血が止まらない。痙けい攣れんしている。悲ひ鳴めいがあがる。ウィムはこっちを向かない。大きく痙攣しているだけだ。ただ、弱々しい生体反はん応のうが最後に足あ掻がいているだけみたいに。




　ルナは声にならない血を吐き出した。




　痛いたみが脳から、完全に消える。

　キキト──ルナが傷付け、そしてそのままに別れてしまった友達。中ちゆう途と半はん端ぱなままの別べつ離りは死、そのものだった。別れを意い識しきせず、唐とう突とつに途と切ぎれた関係はただ重い残ざん滓しだけを残す。

　それと同じように、今。

　父親と──ルナの名前を奪うばったまま、ルナを守って死んだ、父親と、似た貌かたち。或あるいはほぼ、同じ貌。ルナが憎んでいた、殺せなかった故ゆえに今でも憎にくんでいる、父親──トマージと同じ、鋏。

　それが同じように、今。

　頭から、視し界かいから、五感から、色が、音が、痛みが、消える。

　すべてが収しゆう束そくする。

　思い出す。思い出した。

　たった今、見た夢。

　少女。何かを言って嗤わらっていた。けたけたけたけたと、その嗤い声が甦よみがえり。

　ルナの脳は奥深くにあった夢の記き憶おくと直結する。

　少女は言ったのだ。ルルが、キキトが、姉の面おも影かげは確かに言った。




「あなたの代わりに父さんが死んだのは何な故ぜ？」




　鋏はさみがルナを威い圧あつするように、ゆっくりと開いたり閉じたりしている。

　光こう景けいは酷ひどくのろまだ。その向こうで、ウィムの身体が終ついに動きを止める。止まった。停てい止し。ルナにはやってこないもの。ルナの身体には遠い誘ゆう惑わく。

　未いまだ脳は、夢と現実を混こん同どうして認にん識しきしている。

　現実は夢の最中にあって、夢は現実を内ない包ほうしている。そこでは──夢の中では、希望も絶ぜつ望ぼうも祈りも願いも、無意味で無む価か値ちで無む駄だな存そん在ざいではない。

「父さん」ルナは呟つぶやく。「──どうしてだ？」

　何かが切れた。
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　眠っている場合ではないのに薬で眠らされ、どうやら夢を見ていたらしい。

　シオンは覚かく醒せいしかかった意い識しきでぼんやりと考える。耳に届とどく女の声が覚醒を促そく進しんしていた。しかし一度眠ってしまった脳は、それを全力で拒きよ否ひしている。そもそも怪け我がをしているシオンの身体は回復を欲して眠りたがっていた。

　女の声が聞こえる。煩うるさい。ケモノを殺さなければならないという強きよう迫はく観かん念ねんが眠る前の身体を支配していたような気がするが、それがどうにも今の状じよう況きようと繋つながらなかった。

　だから脳の活動領りよう域いきは、夢と現実の中間にある。

　見ていた夢は、心ここ地ちよくて不ふ快かいだった。




　暗くら闇やみしか見えない場所に、小さな子供のシオンがいた。

　そこには沢たく山さんの遊ゆう戯ぎ道具が揃そろっている。暗くて何も見えないが、何な故ぜか玩具おもちやがある、という認にん識しきだけがあった。

　シオンはそれらを手にとって、遊びたかった。木を削けずって作った弓矢だったり、襤ぼ褸ろ布ぬのを縒より合あわせて拵こしらえた人形だったりと、すべては陳ちん腐ぷで汚よごれた子供騙だましの代しろ物ものだったが──同年代の子供たちには与えられるのに、自分には決して与えられないものだったから。

　欲しくてたまらなかった。我が慢まんできなくて盗ぬすもうとしたことがあった。見付かって大人たちに殴なぐられた。盗むのはいけないと知り、今度は勇気を出して借かりようとした。しかしそれでも、話し掛けた途と端たんに殴られた。

　その頃ころのシオンは、どんなことをしても自分は殴られるしかないのだという当たり前の事実に気が付いていなかった。楽しそうにお喋しやべりする女の子たちや、嬉うれしそうに走り回る男の子たちとどこかで自分は同じ存そん在ざいなのだと信じていた。信じたかった。信じようとしていた。

　シオンはだから、遊ゆう戯ぎ道具を探さがして暗くら闇やみを手て探さぐりする。

　何かが手に触ふれ、喜んで掴つかみ、引き寄せた。それはケモノの死体だった。

　悲ひ鳴めいをあげて遠くに放ほうり投なげ、また暗闇を探る。玩具おもちやはどこ？　と、泣きそうになりながらじたばたする。また何かが手に触れる。引き寄せる。ケモノの死体。放り投げる。次を探す。手に触れる。引き寄せる。ケモノの死体。放り投げる。手に触れる。引き寄せるケモノの死体。放り投げる。手に触れるケモノの死体。手に触れるケモノの死体。手に触れるケモノの死体。

　いつしかシオンは、その様よう子すが自分で面おも白しろくてきゃらきゃら笑っていて──不ふ意いに、気付く。

　ケモノは、玩具なんだ、と。

　最後に引き寄せたケモノは手の中でもがいている。まだ生きていた。だから地面に置き、左腕を振り上げて叩たたき付つける。潰つぶれた。面白かった。だけど悲しかった。

　シオンの暴ぼう力りよくはいつだってそうだ。

　暗闇はどんどん深くなる。辛かろうじてぼんやり見えていた自分の身体さえ、見えなくなる。恐こわくなってシオンは叫んだ。声は暗闇に反はん響きようして木こ霊だまして、ぐあんぐあんと耳に響ひびく。

　響いて聞こえる声は、もうシオンのものではない。

　──それなら、誰だれの声？

　シオンは思う。知っていたのに、考える。

　それは──その声は、シオンが殺したすべての人間たちの声だ。悲鳴と絶ぜつ叫きようと慟どう哭こくと断だん末まつ魔まで形作られた、血混まじりの声だ。

　確かめるようにもう一度叫ぶ。反響する。煩うるさい。もう一度。反響。煩い。

　煩い。だけど、

　やめられない。




　そこで、現実に引き戻された。

　瞼まぶたをうっすらと開いた視し界かいには、白い天てん井じようがある。薬品で昏こん睡すいした脳の奥に僅わずかな痛いたみがある。その痛みは現実に聞こえる誰かの絶叫に反はん応のうするかのように頭を揺さぶる。頭の中を犯おかされているような気がして、不ふ快かいだった。

　億おつ劫くうだったが、頭を上げて周まわりを見み渡わたした。状じよう況きようが呑のみ込こめない。何か床に金きん属ぞくの欠片かけらが散らばっている。カーテンが開いて景色けしきが開けている。女がひとり、俯うつぶせのまま上半身をもたげて叫んでいる。そしてその視し線せんの先には、人がふたり、いる。

　何をしているのだろうかと、他ひ人と事ごとのように考える。

　叫んでいる女はセール＝ルウジュだった。そしてふたりのうちのひとりはレイン＝リィンだった。後うしろ姿すがたしか見えていないが、それは間ま違ちがいない。見間違える訳わけがない。

　だけど、何かが変だ。

　レインと向き合っている人間は、何な故ぜか両手両足で地面に這はっている。長く振ふり乱みだした髪の隙すき間まから覗のぞく瞳ひとみは、どうにも生せい気きを感じさせない。

　そして、レイン。

　レインの様よう子すもおかしかった。がくがくと足を震ふるわせ、それでも懸けん命めいな気け配はいで、シオンに背を向けている。

　這はっていた女の身体が動いた。

　不ふ意いにそのままの姿し勢せいで跳はね、レインに躍おどりかかる。咄とつ嗟さにレインはその女に何かを投げ付けた。頬ほおにそれらが当たるが、女は意に介かいさない。そのまま激げき突とつし、レインを吹き飛ばす。宙ちゆうを舞まった身体が壁かべにぶつかり、厭いやな音がした──厭な音？

　そこで、シオンは、気付く。

　女の身体のあちこちに、何か妙みような物体がくっ付いている。それらは生物の形をした生物の破は片へん。動き蠢うごめくその破片たちは女から生え、そして、生きている。

　──けもの？

　レイン。彼女は壁に背中からぶつかった後、その場に崩くずれて動かない。かけていた眼鏡めがねが傍そばに落ちて、壊こわれている。そしてゆっくりと服の下、上うわ着ぎの袖そで口ぐちから赤い液体が伝わって。

　──赤。

　それは、血。まるで血のような。

　或あるいは、血のような。




　レインの身体から溢あふれた血が、レインの身体を伝ってレインの右手を流れていく。




　レインの手。

　それは白くて、細い指。

　右手親指の付け根に、白くて小さな傷きず痕あとがあるのを、シオンは知っている。

　殆ほとんど目立たないちょっとした筋すじだったが、それが傷痕であることを、シオンは知っている。

　それはシオンの歯形の名な残ごり。

　昔、シオンが付けた、レイン＝リィンの傷痕。

　傷。血。指。手。

　その手。

　その手から、血が。

　ケモノによって与えられた、傷から。




　──何をしている？




　頭から、視し界かいから、五ご感かんから、色が、音が、痛いたみが、消える。

　すべてが収しゆう束そくする。

　思い出す。思い出した。

　たった今、見た夢。

　その悲ひ鳴めい。断だん末まつ魔まの悲鳴は何を言っていた？　大声をあげて泣き叫びながら、その声は何を意味していた？




　たすけて。




　刹せつ那な、ケモノが、レインに再ふたたび躍おどりかかる。

　しかし攻こう撃げきは届とどかない。突とつ進しんしてきたそいつは空中で何かに激げき突とつしたかのように墜つい落らくし、ごろごろと勢いきおいのまま転ころがる。

　レイン＝リィンの前に、シオン＝エシュは立つ。




　未いまだ脳は、夢と現実を混こん同どうして認にん識しきしている。

　現実は夢の最中にあって、夢は現実を内ない包ほうしている。そこでは──夢の中では、希望も絶ぜつ望ぼうも祈りも願いも、無意味で無む価か値ちで無む駄だな存そん在ざいではない。

「貴き様さま」シオンは呟つぶやき、「何をしている？」

　何かが弾はじけた。
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　ルナは無む言ごんだった。

　それは怒いかりか憎にくしみか嘲あざけりか憤いきどおりか何か判はん然ぜんとしない。どうでもいい。

　ケモノの動きがのんびりと見える。目の前が真っ赤だった。意い識しきは半ば消えていた。

　腹に突つき刺ささっていた足を握にぎり締しめる。甲こう羅らが破れ中の肉が崩くずれルナは再び起き上がる。腹部の傷も塞ふさがらないまま、ケモノに飛び掛かる。鋏はさみがやってきた。父親の幻まぼろしが襲おそってくる。ウィムを殺したものが迫せまってくる。受け止める。鋏が開く。それにも構かまわない。

　掌てのひらに浮かぶ瘴しよう気き。掌に浮かぶ母親。光こう景けいが甦よみがえる。父親の身体に乗っかった姉。あれは多た分ぶん、母親だった。ケモノに喰くわれたキキトの足。あれだって同じだ。キキトはもうひとりの姉で、姉はもうひとりの母親だ。そして同時に──キキトは友達で、ウィムだってそうだった。

　だけどそれがどうした？

　ルナはもう、ルナだ。

　だけどそれがどうした？

　母さんはもう、どこにもいない。姉は死んだ。キキトも死んだ。だけど母はここにいる。最初から、ここにいた。

　そして今度はウィムが死んで、父親はまだ、死んでいない。

　殺していない。

　ルナの右腿ももを鋏はさみが掴つかんだ。足の筋きん肉にくは神しん経けいは半ば切せつ断だんされその痛いたみは鈍にぶかったがすべてを無む視ししてゆっくりと凶まが玉たまを押し付ける。甲こう羅らが崩くずれ中の肉が腐くさる。

　──足りない。足りない。足りない。足りない。

　脳が半分ずれてしまったように、何かを求めている自分がいる。訳わけがわからない。心臓に短刀が刺ささったあの時のように、感情がままならない。真っ赤になった視し界かいの中で、崩くずれ落おちるウィムの身体、その光景だけが繰くり返かえされる。

　何かが飽ほう和わしつつあった。

　奇き妙みような感かん触しよくがルナを埋うめ尽つくそうとしている。

　頭に皹ひびが入って、そこから水が流れ込んでくるような。

　或あるいは、身体がどこか別の空間に乖かい離りしていくような。

　身体を離はなす。鋏とケモノの身体を繋つなぐ関かん節せつ、そこにまた月を落とす。

　鋏がケモノから千ち切ぎれ地面に落ちた。

　これはあってはならないものだ。

　ケモノが無む言ごんで飛び掛かって来る。

「邪じや魔まだ!!」ルナは一いつ喝かつした。夢の中で叫ぶように。

　ケモノの身体を蹴けり殴なぐり踏ふみ張はり倒たおす。腐くさらせても腐らせても動きをやめないそいつがどんな理り屈くつで動いているのかなどそんなことはどうでもいい。

　思った。

　──崩ほう壊かいさせろ。崩壊してしまえ。

　思い付いた。

　──崩壊器き官かんを強制剥はく離りしよう。

　アポトーシスはまだ不完全で、未み成せい熟じゆく部分も多た岐きに及ぶ。だけど右腕部くらいの限定的な強制剥離なら何とか可か能のうだろう。強制剥離には反はん衝しようがあるがそんなものは関係ない。痛つう覚かく自じ閉へいの方法はまだ思い出していないから反衝に伴ともなう痛いたみは大きい。だけど。

　そんなこともどうでもいい。ウィムの痛いたみには、それでもまだ足りないのだから。

　自分の考えていることが自分では理解できないままに、ルナはケモノの身体を右腕で掴つかんだ。

　身体の中、何かが駆かけ昇のぼってくる。どうでもいい。動かなくなれば、それでいい。こいつは死ね。こいつを殺せ。こいつを潰つぶせ。腐ふ敗はいしろ破は壊かいしろ解かい放ほうしろ土に帰れ空に溶とけろ。

　──崩ほう壊かい器き官かんが剥はく離りして、目もく標ひように侵しん入にゆうする。

　右みぎ掌てのひらから何か体温のようなものがケモノに流れていった。

　そしてケモノの身体は──途と端たんに痙けい攣れんし急激に、

　崩くずれ、溶とける。

　螻蛄おけらの身体が、貼はり付ついた人間の貌かたちが、醜みにくく生えた六本の足が、あちこちが腐くさってなお活動をやめなかったケモノの身体すべてが、

　液えき状じよう化かしながら沸ふつ騰とうしながら乾かん燥そうしながら塵ちりになり気体になって掻かき消きえる。

　人の数倍はあろうかという体たい躯くが刹せつ那なでこの世から消しよう滅めつした。

　直後、右腕に、何か大事なものが壊こわれたような、圧あつ倒とう的てきな痛み。

　呼吸が止まるほどに痛い。しかし。

　ルナはそれを無む視しする。

　まだだ。まだ足りない。

　足りない。

　すぐにケモノに興きよう味みを失う。自分の腕に走った止まない痛みにも興味を失う。さっきまで自分が何を考えていたのか、どんな思し考こうをしていたのか、それらさえも頭から消えていく。

　そんなことすべてが、どうでもいいことだ。

　違ちがう。それではない。そんなものではない。

　足元を見み遣やる。凝ぎよう視しする。蠍さそりの──いや、蟹かにの鋏はさみが落ちている。

　落ちている。

　こいつ、こいつだ。

　こいつが僕の邪じや魔まをする。こいつが殺した。

　ウィムを、殺した──。

　ルナはそれを足で踏ふむ。思いきり踏む。憎にくしみを込めて踏む。何度も何度も何度も何度も殻からに皹ひびが入り中の体たい液えきが染しみ出でるまで。それから腰を落とし半ば馬乗りになって殴なぐる。右腕は何な故ぜか動かなかったから左腕だけで、何度も何度も何度も何度も殻が割れ肉が見えるまで。ルナの拳こぶしも傷付き皮ひ膚ふが破れ骨ほねが破は損そんしその傍そばからまた治なおりそれが繰くり返かえされる。が、気付かない。

　割れた殻の隙すき間まから指を突っ込み甲こう羅らの破は片へんを引ひき剥はがし中から見える桃もも色いろの肉。それを掴み出す。頬ほおに体液が飛び散る。滑ぬめりのある血が吹き出る。構かまわずに引きずり出す。破壊する。ただ鋏を、急いで、一いつ刻こくも早く、跡あと形かたもなく、血ち塗まみれに、あの短刀はどこかに失くしてしまったから、素す手でで。

　破は壊かいに破壊を重ね破壊で彩いろどり破壊で毀こわせ。

　殻からの大半が砕くだけ肉の大おお凡よそが無ぶ様ざまに散ちらかり地面とルナが形けい容ようし難がたい色になっていく。もう既すでに命を失ったその鋏はさみを、蹂じゆう躙りんし蹂躙し蹂躙し体温が消えるまで。

　ルナは左手から瘴しよう気きを出した。

　まがたま。つき。ははおや。かあさん。

「死ね」小さく無む意い識しきに呟つぶやき、そして。

　母親で父親を殺す。

　ぎじゅう、と音がした。

　──どうして姉さんを犯おかした？　どうして僕を守った？　どうしてウィムを殺した？　せっかく、前に進めると思ったのに。お前は死んでも尚なお、僕の邪じや魔まをするのか？

　感情が混こん乱らんし混こん雑ざつし混こん在ざいし混こん濁だくする。現在と過去と未来が一いち様ように混まじり合あい喪そう失しつ感かんの中で憎にくしみが飽ほう和わする。

　腐くされ。腐れ。全部腐ってこの世から消しよう滅めつし液えき化かし水になり乾かん燥そうし塵ちりになれ。

　──僕の手で、母さんの手で、消えてしまえ──。

　ルナは破は壊かいを続ける。気が済すむまで続ける。頭は真っ白だ。何も見えない。聞こえない。感じない。

　蟹かにの鋏は原形もなく、

　腐って朽くちて崩くずれて狂くるう。




　ルナはいつしか口元を歪ゆがめ、泣きながら笑っている。可お笑かしい。とても可笑しい。意味がわからない。どうしていつも、こんなことになる？

　本当はわかっていた。心の奥では理解していた。死んでしまった父親に押し付けている怒いかりは、憎にくしみは、この感情は──結局のところ、逃とう避ひでしかないことに。

　それでも、認めたくなくて。だから。

　胸の痛いたみを伴ともなって、それはルナに涙なみだと笑え顔がおを与える。

　日が暮れかかっている。天てん上じようには薄うす青あおい月が見えている。

　月の下で、月と共に、月を抱だいて、月が笑えむ。
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　体たい勢せいを崩くずしたままの人間──人間の貌かたちをしたケモノが、不ぶ格かつ好こうに飛びついてくる。

　シオンは左腕を振りかぶって、そいつを迎むかえ撃うった。

　人間の肉が潰つぶれる音がする。ケモノが弾はじかれ床に再ふたたび転ころがる。

『灰はい被かぶり魔ま女じよ』。その変へん異い──『魔女の剣』。鈍にび色いろに林りん立りつした棘とげと刃で覆おおわれた左の腕。金きん属ぞくほどに硬かたく刃は物もの以上に鋭するどく、そしてシオンと同じように鋭い。

　ケモノの身体は母ぼ体たいがヒトでできていた。人間の肌はだや肉や骨ほねなど、魔ま女じよの剣を受け止めることもできない。

　シオンはケモノを追つい撃げきした。

　ケモノの肉は裂さけている。血は何な故ぜか、流れていない。開いた傷口はただ肉の桃もも色いろと脂し肪ぼうの黄色を混まじらせて、白い骨ほねを彩いろどる。

　だけど血が流れないことに対する疑問など、脳には届とどかない。

　シオンは無む言ごんだった。

　それは憎にくしみと哀かなしみと憤いかりとを統とう廃はい合ごうして流し込んだ、純じゆん粋すいな怒いかりそのものだった。

　真まつ直すぐに魔女の剣をケモノに突き出す。

　ケモノの動きがのんびりと見える。いや、見えない。何も見えない。目の前が真っ赤だった。いや、色があるかどうかもわからない。ただシオンの頭の中にあった感情はただひとつ。

　よくも、よくも、よくも、よくも、お前は私の大事なものを無ぶ遠えん慮りよな神しん経けいで何な故ぜ傷付ける？

　ケモノに飛び掛かる。人間の頭が噛かみ付ついてくる。人間の顔。かつてシオンを襲おそった男たちの、女たちの、家族の顔がシオンの頭をよぎる。しかし躊ちゆう躇ちよはしない。そんなもののために手を緩ゆるめたりはしない。お前はレインさんを傷付けたのだから。威い圧あつする。受け止める。受け止めると同時に引ひっ掻かく。頬ほおの肉が削そげ歯が覗のぞく。だらり下げられた舌したがずたずたになる。一回斬きれば傷は数多あまた。魔女の剣は許ゆるさない。シオンは許さない。残ざん酷こくな傷きず痕あとに光こう景けいが甦よみがえる。かつていた家族。シオンが殺した家族。もういない家族。それは忘れてはいけないし、忘れることなどできない。

　だけどそれがどうした？

　シオン＝エシュはウェポンになった。

　だけどそれがどうした？

　母さんはもう、どこにもいない。弟は死んだ。父も殺した。母は首を吊つった。

　そしてレイン＝リィンに出会った。

　それをまた奪うばうのか？

　冗じよう談だんじゃない。

　ケモノの力は母体をヒトとしているとは思えないほど強く、無ぶ遠えん慮りよだった。しかしそれらの攻こう撃げきは大振りでケモノじみていて、それだけにシオンにとっては安あん易いだった。

　何度も繰くり返かえしてきた。上手じようずにケモノを殺せるように。どんなケモノも上手に殺せるように。眼めを瞑つむっていても、後ろを向いていても、怒いかりに我を忘れていようとも、自分の身体がどんなに傷付いていようとも、経けい験けん則そくで殺せるように。

　振り回した腕ごと破は壊かいしてしまいそうなケモノの一いち撃げきを病室の限られた空間の中鮮あざやかに躱かわし、躱しざま魔女の剣を鋭く斬きり付つける。そいつの右腕が折おれ千ち切ぎれかけた。物理的衝しよう撃げきによってそいつは揺ゆらぐ。棚たなにぶち当たり薬品群がばらばらと崩くずれ落おちる。無む視し。壊こわれかかった口こう内ないに、直線で剣を力の限り射さし込こんだ。金きん属ぞくの壁かべと魔ま女じよの剣がぶつかる音。貫かん通つう。

　人間の顔真似をするな。

　引き抜く。上方向に林りん立りつした棘とげは刺さし易やすく抜ぬけ難にくい。力を込めると傷口は大きく裂さけ無む惨ざんに抉えぐれもはや人間の面おも影かげも残さない。

　それでもまだ動く。

「邪じや魔まだ!!」シオンは一いつ喝かつした。

　ケモノの身体を蹴けり壁に叩たたき付つけ殴なぐり踏ふみ張はり倒たおし魔女の剣でめった打ちにする。腕が千ち切ぎれ肚はらが破れ乳ち房ぶさが抉れ肩が砕くだけても反はん抗こうを試こころみているケモノは動きをやめない。しかしそいつがどんな理り屈くつで動いているのかなど、そんなことはどうでもいい。徹てつ底てい的てきに壊こわして崩くずして動かなくしてしまえ。
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　上半身も下半身もなく殴なぐり付け傷に傷を重ねて。肘ひじに生えた虫の足を掴つかんで引き抜き、左肩でぴくぴく動く犬の耳を指先で貫つらぬく。形状の変化した馬みたいな足に腕を突っ込み中の骨を掴んで砕き折る。顔はもう顎あごから上がどこかに行っていたが、それでももう一度喉のど元もとを抉り喉いん頭とうとくっ付いた舌したを引き抜く。

　無む造ぞう作さに鎖さ骨こつに手を掛け、刺し入れて下に引っ張り胸ごと引ひき剥はがす。まだ動く。内ない臓ぞう。まだ動く。露ろ出しゆつしたそれらは惨さん憺たんたる光こう景けいを作り出してはいたが、その実感がない。情じよう報ほうは届とどかないから何も感じない。

　まだまだ動く。ならば、心臓。

　突っ込み掴つかみ潰つぶしながら引き抜く。

　途と端たんに、何な故ぜか、不ふ意いにケモノは動きを硬こう直ちよくさせた。唐とう突とつに、まるで時間が止まったみたいに活動を停てい止しさせ、すべての抵てい抗こうをやめてしまう。心臓には何か黒っぽい虫のような貌かたちをしたものが貼はり付つき、そこから細い筋すじが幾いく本ほんも伸びて死体の体内に蜘く蛛もの巣すのように走っていたが、それにシオンは気付かなかった。ぷちぶちとその神しん経けいのようなそれを引ひき千ち切ぎりながら、ただの肉にく塊かいになった心臓と巣す食くった虫のようなものをまとめて握にぎり潰つぶし放り投げ、

　すぐにケモノの死体に興きよう味みを失う。

　それどころではない。

　ケモノへの殺意は完全に消えていた。身体を起こし振り返る。反はん対たい側がわの壁かべに寄より掛かかって瞼まぶたを閉じているレイン＝リィンを見る。血の量がさっきより増ふえている。深緑色の制服、肩口の辺あたりに黒い染しみができている。

「レインさん！」駆かけ寄よった。

　肩を掴み、揺ゆさぶる。腕の変へん異いは解といた。見せたくない、誰だれにも見せたくないが──それどころでは、ない。

「レインさん！」呼び掛ける。頬ほおをぱちぱちと叩たたく。温あたたかい。体温はある。生きている。

　まだ、生きている。

「お願い……」誰だれに願っているのかわからない、それなのに口をついて出た。

　ついて出た瞬しゆん間かん、そんな言葉に意味などないことに気付き、自分に嫌けん悪お感かんを覚える。

　祈るな。願うな。動け。

　ここは現実だ。

「起きて！」叫び、顔を撫なでる。頭を打っているかもしれないから、あまり動かさない方がいい。だから呼び掛ける。「レインさん！」

　レインは答えない。

「起きて！」耳許で、叫ぶ。

「眼めを醒さませ!!」もう一度。口く調ちようが昔に戻っていることにシオンは気付かない。

「レイン！　起きろ!!」

　そして。

「…………ん」微かすかに洩もれる声。

「起きて……生きていて……」縋すがり付つく。胸が熱あつい。この感情が何なのか、よくわからない。それでもレインの身体に縋り付いて、まるで子供のように。

「シ……オン？」

「レインさん……!?」

　ややあって、自分の名前を呼ぶ声。シオンは顔をあげる。

　レイン＝リィンが、微かすかに瞼まぶたを開きながらこっちを向いている。

「頭……いたい」レインは微ほほ笑えんだ。

　冷れい酷こくそうな鋭するどい瞳ひとみを、悪戯いたずらっぽく細めて、まるで子供のように。

　シオンは言葉が出て来ない。

　安あん堵どと共に身体中に痛いたみが甦よみがえってくる。

「血の匂においがする」レインが笑えみながら呟つぶやいた。

　当たり前だ、とシオンは思う。レインは怪け我がをしている。ケモノの死体だってぐちゃぐちゃになってその辺に転ころがっている。何よりシオンの身体にはケモノの血や肉片があちこちにこびりついている。特に左手に。

　──当たり前だ。

　血の匂においがして、当たり前だ。

　血は生命を繋つなぎ、そして死に繋がるのだから。

　だから。

　シオン＝エシュは、弱々しく微笑むレインに向かって、震ふるえる唇くちびるで小さく呟いた。

「……死んでは、いやです」

「駄だ目めじゃない、寝てなくちゃ」

　冗じよう談だんを飛ばすくらいの元気はあるんだから、とでも言うように笑い、

　レインはシオンの頬ほおを、血ち塗まみれの手で撫なでた。

　血の下で、血と共に、血を抱だいて、血塗れの魔ま女じよが笑う。




　ふと、ルナ＝イルのことを思った。

　二週間前、悲しみと怒いかりを混まじらせた瞳ひとみでケモノに向かっていった少年。身体が傷付くことも厭いとわずに、彼は何度も何度も立ち上がった。どこからそんな力が出てくるのか、あの時のシオンにはわからなかった。ただ、凄まじい、とだけ思っていた。

　だけど、違ちがう。違った。たった今、わかった。

　喉のどの奥おくから溢あふれてくる痛みに咳せき込こみながら、シオンは思う。

　──こういう……ことか。

　薄うすれていく意い識しきの中で、少女は薄く、微笑んだ。




　レインは覚かく醒せいしかかった意識を焦しよう躁そうで揺ゆり動うごかし、意識を失ったシオンの背中を撫でた。

　事じ態たいは一いつ刻こくを争あらそっている。

　──まずい。

　レインの負ふ傷しようは浅い。頭は痛むが、それでもシオンよりは遥はるかにましだ。シオンの傷が深い。戦せん闘とう中ちゆうに負ふ傷しようしたかどうかはともかく──安あん静せいにしていなければならないのに暴あばれ回まわったに違ちがいない。ケモノの屍し骸がいを見るまでもなく、シオンがどんなふうに戦ったのかくらいはわかる。シオン＝エシュがそういう娘こだということを、レインは理解している。自分が怪け我がをしたことでシオンをどんな気持ちにさせたかくらいは。

　傷いたんだ内ない臓ぞうを無む視しして戦ってくれたのだ。欺ぎ瞞まんでも何でもない、この娘の優やさしさと怒いかり。

　救きゆう援えんが必ひつ要ようだと思う。医い務む室しつなのに、と皮ひ肉にく混まじりに。医い療りよう員いんを呼ばなくては。集中措そ置ち室しつに行かなければ。

　頭が痛いたむのも構かまわずに、シオンを抱かかえて立ち上がった。

「セール、無ぶ事じ……？」少し向こうで俯うつぶせになって蹲うずくまっているセール＝ルウジュに、レインは声をかける。こちらも負傷が酷ひどい。両足が無む惨ざんに折れていた。こっちも集中措置室行きだ、とレインは胸の奥おくが痛くなる。

　セールは答えなかった。

　ただ、息を殺して泣きじゃくっていた。

　安あん堵どしたように。悔くやんでいるように。そして謝しや罪ざいするかのように。顔はよく見えない。眼鏡めがねがなくなっていたから、細かい表情が見えない。だけど、わかる。どんなふうにセールが泣いているのかくらい、わかる。

　セールは、そういう娘なのだから。

　──すべては自分がいたから起きたことだ。

　自分に変へん異いがないことへの罪ざい悪あく感かんが、レイン＝リィンの視し線せんを滲にじませる。そしてそれ以上に、ここまでしてくれた彼女たちを心しん底そこ愛いとおしいと思う。

「……死なせるもんですか」呟つぶやいた。

　──そうだ。死なせるものか。

　私の家族たちを。妹を、娘を。私のものだ。私の一部だ。

　ひとりたりとも死なせてたまるものか。

　だからレインは、シオンの身体をゆっくりと床に寝かせ、それから痛む頭と肩を無む視しして扉とびらへと走り廊ろう下かに出て、

「ウェポン総員、無事!?　一般局員、怯おびえて隠かくれているな！　出て来い！

　……こっちに負傷者がいる！　救きゆう援えんを！　命令だ、救援を!!」

　自分の全存そん在ざいを賭かけた大声を、張り上げた。
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　それは結けつ局きよく、もはや原形のなくなった蟹かにの鋏はさみが泥どろと混じりただの塊かたまりになって破は壊かいできなくなるまで続いた。破壊する対たい象しようがなくなって嗚お咽えつする自分の声が聞こえる。

　ルナはぼんやりと我に帰った。

　──何だ、これ？

　腐ふ臭しゆうが酷ひどい。当たり前だ。地面には腐くさったケモノの欠片かけらが無む造ぞう作さに無む秩ちつ序じよに混こん乱らんしている。ケモノの体たい液えきと血の匂においも混まじって、空気を異い様ような色に染そめている。しかしそんな腐臭に混じって微かすかに花の香かおりがした。何な故ぜかはわからない。どうしてだろう。ケモノの身体も、蟹かにの鋏はさみ以外の部ぶ位いが見当たらなかった。それが何故なのかもわからない。記き憶おくが曖あい昧まいで、ぼやけている。憎にくしみの余よ韻いんだけが、まるで夢から醒さめた後のように心の裡うちに残っている。

　何も覚えていなかった。ただ右腕だけが、ずきずきと引ひき裂さかれたように痛いたむ。痛みは消えない。ルナの身体にとってそれはおかしなことなのに──痛みは続いている。これも、やはり理由はわからなかったけれど。

　ルナは漠ばく然ぜんと周しゆう囲いを見み渡わたす。

　ウィムが──ずっとルナを励はげましてくれていたウィムの身体が地面に倒たおれていた。

　そこでやっと、ウィムが死んだことを思い出した。

「……あ」小さな呟つぶやきが唇くちびるから洩もれた。

　死体が微かすかに視し界かいの端はしに映る。顔を向けようとしたが、すぐに逸そらした。

　ちらと見えたウィムは、俯うつぶせに死んでいるらしかった。

　腐ふ肉にくと土の混じった泥どろに顔を埋うめ、動かなくなっている。

　ウィムが、それが、どんな顔をして死んでいるのかを知ることに、酷ひどい恐きよう怖ふがある。




　逸そらした視界の先に人ひと影かげがある。

　カロマイン＝セクが、腐臭に顔も歪ゆがめず無表情に無む機き質しつに、こっちを見ている。

　恐怖も嫌けん悪おも禁きん忌きもなく、逆ぎやくにどこか嬉うれしそうな様よう子すで、ルナを見ている。

　しかし、それは──、

　違ちがう。

　カロマインだけが映った視界が、不ふ意いに滲にじんだ。

　ルナはひとりだった。

　たったひとりで、ケモノの屍し骸がいの中に座り込んでいた。

　ウェポンたちは、遠とお巻まきにルナを取り囲んでいる。しかし誰だれも近寄ってこない。当たり前だ。ウィムはもう、いなくなっているのだから。

　当たり前だ。また手に入れる前に、失ってしまったのだから。

『過か学がく』によって作られた、瘴しよう気きの中にあっても腐ふ食しよくしない特別な衣服。

　それはあちこちが破やぶれて、その上酷ひどく汚よごれていた。

　思わず、上を見上げる。

　東の空に、見える星があった。

　もう夜が半分以上やって来ている。日は沈みかかって、空は白っぽい。影かげが長い。

　その中にあって一ひと際きわ大きく、薄うすら明るく浮かぶ星。

　それは円を半分だけ切り取ったような変な形をして、少年の瞳ひとみにぼんやりと映っている。

　周まわりに星はない。

　ひとりだと、そう思った。

　風が吹く。

　破れた服の隙すき間まから、入り込んでくる。

「すこし……寒いな」

　口をついて出た声は、酷ひどく弱々しくて、誰だれの耳にも届とどかない。




　ふと、シオン＝エシュのことを思った。

　二週間前、たったひとりでケモノに向かっていった少女。周りには誰だれもいないのに、彼女は爛らん々らんと淡たん々たんと戦っていた。どうしてそういうふうに戦うのか、あの時のルナにはわからなかった。ただ、これがこの子の意志なのか、とだけ思っていた。

　だけど、違ちがう。違った。たった今、わかった。

　静せい寂じやくと衆しゆう人じん環かん視しの中で座り込みながら、ルナは思う。

　──多た分ぶん、同じなんだ。

　下がっていく体温を繋つなぎ止とめることもできず、少年は涙なみだを零こぼした。
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　一九時一四分。

　エデン内部で最後のケモノが駆く逐ちくされ、緊きん急きゆう事じ態たいは解かい除じよされる。

　一九時一八分。

　集落に侵しん入にゆうした最後のケモノが駆逐され、殲せん滅めつが完了する。




　全戦せん闘とう行動、終しゆう熄そく。
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　そしてそれから一日後。

　エデン第十三区く画かく、直ちよつ轄かつ区く大会議室。

「……報ほう告こくは以上」

　カロマイン＝セクは、そこに集まった十三人の純じゆん血けつ種しゆたちの前に立っていた。円えん卓たくの中心、ぽっかりと開いた穴の中で、全員の視し線せんを一身に集めて、それでも表情をまるで変えずに。

「……それは本当か？」

　カロマインの報告を聞き終えて最初に怖おず怖おずと口を開いたのは、ウェポン司令部部長だった。十年前──ウェポン司令部の副部長として存そん在ざいしていた男。

「外部でも……『繭まゆ』が……」

「エデン内でも同じことが問題になっていたね」

　自分にはまったく関係ないという口く調ちようで、経営部部長が椅い子すの背もたれに身体を投げ出す。こちらは十年前にはまだ赤ん坊だ。

「有ゆう機き物ぶつ無む機き物ぶつを問わずに体たい組そ織しきを融ゆう合ごう、神しん経けい系けいを侵しん蝕しよくさせ自己と同化して結けつ合ごうし取り込む。……そんな力を持つものが外部に流りゆう出しゆつしてるんだから。恐こわいなあ」

「そのよそよそしい態たい度どはやめろ」老人──ウェポン管理部部長が、諫いさめる。

「お前にとっては他ひ人と事ごとかもしれんが、エデンにとっては一大事だ」

「いや、僕ら経営部にとっても一大事だよ。何せ施し設せつが一部破は壊かいされているんだ。修しゆう理りにどれくらいかかるのか、或あるいはどれだけ注つぎ込こんでも無む駄だなのか。……それをきっちりと見み極きわめなくちゃならない」嘘うそっぽく少年は応こたえる。

「修理を優ゆう先せんさせるなら、計画にも遅ち延えんが出る」

「そういう問題ではない!!」激げつ昂こうして立ち上がるのは過か学がく研究部部長。

「『繭』が──試し体たいが、何な故ぜ流出したの!?　あれは我々が苦労して作り上げた代しろ物ものよ!!」

「へぇ。で、数は減へっているの？」すかさず、別の女の口が開く。

　外交部部長──カロマイン直属の上司だった。

　研究部部長は口を噤つぐみ、俯うつむく。

「……減っていない。記録通りの数がある」代わりに答えた苦にが々にがしげな声。過学管理部部長。

「数が減ってないのに『繭』は流出している。……それはどういう意味があるのかしら？渉しよう外がい部ぶ、どう？」

「どうと言われても答えようがないね」男が肩を竦すくめる。

「あれは他都市に流入するはずのない代物だ」

「じゃあさ……どういうことなのよこの愚ぐ図ず共ども!!　十年前に既すでに流出してたんじゃないの!?」

　女は突とつ然ぜん声を荒あらげる。

「あれらが出しゆつ奔ぽんした時手助けした奴やつらがいるんじゃないの!?　そいつらがあれを持たせたとしても私は不ふ思し議ぎに思わないわね。そして、だとしたら……そいつらを発見して弾だん劾がいして粉こな微み塵じんにぶち殺す作さ業ぎように外交部は労を惜おしまないわ！」

　円えん卓たくを叩たたき立ち上がり、女は苛いら立だたしげに高こう揚ようする。

「あれらはいつか行動を起こす。そう進言し続けてきたのは誰だれだったかしら？　私たち外交部と渉しよう外がい部ぶだったと思うけど、私の記き憶おくは狂くるってないわよね!?　それからそんな私たちの進言を無む視しし続けてきたのは一いつ体たい誰だったのかなぁ!?　確か……」

「黙だまれ！」短く叫んだのは防ぼう衛えい部ぶ部長だった。

「間ま違ちがいは認める。認めるが……今回の件がそうだったとは限らないだろう」

「限らない？」女はまるで莫ば迦かか家か畜ちくでも見るような眼めで周しゆう囲いを睥へい睨げいした。

「限らない。限らないって何？　外から内からほぼ同時に狙ねらったように『繭まゆ』を使って我々を攻こう撃げきしてきた、そんなことが可か能のうなのは、そしてそんなことを思い付きそうなのは一体どこの誰かしらね？　我らの御み使つかいが出動中にエデン内で『繭』が発はつ動どう、同時に我らの御使いもエデン外で発動した『繭』と遭そう遇ぐう、ってどういうこと？　偶ぐう然ぜん？　奇き蹟せき？　冗じよう談だん？　それとも夢？　恣し意いであるならばあれらが関係していると考えるのが自然じゃないの？　それともあれらが関係していないのならば、納なつ得とくのいく答えを論理的かつ簡かん潔けつに、多くて四百字以内で説明して欲しいんだけどどうかしら？」

　そして、叫ぶ。苛立たしげに、或あるいはまるで性的に興こう奮ふんしたかのように。

「それに……何でエデン内に『繭』を持ち込んだ容よう疑ぎ者しやも見付かっていないの！　そもそも第三区く画かくの異い常じようを認にん識しきした管かん制せい官かんどもは何をしていたの!?　映えい像ぞうの繋つながらない監かん視し用ようモニターをのんびりと弄いじり回まわして、のほほんとマイクに向かって呼び掛けてただけだっていうじゃない！　その辺あたりどうなのよ施し設せつ管かん理り部ぶ!!」

　その日五度目になる糾きゆう弾だんに施設管理部部長は俯うつむく。

「……管理体制についての責任問題についてはもう充じゆう分ぶんに話し合ったじゃないか」

　助たすけ舟ぶねを出したのはウェポン司令部部長だったが、女はまるで耳を貸さない。

「責任の所しよ在ざいについて言いたい訳わけじゃなくて私は問題対たい応おうの在あり方かたが適てき切せつだったかを尋きいてるんだけど！」女の声は節ふし々ぶしで裏うら返がえりながら、酷ひどく耳みみ障ざわりな喘あえぎ声ごえのようだった。

　しかし──誰も女に反論しない。できない。

　外交部。またの名を地下戦せん闘とう部ぶ。

　エデンに仇あだなすケモノ以外の存そん在ざいを、水すい面めん下かで駆く逐ちくするために作られた部ぶ署しよ。水面下で起きたエデンの問題を、水面上に出さずに解決する部署。現在彼らは専もつぱら、暗あん殺さつや間かん諜ちようを専門に動いている──エデン内外、バベル内外、或いは他都市に至いたるまでの一いつ切さいを問わずに。

　故ゆえに問題対たい応おうという事じ項こうに関しては、外交部の右に出るものはいない。

　何しろ、目的もなく、それでいて手しゆ段だんを選ばないのだから。

「私たちに捜そう査ささせなさい！　この件に少しでも関かかわってると思われる奴やつらを全員発見して捕ほ縛ばくして薬品漬づけにして自白させて徹てつ頭とう徹てつ尾び裁さばいて駆く逐ちくしてやる！　実行犯が逃とう走そうしたならバベルの中エデンの外どこでもいいから追おい掛かけて捕つかまえて生なま皮かわを剥はいで塩水で灼やいてやる！　そしてその先にいるはずの──その先に彼らがもしいるのなら、その勢いきおいで追つい撃げきして対たい峙じして殲せん滅めつして何を企たくらんでるのか知らないけれどすべて潰ついえさせてやるわ!!」

「出しゆつ奔ぼんしたあれらの組そ織しき解かい析せきは終わっている、故ゆえに問題ない。研究部の面めん々めんは口を揃そろえて言う」

　興こう奮ふんしたまま息を弾はずませる女に替かわり、カロマイン＝セクは──ウェポン兼けん地下戦せん闘とう部ぶ戦闘員筆ひつ頭とうであるところの彼は、口を開く。

　エデンの中で起きたという混こん乱らんについては興きよう味みがない。首しゆ謀ぼう者しやは『奴』と結けつ託たくしていたのだろうが、そんなことも関係ない。

　カロマインの興味は、関かん心しんは、目的は、執しゆう着ちやくは、ただひとりだ。

　だから、女の後を継ついで続ける。

「確かに問題はないのだろう。状じよう況きようが整ととのえばすべては解決する。君たちはあれらの細さい胞ぼうサンプルを持っているが故に……過か学がく的てきには存そん在ざいを手に入れているも同どう然ぜんだからな。しかし……あれらそのものは、あれらの人格もまた、決して無む能のうではない。当然だ。かつてのウェポン特別総そう轄かつと、そして司令部特別参さん謀ぼう。あれらが十年間も沈ちん黙もくしていた理由を『彼らは死んだ』という言葉以外で説明できる者がいるのか？」

　沈黙。カロマインは続ける。

「寧むしろ『十年潜せん伏ぷくしていた』と解かい釈しやくする方が自然だ。そしてそれは最大限に恐おそろしい。あのふたりが一いつ緒しよにいるとは考えにくいが……それでも、だ。はっきりと言おう。

　君たちは嘗めているのではないか？」

　沈黙。カロマインは続ける。

「『太陽』の方はわからんしどうでもいいが……『蛟みずち』は、あれは……必かならずここに戻ってくる。あれはそういう男だ。絶ぜつ対たいに来る。もう一度言おう。嘗なめているのではないか？」

　カロマインは続ける。

「私はそれを迎むかえ撃うつためここにいる。私はそれを迎え撃つために全力を尽つくす。しかし……君たちもまた全力を尽くさなければ、すべてが破は綻たんしない保ほ証しようはどこにもない。私は君らのことまで気にかける余よ裕ゆうはない。当然だ。あいつは恐ろしい。

　──『蛟』。『破は壊かいする蛇へび』。『龍りゆうの王』。『レヴィアタン』──

　そう名付けたのはお前たちだろう？」

　沈黙。

　沈黙。

　沈ちん黙もく。
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　カロマインは続ける。

「『月』はまだ使えない。第五は未発見だ。確かに前者は酷ひどく有ゆう望ぼうだが……同時に危あやうい。それは報ほう告こくした通りだ」

「羽う化か……しかかった、というあれか」

　やっとのことで聞こえた返答に、カロマインは唇くちびるの端はしをわざとらしく歪ゆがめた。

　──そう。

　あの戦せん闘とうの最後。

　ルナ＝イルは羽化直前までいった。引き出されたものを見れば瞭りよう然ぜんだ。

　おそらく『連れん結けつ』する寸すん前ぜんだったのだろう。なるほどそれは、異い様ようであり異い常じようである。孵ふ化かしたばかりで羽化しかかるなど、聞いたことも見たこともない。そういう観かん点てんから見れば、少年は酷く将来有望だった──もっとも、孵化したばかりで羽化するにはやはり身体が耐たえられなかったようだった。片へん鱗りんは見せたが結局それは予よ感かんだけ。少年は元に戻った。

　しかし、同時にそれは、酷く危ういことでもある。

「あれには注意しておかなければならない。既すでにフィオナ＝レスファにもそれとなく伝えてある。導みちびく必ひつ要ようがある。私で無む理りなら、彼女が上う手まくやるだろう。彼女で無理なら、私が上手くやろう。どちらの色に染そまるかは、まあどうでもいいが」

　嘘うそを混まじらせながら、カロマインは厳げん粛しゆくに言った。

「お前はできるだけ手を出すな」低い声で呟つぶやくような、老人の声がカロマインを振り向かせる。

　ウェポン管かん理り部ぶ、部長だった。

「ウェポン専せん属ぞくで使うという取り決めだ。ならばフィオナに任まかせたい」

「は、偽ぎ善ぜんね」外交部部長がそれを嘲ちよう笑しようした。

「あのいけ好かないレイン＝リィンといい、どうしてウェポン管理部の奴やつらは……」

「偽善でもだ」老人は怯ひるまない。

「それにレインは──彼女は何も知らん。何も知らんのなら好きにやらせればいい、そういう器き量りようはお前さんにないのか？」

「私は心が狭せまいのよ」吐き捨てるように女は言い、

「とにかく……事じ態たいはあまりよくない。寧むしろどんどん悪くなるでしょうね。原因究きゆう明めいを急ぐと共に、準じゆん備びも整ととのえた方がよろしくてよ？　早そう急きゆうに早急を重ねてね。今回で終わる訳わけがない。今回で終わりの訳がない。むしろこれは手始めに過すぎない、そう考えるのが健康的なのだから」

　そしてようやく、椅い子すに腰こし掛かけた。

　女の演えん説ぜつは終了したらしい。沈ちん黙もくを呼び水にして、議論は再さい開かいされる。

　今後の対たい応おうをどうするか。今回の原因は何だ。情報整理をもう一度し直す必ひつ要ようがある。とにかく施し設せつ復ふつ旧きゆうが第一だ。いいや環かん境きよう整せい備びが優ゆう先せんする。捜そう索さくを強化するにはどうすればいいか。すべてを洗え。組そ織しき体制の見直しを計れ。全員の発見を待っている暇ひまがあるのか。完全ではなければ意味はないのではないか。完全を求め過ぎて永遠を失う結果になりはしないか。何よりも計画の立て直しが必要なのではないか──。

　喧けん々けん諤がく々がくと、会議は踊おどる。

　カロマインはそれを黙だまって見ていた。

　ただ、黙って見ていた。




　ふと、ひとりの人物と眼めが合う。

　この喧けん噪そうの中にあって最も発言力と影えい響きよう力りよくを持ちながら、一度も口を開かず微み塵じんも動こうともしなかった人間──エデン、本ほん総そう轄かつ。

　そいつはカロマインの瞳ひとみを、無表情に覗のぞき込こんだ。

　カロマインもまた、そいつの瞳を無表情に見返した。誰だれもそれに気付かない。

　だから合図をそいつに送る。そいつは手元で何かの機械を少しだけ弄いじる。円えん卓たくの中心、カロマインが立っている部分がゆっくりと床に沈しずんでいく。誰も止めない。視し界かいに入っていないはずがないのに、気付きもしない。

　カロマインはそうして、用のなくなった会議室を、辞じした。




　　　　２




　病室の天てん井じようは相変わらず白く、平へい坦たんな外見と相まって、見る者の感情を素す直なおに映うつす。

　シオン＝エシュはその白い天井をぼんやりと見つめながら、思し考こうを何となく巡めぐらせていた。何か具体的なことを考えている訳わけではないから、天井は白いまま、何に変化するでもなかった。ただ寝しん台だいに横たわり、じっと平へい静せいを保っている。

「シオン」自分を呼ぶ声に、天井から視し線せんを外す。

　カーテンを開く音と共に、レイン＝リィンが顔を出した。

「大だい丈じよう夫ぶ？」寂さびしげに笑いながら椅い子すに腰こし掛かけるレインに、顔を向けることができない。それだけで──顔を横に向けるだけで、腹部が痛いたむ。だから精せい一いつ杯ぱい視線だけを動かし、レインの姿すがたを確認する。

　あれから、まる二日。

　レインの怪け我がは、軽けい微びだった。一番懸け念ねんされていたのは強きよう打だした頭とう部ぶだったがそれも大したことはなかった。検けん査さのために一日安あん静せいに寝ていたが、昨日異い常じようなしと判はん断だんされ病室を出た。今は──骨に皹ひびが入った腕を布で吊つっているだけだ。

「また、あと二週間だって？」レインは腰掛け、シオンの頭を薄うすく撫なでる。思わず眼めを閉じて、その感かん触しよくを確認した。

　治なおりかけた身体を酷こく使ししたつけが出て、シオンが寝ていなければならない期き間かんは伸びていた。内ない臓ぞうと骨ほねの破は損そんは思ったよりも軽かったのが不幸中の幸さいわいで、後こう遺い症しようも残らないらしい。

　逆ぎやくに最も重じゆう傷しようなのが、セール＝ルウジュだった。右足の臑すねと左足の半月板を損そん傷しようしまるで歩けない状じよう態たいらしく、現在は措そ置ち室しつで治ち療りよう中ちゆう。特に右足の骨こつ折せつは酷ひどく、靱じん帯たいや神しん経けいも幾いくらか破損しているという。

　回復したとして、元の感かん覚かくが取り戻せるかは微び妙みようなところだ、とレインは説明した。

「でも、セールなら大だい丈じよう夫ぶ」そして、笑う。

「リカ＝エニが付きっきりで看かん病びようしてるし、あの子はそれに応こたえないような女じゃない。少し足を引ひき摺ずることにはなると思うけど、必ず、戦列に復ふつ帰きするわ」

　どこか嬉うれしそうに、どこか寂さびしそうに、レインは語る。

　そうだろうな、とシオンは思う。セールがどんな人間なのかはよく知らないが、それでも。

　シオンにとってもセールにとっても、幸運はもうひとつあった。

『シオン＝エシュ、セール＝ルウジュの両名には褒ほう賞しようを与える』──昨日そういう指令が、エデンから通つう達たつされた。ウェポン管理部副部長を身を挺ていして守ったことによる褒賞。シオンもセールも、階位を無む視しして無む期き限げんに療りよう養よう期間が与えられるという。療養期間中に階位が下がることもないそうだ。

　もっともシオンに関しては、既すでに下がった階位は戻すことができないとも言われたが、それはどうでもいいことだった。階位などには興きよう味みも関かん心しんも執しゆう着ちやくもない。ただ療りよう養よう期間が伸びたことで身体は間ま違ちがいなく衰おとろえる。そのことが少し気になっただけだった。

　後こう悔かいはないが。

「あと一週間もすれば、セールが集中措そ置ち室しつからこっちに越してくるわ。仲良くしなさいよ」

　悪戯いたずらっぽくレインは言う。シオンに仲良くする気はなかったが、それでも──話くらいはしてもいい。何しろ彼女は、シオンが寝ている間、戦っていたというのだから。

　借りができてしまった。いずれ、返さなくてはならない。

　──そういえば。

　シオンはふと、思った。

　借り、という言葉で思い出したことがある。この二週間ずっと寝ていて苛いら々いらしていて、すっかり忘れていた。

「あの……レインさん」

　顔も首も動かさず、できるだけ抑おさえた声でシオンは言う。

「ん？」

「ルナに……伝えておいて欲しいんですが」

「……ルナ＝イルに？　何を？」レインは怪け訝げんな顔をしている。

「戦列に戻ったら、借りは返す、って」

　レインはきょとんとする。そしてしばらく何かを考え込むように自由のきく左手で髪を掻かき上あげながら視し線せんを宙ちゆうに巡めぐらせていたが──やがて楽しそうに、子供みたいに笑った。

「じゃあ、私も借りを返さなくちゃね」

「……何のですか？」

「助けてもらったでしょう？　あなたに」

　その言葉にシオンは一いつ瞬しゆん、憮ぶ然ぜんとする。

　──そんなことをした憶おぼえはない。

「ねえ、シオン」しかしその隙すきを与えないとでも言うように、レインは続けて口を開いた。

「貸しだとか借りだとか……あなたがそんなこと言うのって、照れてる時だって知ってた？」

　シオンは思わず眉まゆをひそめる。

「誰だれかに助けてもらうのは、別に悪いことじゃないでしょう？」

「……私は……」小さな反はん発ぱつ心しんを覚おぼえて、反論しようとする。しかし、

「あなたがひとりで立ちたがってるのも、ひとりで立とうとしてるのも知ってる。それをどうこう言うつもりはないわ。でもね。……一昨日話しそびれちゃったけど……あなたがケモノと戦うのは何のため？　貸しを作るだとか借りを作られるだとか、そんなことを言うためじゃないでしょう。そうやって……たったひとりで生きていくためじゃ、ないでしょう？」

　シオンの息が詰つまる。

「セールが何で怪け我がをしたのか知ってる？　あの子、私とあなたを守るためにひとりで戦ったのよ。私が怪我したのも同じ。あなたとセールを守ろうとして、ひとりで戦おうとしたの」

　レインの言葉は、シオンの耳に痛いたい。

「私、怪我をして思ったわ。……自分のためだけに戦って、自分ひとりが傷付くのなら、それでいいのに、って」

　しかし、それでも。

「自分が傷付くことで誰だれかが傷付くような戦いを、あなたは今まで避さけていなかった？　自分ひとりで誰にも『借り』ってのができない戦いを、無む意い識しきに選んでいなかった？」

　レインの言葉を、聞かずにはいられない。

「だけどね。……あなた、私を守ってくれたでしょう？　私が怪我をして怒おこってくれたでしょう？　あなたは『別に守った訳わけじゃない』とか『自分が勝手にやったこと』とかなんとか思ってるかもしれないけど」

　耳を塞ふさげない。見み透すかされている。すべて、見透かされている──。

「レイン……さん」

　そして、

「私はね、シオン」レインは、唐とう突とつに、

　シオンに顔を近付ける。

　シオンの頭の上から覗のぞき込こむように、天てん井じようを向いた視し線せんを顔で遮さえぎり、眼めと眼を合わせる。

　逆さかさに写ったレインの顔が、シオンの視し界かいを覆おおい、

「私、嬉うれしかったんだよ」

　額ひたいと額が、そっとぶつかった。

　まるで恋人を撫なでるように。

　まるで妹を言い聞かせるように。

　まるで自分の娘を寝かし付けるように。

「嬉しかったの」

　レインは囁ささやく。

「……私はまだまだあなたに喰くわれる気はないからね。私の命は私のもの。その責任を、あなたに背せ負おわせてやるもんですか」

　レインは囁く。

「シュシュだってそう。シュシュの命はシュシュ自身のもの。シュシュが死んだのなら、その命の責任はもうどこにもない。悲しいけど……それを認めなくちゃ」

　レインは囁く。

「だけどあなたは私を助けてくれた。守ってくれた。代わりに怪我をしてくれた。それも事実」

　レインは。

「わかるでしょう？　あなたは誰だれかを守ることができるくらいに、そして誰かに守られるくらいに……強いのよ。シュシュを守れなかったって後こう悔かいしてるなら、それでいい。私は全然そうは思わないけど、あなたがそう思いたいんならそれでいい。だけど。そう思うのなら……それを繰くり返かえさないようにしなくちゃ」

　冷たい額ひたいが離はなれる。

　シオンは眼めを開けない。

　レインがそっと踵きびすを返す気け配はいがある。

「じゃ、また明日」

　そして。

「……あとね、誰かに言いたいことがあるなら、直接言いなさい」

　少しだけ突つき放はなすような、それでも優やさしい声。

　──強さ。

　シオンは、思う。

　強さとは、何だ？

　シオンはもう、自じ覚かくしていた。

　それは──強さ、とは決して、暴ぼう力りよくの程てい度どを示す基き準じゆんではない。

　強さ、というのはつまり、あらゆる意味で何ものにも負けない、ということだ。

　何ものにも。自分の弱さにも。

「レインさん」だからシオンは双そう眸ぼうを閉じた暗くら闇やみの中、その背に向かって問いかけた。

「私、この……シュシュの、髪かみ留どめ……持っていても、いいですか？

　ずっと、持っていていいですか？」

　喰くうでもなく。背せ負おうでもなく。

　取り込むのでもなく。利用するのでもなく。

　侵しん蝕しよくされるのでもなく。甘えるのでもなく。

　──対たい峙じしていくために。

　自分の弱さと、対峙していくために。それを確認するために。

　レインは答えた。

「あなたが決めなさい。

　……それはもう、あなたのものなのだから」

　足音と共に、気配が去っていく。




　レインがいなくなったのを確認してから、シオンは瞼まぶたを閉じたまま、三年ぶりに泣いた。
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　食事に行こうと廊ろう下かを歩いていた。

　が、その足は重い。

　ルナはぼんやりとした思し考こうのままどんよりとした表情で、虚うつろに歩ほを進める。右腕はずっと痛いたんでいた。時間と共に少しずつ痛みは引いていたが、それでも普ふ段だんの恢かい復ふくよりは格段に遅おそい。ルナにとってその感かん覚かくは新しん鮮せんで理り解かいし難がたく、またそら恐おそろしいものだったが、それでも──胸に抱かかえた苦く痛つうは、右腕の痛みを脳から追い出すには充じゆう分ぶんだった。

　あれから二日。帰ってきてからまる一日眠っていたから、実じつ質しつ一日中、ずっとそうだ。

　ウィム＝クラウトが──ルナの肩を叩たたいてくれる者が、死んだ。

　そのことを思うたびに、どうしようもなくなる。

　もう誰だれも自分に近寄って来ない。誰も自分を見ようとはしないだろう。これから先、ルナがどんなに立りつ派ぱに戦おうとも、ウィムはもう笑わない。喜んでもくれない。

　励はげまされるだけ励まされて、それに応こたえる前に、逝いってしまった。

　だから──ウィムの顔が頭から離はなれない。

　ルナは歩く先を見み遣やる。

　金きん属ぞくの廊下は長く、それでいて細い。直線に見えて緩ゆるやかに彎わん曲きよくしたうねりは歩くほどに不ふ愉ゆ快かいで、気持ち悪い。

　ふと、黒い影かげが見えた。

　それはじっと立ち止まったまま廊下の壁かべに背を預あずけ、まるでルナを待っていたかのように視し線せんを逸そらさず表情を変えない。

　ルナが歩くほどにその姿すがたは鮮せん明めいになり大きくなっていく。

　黒い外がい套とうですっぽりと覆おおわれた身体は発光金属の明かりを吸収して、艶つやのない闇やみのように見える。逆に白い髪の毛は光線を反はん射しやして、その輪りん郭かくを曖あい昧まいにぼやけさせていた。

　血のような朱しゆ色いろの唇くちびると、少しだけ白を混まじらせた赤の瞳ひとみが、ルナを捉とらえている。

　歩きながら、殆ほとんど意い地じで視線を行く先に向ける。背せ筋すじを無む理りに伸ばし歩ほ調ちようを大きくする。

　壁に寄より掛かかって自分を見ているその存そん在ざいの傍そばを、無む言ごんで通り過ぎようとしたその瞬しゆん間かん、

「……どうだ？」

　カロマイン＝セクが、ルナを遮さえぎるように口を開いた。

　声が聞こえてから、三歩歩いて立ち止まる。後ろは振り返らない。

「……どうだ、っていうのはどういう意味だ？」

　強こわ張ばった声で、ルナはそれでも静かに返事をする。

「言ったはずだ。君は稀き存ぞん種しゆだ、と」

「……だから？」

「その証しよう左さを、遺い憾かんなく発はつ揮きしたのだ。感想が聞きたい」

　カロマインの声は冷れい静せいで無感情で意い志しの欠片かけらも感じない。

　ルナは拳こぶしを握にぎった。右腕は痛いたむから、左の拳だけを。

「それは皮ひ肉にくか？」

「──何を言っている？」

「人ひとり見殺しにした僕に対する、皮肉か？」

「君が何を言いたいのか理解できない」

「……何な故ぜだ!?」

　ルナは顔だけで振り返る。カロマインは相変わらず無表情で──こっちを見ていた。

　思わず、叫ぶ。

「ウィムが死んだ！　僕が殺したも同然だ！　もう誰だれも僕を見ない！　誰も僕に触ふれない！」

　そして拳を握り他のウェポンとは明らかに違ちがう自分の服ふく装そうを俯うつむき確認して、

「何が……」そのまま顔を上げることができないまま、呟つぶやいた。

「それで何が、稀き存ぞん種しゆだ」

　カロマインに言ってもどうしようもないとはわかっていた。ルナはもう、理解していた。カロマイン＝セク──第二稀存種は、そういう理屈から乖かい離りした存そん在ざいだ、と。

「ほう」案あんの定じよう、さも面おも白しろそうに、かといって感情を表したふうもなく。

　カロマインの声は軽い。

「やはり似ているな」

　そして、意味のわからない言葉。

「何を言ってる!?」だから、身体ごと振り返った。

「僕が誰に似ていようが誰が僕に似ていようが……！」カロマインを、その無表情な顔を睨にらみ、「……そんなことは知ったことじゃ……」叫びかけて。

　ルナは中ちゆう途とで、絶ぜつ句くする。

　カロマイン＝セクの──振り返り睨にらみ付つけたその顔が──。

　本当に嬉うれしそうに本当に楽しそうに本当に凄せい惨さんで本当に酷こく薄はくな、

　本当の笑えみを浮かべている。

　ルナは声を詰つまらせた。

　その表情に硬こう直ちよくする。声が出ない。身体が竦すくんでいる。カロマインの笑え顔がお。それは今まで見たものとは明らかに違う。気け配はいも表情も視し線せんも何もかもが、どうしようもなく違う。

　どうしようもなく、残忍だ。

　──何だ、これは──。

　そして。

　動けないルナに向かって、

「……似ている。だからこそ言っておこう」

　楽しみを見付けた子供のような声で、

「あんなことを気に病やむ必ひつ要ようなどない。君はひとりでいい」

　過か剰じような期き待たいを子に寄せる親のように、

「唯ゆい一いつの存そん在ざいに、孤こ独どくなどという概がい念ねんは無む用ようで無意味だ」

　必要のない子を撫なでる親のように、

　本当に嬉うれしそうに本当に楽しそうに本当に凄惨に本当に酷こく薄はくに、

「それを改あらためて知しり得えただけだ。それだけだ」

　カロマイン＝セクは笑う。或あるいは嗤わらう。

　そして、直後。

「忘れるな」唐とう突とつに。

　その笑顔を消し表情を消し視し線せんを無む機き質しつなものに豹ひよう変へんさせて、

「期待するな。希望を持つな。絶ぜつ望ぼうするな。そして私に期待させろ。希望を持たせろ。絶望させるな。それだけでいい。今のままでいい。何も心しん配ぱいすることはない。

　──さもないと、後こう悔かいすることになる」

　硬こう直ちよくしたまま動けないルナを放ほうり出だし、踵きびすを返して去っていく。歩いているのか浮いているのかわからない足取りで、外がい套とうの裾すそを引ひき摺ずりながら縷る々るとして訥とつ々とつと小さくなっていく。

　……ルナは。

　恐きよう怖ふで硬こう直ちよくした足を必ひつ死しで動かそうとしながらそれでも、心の底そこにある敵てき意いに殺さつ意いを塗ぬりたくった感情を沸わき立たたせる。

「お前の……お前の言う通りになんて……ならない」

　途と切ぎれ途切れに、声をあげる。

「なってやるもんか。絶ぜつ対たいに、ならない」

　小さな声だった。ただの呟つぶやきだった。聞こえる訳わけもなかった。それが、精せい一いつ杯ぱいだった。

　それでも。

「ひとりでいい人間なんて、どこにもいない」

　自分の頭を撫でてくれた姉。

　その姉と間ま違ちがってしまった父。

　たったひとりで去ったという母。

　友達になろうよ、そう言って笑ったキキト。

　得とくなんてしない、損そんもしない。そう言って怒おこってくれたウィム。

　全員、死んだ。

　だけどルナは、そのことを覚おぼえている。

　忘れない。忘れようもない。忘れることなどできる訳わけがない。

　それは、彼らが──。

「どこにもいない」

　ルナは呟つぶやく。意い志しを込めて、低い声で。感情を混まじらせて、鋭するどい声で。




　こんな時──誰だれかにいて欲しい、そう感じながら。

　そう感じた自分は間ま違ちがっていない、そう思いながら。
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　廊ろう下かの先を、歩く人ひと影かげがある。

　病室を出てすぐそれに気付く。黒と白でかたどられた輪りん郭かくは特とく徴ちよう的てきで唯ゆい一いつで、見間違いようがない。

「カロマイン」

　レイン＝リィンは、その背中に呼よび掛かけた。

　カロマインは無む言ごんでゆっくりと大おお仰ぎように振り返り、レインをじっと見み詰つめてくる。感情を失っているかのようなその瞳ひとみを、しかしレインは微ほほ笑えみで受け流した。

「お疲つかれさま。色々と大変だったみたいね」

　カロマインに反はん応のうはない。表情もない。ただ無む機き質しつに冷れい静せいで、人にん間げん味みを欠かいている。

　──昔はこの子もそうではなかった。思いながら、レインは微笑みを絶たやさない。

「何か妙みようなケモノだったって聞いたけど……。エデン内に出現したものと同型の、ヒトに寄き生せいして操あやつるタイプの」

「問題ない。ルナ＝イルがよく働いた」

「ルナが……？」レインの眉まゆ根ねが寄る。カロマインが他人の名前を口にするなど珍めずらしいし、何よりその言葉を口にしたカロマインの表情が──僅わずかに嬉うれしそうに見えたからだ。

　どういうことだろうと、問う。

「あの子はどうなの？　あなたから見て」

「特に感かん慨がいはない」カロマインの気け配はいはすぐに戻る。

「……そう。まぁ……いいわ。

　ところでね、カロマイン。あなた……どう見てるの？」

「どう、とは？」

「今回の事じ態たい。同時多発的に起きたこの事態。フィオナとあなたが出動している最中にここが内部から攻こう撃げきされた。偶ぐう然ぜんとは思えないわ」

　カロマインの表情は、変わらない。

「確かに作さく為い的てきなものを感じるが、その辺あたりの処しよ理りは上じよう層そう部ぶがやるだろう。私の知ったことではない」

「……そう」レインは眼めを伏ふせる。

　カロマインが嘘うそを吐ついているのかどうかはわからない。しかし、少なくとも──今のレインの立場では、何も知ることができないのが事実だ。一いち縷るの期き待たいを込めてはみたが、徒と労ろうだったようだ。

　何かが起きている。それは直ちよつ感かんとしてある。しかしそれは──それが何なのか。

「副部長」

　不ふ意いに、カロマインがレインを呼ぶ声が聞こえ、レインは思し考こうを中ちゆう断だんする。

「……なに？」

「あれのことを考えているなら、無む駄だだ」

　レインは眉まゆをひそめる。

「無駄、ということはないでしょう？」

「いや、無駄だよ。考えてもみるがいい。十年だ……十年経たっている。だから……」

「やめて」

　短く一いつ喝かつしたレインに、カロマインは肩も竦すくめずに、瞳ひとみだけを微かすかに細め、

「とにかく、我々の邪じや魔まをする輩やからがいるのであれば、それを叩たたき潰つぶせばいいだけだ」

　言うだけ言って、唐とう突とつに踵きびすを返した。視し線せんをレインから外し、再ふたたび歩き出す。

「カロマイン」だから、もう一度。

　レインは、その男──第二稀き存ぞん種しゆを呼び止め、最後の質問をする。

「もうひとつだけ。あなた、あの子を──ルナ＝イルを、どう見た？」

　カロマインは、振り返らない。

　歩みを一いつ瞬しゆんだけ止めて、それから無表情で無む機き質しつで無感動で無神経に、一ひと言ことだけを呟つぶやく。

「おそらくあなたと同じだよ。レイン＝リィン」

　それなのにどこか感情のある、彼にしては異い様ような、人にん間げん味みのある、感かん傷しよう的てきな響ひびきで。

　──そう。

「……あの人に……似てるのね」

　レインは再ふたたび歩き出したカロマインの背から眼を逸そらしながら、小さく呟いた。

　そうであるなら。

　──もう……繰くり返かえしたくはない。
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「ルナ＝イル、いい？」

　食事を終えて部へ屋やに帰った途と端たん、来客があった。何だろうと思う以前に、自分に会いに来る者がウィムの他にいることに驚おどろき、訝いぶかしみながら扉とびらを開けた。

　レイン＝リィンが、開いた扉の前で立っている。先日エデンで騒そう動どうがあった際さいに怪け我がをしたのだろうか、片腕を吊つりながら、それでも鋭するどく冷たげな視し線せんでルナを見ている。

「何の……用だ？」ルナは入口に立ったまま、レインを部屋にも入れずに尋きいた。

「お節せつ介かい」レインは何な故ぜか無表情で、短く答える。「入るわよ」

　そうしてルナを押おし退のけ、ずかずかと部屋に侵しん入にゆうする。呆あつ気けにとられつつも、仕し方かたなく椅い子すを勧すすめた。レインはそれを無む視しし、寝しん台だいの上に無む造ぞう作さに腰こし掛かける。

　ルナは逆ぎやくに椅子を指差され、訳わけのわからないままそれに座った。

「何の用だ？」ルナはもう一度、レインに問う。

「ウィムのこと」

　ルナの表情が曇くもる。──レインは、怒おこっているのだろうか。

「状じよう況きようは聞いた。あなたの責任じゃない。それだけ言いたかったの」

　表情は硬かたかったが、それでもあっけらかんと言うレインに、ルナは呆ぼう然ぜんとする。

「あの子が死んで、私だって悲しい。あなただってそうでしょう？」

「……ああ」当たり前だ。

「でも、私とあなたの悲しみは別。私はあなたじゃない。それはあなたが受け止めていかなければならない問題よ」

　冷れい酷こくともとれる視線で、声で、レインは突つき放はなす。しかしルナは、気付いた。

　その瞳ひとみ──眼鏡めがねの奥で冷たげに横たわる眼めが、微かすかに赤いことに。

「僕は……」

「あなたはウィムを助けられなかった。でもウィムをあの戦せん闘とうに出したのは私の提てい案あん。……いつもそう。私の意見ひとつで、ウェポンたちは簡かん単たんに死んでしまう。負ふ傷しよう者しやも死傷者も毎日のように出る。私はそれを……」

　レインは声を僅わずかに詰つまらせ、

「誰だれかの死はいつだって、他の誰かに責任を感じさせてしまうものなのよ」

　しかし、どこか吹っ切れたように、瞼まぶたを閉じた。

「あなたの感情に対しては、どうこう言うつもりはない。だけど私は、あなたが……ウィムが死んだことで自分を責せめるような子だと思ったから。それだけ言いに来た」

　ルナは黙だまって、俯うつむく。

　あの時の、ウィムの言葉を思い出した。

『僕は副部長から君を任まかされた』。

『だから、ここにいる』。

　レイン＝リィンは、つまり、そういう人だ。顔は冷たくて、時に突き放すようなことを言う。だけど、彼女は──。

　ウィムが信しん頼らいしていた人だ。

　だから、ルナは笑う。

　自じ虐ぎやくも皮ひ肉にくも自じ嘲ちようも何もない、真まつ直すぐな笑え顔がおで。

「大だい丈じよう夫ぶ。僕は大丈夫だ」

　レインは再ふたたび眼めを伏ふせる。安心したように息を吐はき、それから、

「ウィムね、喜んでたわよ」

　え、とルナは声をあげる。

　──ウィムが？

「ひねくれてて可か愛わいげのないやつだ、って。でもきっとあいつは強くなるよ、って。力じゃない、暴ぼう力りよくじゃない。たとえばあいつがいることで他の誰だれかが安心できるような──そんな男になるよ、って」

　レインの表情は相変わらず厳きびしい。しかし声は、どこか嬉うれしそうだった。

「私に、有あり難がとう、って。あなたの教育係はとても楽しい、って」

「……僕は……」ルナは、そんなレインの顔を見ることができずに、

「ウィムの期き待たいに、応こたえたかった。あいつが死んでしまう前に、応えたかった」

　涙なみだ混まじりで再び俯うつむく。胸の痛いたみと腕の痛みが、同どう調ちようして悲ひ鳴めいをあげた。

　そんなルナに、レインは少しだけ怒おこったように──

「泣くな、ルナ＝イル！　……私だって、我が慢まんしてるんだ」

　ルナの肩を叩たたく。

　ウィムと同じように。ウィムがそうしていたように、叩いた。

　だから。

　ルナは顔を上げる。真直ぐにレインを見み詰つめ、それから意い志しを込めて。

　痛む右腕を左手で撫なでながら、痛む胸を押し殺しながら、頷うなずく。

　レインはもう一度ルナの肩にそっと手を置き、それから、立ち上がった。

　そして踵きびすを返しかけ、思い出したように、或あるいは待まち構かまえていたかのように、

「そうそう、あとひとつ……伝でん言ごんがあるんだけど、いい？」尋きく。

　ルナは怪け訝げんな顔で頷き、

「誰からだ？」




　レインはそこで、ルナの部へ屋やに来てから初めて──双そう眸ぼうに笑えみを浮かべた。

　それは伶れい俐りで同時に冷れい酷こくそうな顔だちとは酷ひどく不ふ釣つり合あいな、子供が悪戯いたずらをする時のような、幼おさない笑顔。

「……お節せつ介かいも大たい概がいだとは思うんだけどね」

　小さな声でひとりごちてから、レインはくすくす笑って、ルナを見み遣やった。

「シオンがね、話があるって」

　細めた眼めの奥おくにはしかし、少しだけ悲しげな光が宿っている。
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「具ぐ合あいはどうなんだ？」

　寝しん台だいに横たわっているシオン＝エシュは、仰あお向むけに天てん井じようを見ている。

　ルナは隣となりにある椅い子すに座っていた。

　数日会わなかっただけなのに、随ずい分ぶん久しぶりのような気がする。

「……特には」対するシオン＝エシュの返答は、数日前とまるで変わりがない。視し線せんさえもルナには向けず、ただじっと天井を見ている。

「また負ふ傷しようしたって聞いたけど」

　それでも──何な故ぜか以前のような気まずさを感じなかった。

「……ええ」

「全ぜん治ちどれくらいだって？」

「あと二週間」

　ルナが外に出動している間、エデンでは捕ほ獲かくしたケモノが第三区く画かくから脱だつ走そうして一いち大だい事じになっていたという。医い務む室しつの扉とびらは破は壊かいされていたし、廊ろう下かのあちこちに戦せん闘とうの名な残ごりと思われる小さな瑕きずや血を拭ぬぐった跡あとがぽつぽつとあった。

　そしてシオンは、ケモノ相手に負傷した身体を酷こく使ししたらしかった。

　ルナは思う。

　彼女はどんなふうに戦ったのだろう。目の前の少女──シオン＝エシュは、命令も何もかもを無む視しして誰だれよりも先にケモノの群むれに飛び込み、誰よりも激しく動き戦い、誰よりも多くケモノを殺す、という。それこそ命令違い反はんなど問題にならないくらいに。

　もし、それが本当だとしたら。

　今回もそういうふうにして戦ったのだろうか。

　たったひとりで。怪け我がをした身体を庇かばうことさえせずに。誰にも追い付けない速そく度どで誰にも邪じや魔まされない領りよう域いきで、誰にも顧かえりみられることなく誰も寄せつけずに。

　それがどんなことなのか、ルナにはわかる気がした。

　今のルナには、それがどんなことなのかがわかる。

「また二週間か」

「ええ」

　ルナは黙だまる。シオンもそれに合わせて、返事をやめる。

　沈ちん黙もくが、時間を定てい義ぎし空間を支し配はいする。

　そして双そう方ほうが口を開かないまま、かなりの時間が過すぎ、

「……長いな」ルナがぽつ、と言った。

「え？」

「二週間。ずっと寝ているんなら、治なおってそれから訓くん練れんし直さなくちゃいけないんだろ？　戦列に復ふつ帰きできるのはいつくらいなんだ？」

「……一ヶ月後くらいかしら」

「そうか」

「……それが、どうかしたの？」

　シオンは相変わらず天てん井じようを見み詰つめたまま、小さな声で喋しやべる。

　だからルナは少しだけ笑って、それから少しだけ息を吸い、

「僕は強くなる」そして、言った。

　意い志しを込めて。

　自分の意志を、シオンに教わった自分の意志を込めて。

「一昨日の戦せん闘とうでわかった」

　微かすかにシオンの視し線せんが、こっちに向く。

　それを横目で一いち瞥べつしながら、ルナは天井を仰あおいで続けた。

「僕は弱い。まだ弱いよ。全然足りない。

　……ケモノを上手じようずに殺せるのが強さだと思ってた。誰だれの力も借かりずに、誰に迷めい惑わくも掛けずに、誰からも何も言われないようにケモノを殺すのが強さだと思ってた。

　そうすることで父さんや母さんや、そしてあんたに近付けると思ってた」

　シオンから視し線せんを逸そらし、さっきまでシオンが見ていた天井を見み詰つめながら、

「だけど違ちがう、そう思う。やっぱりそれは違うよ。ひとりで立つことと、ひとりでしか立てないことは違う」

　白い天井。それは無色が故ゆえに何にでも見え、無色が故に何も見えない。

「僕は──ひとりでしか立てなかった。だから、ひとりで立てなかった」

　だけど、その無色の天井に、何かを見ることはできる。

　見えるのでも見えないのでもなく、見ることはできる。

「結けつ局きよく、スラムにいた頃ころから何も変わってなかった。誰にも頼たよらずに生きていければ、誰にも迷惑を掛けずに生きていければ、それが『強い』ってことだと思ってた」

　白い天井。彼女はそれに何を見ているのだろう？

「誰にも頼らずに生きていけるなら、それは『強い』ってことだと思うわ」

　シオンの声に、ルナは笑う。

「ああ。それはそうなんだ。だけど、少し違う。何て言うのかな……上う手まくは言えないけど、やっぱりそれは違うんだ」

　要するに、自分は甘えていたのだと思う。

　誰かに守られていたのに、それを否ひ定ていしていた。誰かに守られているのが厭いやで、誰にも頼りたくないと思った。そして誰かに守られていることを知っていたから──それをどこかで期き待たいしていた。だから、役に立たない自分を厭だと感じ、姉の面おも影かげをいつも探さがして、父親の幻げん影えいに縛しばられて、そして──。

「僕は……誰だれにも頼たよらずに生きていきたいんだ」

「意味がわからないわ」シオンは怪け訝げんな声で言う。

　ルナは笑う。

「すまない。……勝かつ手てに納なつ得とくしてる」

　そうして天てん井じようから視し線せんを離はなし、再ふたたびシオンの方を向いた。

「僕は強くなる。強くなりたい。あんたの隣となりに並ならべるように。あんたの隣で戦えるくらいに、強くなりたい」

　真まつ直すぐにシオンを見て、シオンの横顔を見て、その灰色の髪と瞳ひとみを覗のぞき込こむように。

　シオンは──シオン＝エシュは。




　辛つらそうに、ゆっくりと、それでいてしっかりと、姿し勢せいを変えて頭をもたげ、

　ルナの方に顔を向けた。




「私は──まだ弱いわ」

「そうか」ルナは頭を振って、

「じゃあ、強くなろう」

　筋きん肉にくが断だん裂れつしたように痛いたむ右腕の、拳こぶしを握にぎり締しめて、

　そして、笑えんだ。
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　シオンはきょとんと、眼めを丸くする。

　直後気まずそうに瞼まぶたを閉じ、それから酷ひどくゆっくりとした動どう作さでシーツの下から右手を出し、胸むな元もとをのろのろと弄いじり、そして、

「三週間」

「……え？」

「一ヶ月じゃなくて、三週間でやる。三週間で戦列に復ふつ帰きするわ」

　瞼を閉じたまま、ぶっきらぼうにそっぽを向いて、

「それまでに、足あし手で纏まといにならないくらいにはなっておいて」

　照れたような、或あるいは縋すがるような、まるで少女のような声で、シオンは呟つぶやく。




　彼らの周まわりでエデンは、世界は、ゆっくりと変へん調ちようの兆きざしを見せ始めていたが──

　少年も、少女も、何も知らなかった。そんなことは関係なかった。

　少年と少女を取り巻く世界は狭せまくて、それでいて広い。把は握あくなんてまだ、できる訳わけがない。

　彼らが世界を把握するのは、ずっと先のことだろう。

　だけど世界は、もう始まっている。

　彼らが選せん択たくしなければならない世界は、もう始まっている。

　彼らは、選択し続けているのだから。

　その時見えるかどうかはともかく──どんなときだって、選せん択たく肢しは無む限げんにある。

　その中のひとつを、選ばされるか、選ぶしかなくなるのか、選ぶべきだと思い込むのか、それとも自分で選ぶか。

　少年は、少女は──。




「それは……こっちの台詞せりふだ」

　ルナはだから、破は顔がんした。

　ウィムが幾いく度どとなくルナに向けてくれていた笑え顔がおを、思いながら。

「言うわね」

　シオン＝エシュが再ふたたびこっちを向き、楽しそうに言う。

　堅かたい表情の中にどこか悪戯いたずらっぽさを混まじらせた、レイン＝リィンとよく似た笑顔で。







　あとがき




　初めましての方は初めまして。そうでない方はこんにちは。或あるいはこんばんは。ひょっとしたらおはようございます。おはようございますの方、朝っぱらからこんなテンションの下がる小説を読ませてしまいすみません。藤原祐と申します。




　そういう訳わけで突とつ然ぜんですが、初めましての方に凶きよう報ほうです。

　本書は、タイトルの後にくっ付いたローマ数字の示す通り、今年九月に発売された『ルナティック・ムーン』の続編になります。続編ということは続きな訳で、続きということは前作のエンディングと今作のオープニングは時間的にも繋つながっていて（二週間後）、そのせいで前作を読んでいないと意味がわからなかったり、本文の内容に前作のネタバレを大量に含ふくんでいたりと、それはもう不ふ親しん切せつてんこもりなことになってしまっています。挙あげ句くの果はてには風ふ呂ろ敷しきまで広げてしまいました。もう引き返せない。

　よって何というか、あらゆる意味ですいません。

　本作を手に取って頂いただいた方は、先に前作を御ご一いち読どくして頂いただければ嬉うれしいです。何なら立ち読みでもいいので。でも二冊まとめて買って下さるともっといいですが。皆みなさんが本を買ってくれたら僕の妹（十四歳／ただし二次元）を高校に行かせることができるんです。お願いだからどうか。




　──ごめんなさい。




　まぁ、何はともあれ二冊目です。椋本夏夜さんの素す敵てき過すぎるイラストをまた見ることができて一番喜んでいるのは作者です。感動のあまり本屋で見かけても自分の事のように思えず「あ、椋本さんが表紙描かいてる本が出てる！」みたいな。それにしても前回に引き続き今回もまた色々と注文を付けてしまって申もうし訳わけないです。本当にごめんなさい椋本さん。

　それから担当の佐藤さん、今回は何な故ぜか前回以上の御ご迷めい惑わくをかけてしまって申し訳ありませんでした。どうしてあんなことになってしまったんでしょう。いや僕が悪いんですが。今度こそはもう少し何とかしますごめんなさい見捨てないで下さい。

　更さらには校こう閲えつさんにも本当に御迷惑をおかけしています。前回も今回も原稿は赤まみれでまるで血のような。いっそ自じ戒かいと反はん省せいを込めて自分の血で赤を入れてやろうかとすら思いましたがそれだと字が汚きたなくなるしあとヘタレなので痛いたいのが恐こわくて無む理りでした。ごめんなさい。




　というふうに各方面に謝あやまってばかりいたら自分の駄だ目めさ加か減げんに気分がデフレスパイラルしてきましたのでもうこの辺で終わりにしたいと思います。あとがき苦にが手てです。気の利きいたジョークも書けませんし。『モンティ・パイソン』は好きなんですが。『手て旗ばた信号で嵐あらしが丘おか』とか。生かせねえ。

　どうせ僕のあとがきなど誰だれも読んでませんよ。なくてもいいと思うんですよ。駄目ですか佐藤さん。駄目ですねやっぱり。

　まぁそんなこんなで、それでは、また。

　次回があればですが。

　次回はシオンが顔を赤らめながらルナのために手料理を作るお話の予定です。

　嘘うそ。




　あぁもう気分はどん底ぞこで持じ病びようの偏へん頭ず痛つうまで出てきたので薬飲んで寝ます。さようなら。





藤原　祐　　
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藤ふじ原わら 祐ゆう

１９７８年大分県生まれ。四世紀半も生きたんだからもう充分だろうと思いつつも、車が空を飛ぶようになるまでは、と生きている25歳。２００３年12月現在、その兆候はなし。いいかげんあきらめるべきなんでしょうか。
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椋くら本もと夏か夜や

紅茶とペンギンと露天風呂をこよなく愛する関西人絵描き。調子に乗ってエスプレッソマシンを買いました。……カフェラテ専用マシンとして活躍中。『レベリオン』（三雲岳斗著・電撃文庫）、『夢界異邦人』（水落晴美著・電撃文庫）等でも挿画を担当。
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